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社畜勇者、仕事辞めるってよ③


岸本和葉









お断り




　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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起床する勇者




　俺と魔王は、似た者同士だ。

　きっと、だからこそ分かり合えたのだろう。

　まるで自分の片割れのような、そんな親近感が湧き始めているんだ。

　あいつと離れたくない。

　脳裏にイスベルとの賑やかな日常が浮かんできては消える。

　俺は、その日常を取り戻すためにイスベルを助けに来たのだ。

「――ル、アデル！」

　何者かに呼ばれる声で、俺は目を覚ます。

　ふと目線を向ければ、心配しているような表情で俺を見つめているレオナと目が合った。

「ん……レオナか」

「ずいぶんとうなされていたけど、大丈夫かい？」

「ああ、平気だ」

　体を起こし、ベッドの近くに置いてあった水を体に流し込む。

　かなり寝汗をかいたようで、強い喉の渇きを覚えていたのだ。

「……本当に大丈夫かい？　寝起きだってのにだいぶ体調が悪そうだけど」

「大丈夫だって」

　のぞき込んでくるレオナから、目をそらした。

　正直な話、大丈夫とは言い難い。

　港での戦いから二日、俺たちは現在城下町に移動し宿を取っている。

　体調を整えることと情報収集についやしたこの二日間で、俺は自分の体についていくつかのことを把は握あくした。

　まず、寝ても満足に魔力が戻らない。

　どうやら全体の魔力量が減少しているようだ。

　同時に、徐々にではあるが様々な感覚が鈍くなり始めている。

　目や耳が前ほど鋭く機能していない。

　まだまだ超人の域からは退化していないだろうけど、いずれ闘いには向かなくなっていくだろう。

　そう、一言でいえば、俺の体は段階を踏んで常人へと戻りつつあるらしい。

　これが自分の命を守るための自己防衛本能なのか、はたまたエクスダークや聖剣セイヴァースが何か干渉してきているのかは分からない。

　どういった経緯にせよ、俺が戦える時間は残り少ないということだ。

（無茶ができるとしたら、あと一回くらいか……）

　限界はある程度分かっている。

　それさえ越えなければ、俺自身も無事に帰ることができるはずだ。

　越えなくて済めばの話ではあるが――。

「それより、他のみんなは？」

「相変わらず魔王城の偵察。中にはまだ入れないけどね」

「そうか……」

　あれからすぐにでも魔王城へと乗り込もうとした俺たちだが、それは不可能であることが分かった。

　なぜなら、肝心の魔王城が閉鎖されてしまったからだ。

　中で何が起こっているかは分からないが、魔王城に出入りするための手段が完全に断たれているのが現状である。

　常に兵士が周りを巡回しており、門は固く閉ざされている。

　少数精鋭である俺たちが騒ぎを起こすことなど厳禁中の厳禁。

　無理やり突破することを控えなければならない時点で、俺たちの足は完全に止められてしまったのだ。

「もう正面から突破しちまうかい？　いい加減あの子の行方も気になるし」

「イスベルか……そうだな。先に乗り込んでいるだろうし、ファントムから連絡がないのも気になる」

　ぐだぐだと言葉を連ねたが、結局のところこのまま動きがあるのを待つだけでは、ただ時間を無駄にするだけということもよく分かっている。

　向こうが動かないのであれば、もうこちらから動くしかないのだ。

　そんな会話をしていると、突然部屋の扉が開かれる。

「おお、起きておったか」

「ギダラ……それにシルバーとイレーラも」

　部屋に入ってきたのは、行動をともにしている仲間たちの姿だった。

　最後に入ってきたイレーラが扉を閉めると、ギダラは俺の顔を見ながら話し出す。

「……魔王城の門が開いたぞ」

「なに？」

「城下町の広場にて、これより演説が行われるらしい。実際に何が行われるかは分からんが、接触のチャンスかもしれんぞ」

「行くしかないな、それは」

　俺はいそいそと立ち上がり、革のジャケットを羽織る。

　まだ眠りこけているエクスダークを腰につけ、でかける準備を整えた。

「まあそう急くな。まだすべての状況が飲み込めたわけではない。まずは演説会場に紛れ込むとしよう。一度開いた門は、もう完全に閉じることはできぬ。今日を逃そうが、必ずほころびが生まれるからのう」

「……それもそうだな」

　俺の中に焦りが生まれているのは事実だ。

　それを何とか鎮めるようにして、俺は肩の力を抜く。

「話は決まったか？　ならば行くぞ」

　今まで静寂を保っていたシルバーが、ローブのフードを羽織りなおしながら口にする。

「魔族じゃないあたしらは、こうして姿を隠さないとね」

　同じくフードをかぶったレオナは、そのまま出入口の方へと歩き出す。

　それに続く形で、ギダラとイレーラも外へと出ていった。

「待ってろよ、イスベル……」

　俺自身も深々とローブをかぶり、泊まっていた宿屋を後にした。
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バレた勇者




　魔王城へと続く道の途中には、様々な人々が行き来する広場がある。

　ここには魔王からの御触れを発表するための舞台などがあり、その周りに人だかりができていた。

「ずいぶん多いな……いつもこうなのか？」

「魔王様からの御触れともなれば、この光景は正常です。事態の異常さに気づいているのは私たちだけでしょう」

「イスベルがいなくなったことは発表してないんだもんな」

「ええ。発表していれば、今頃城下町はパニック状態に陥っていたでしょうから」

　イレーラの解説を聞きながら、俺たちは人混みの中へと紛れていく。

　人の数が数であるから中々前へは進めなかったが、かろうじて舞台の上が見える位置にはたどり着くことができた。

　他のみんなも少し離れてしまったが、何とか舞台の上は確認できているようだ。

　舞台の上には、まだ魔族の兵士たちが数人いるのみである。

　今のところ何かが起こる気配はしない。

「皆のもの！　静粛に！」

　などと考えていれば、人だかりに近い位置にいる兵士が声を張り上げた。

　それに応じて人々は雑談をやめ、舞台の上に集中する。

「これより、重大な発表がある！　心して聞くように！」

　兵士が中央から退くと、舞台の向こうからそれが姿を現した。

「っ！」

　息を呑んだのは、俺だけではなかっただろう。

　現れたのは、十字架に貼り付けられているイスベルの姿だった。

　ボロボロな布切れを着せられ、もはや王の風格など残っていない。

　そんな貼り付け状態のイスベルを運んでいるのは兵士たちだが、となりに見たことのない男が立っていた。

「彼が二番隊隊長、サドール・バラガンです」

「……あいつか」

　いつの間にか近くに控えていたイレーラが、男の正体を教えてくれる。

　魔王軍の裏切者、それがついに目の前に現れたわけだ。

「仕掛けますか？」

「……いや、まだ駄目だ。舞台の上からなら辺り一帯を見渡せるから、不意打ちが難しい。不意打ちができない以上、民衆でもイスベル自身でも人質に取られたら厄介だ」

「なるほど」

「やるにしても、何とか人払いを済ませてからだ。人質云々を抜きにしても、ここで戦えば巻き添えが出る」

　隊長格ということは、実力的にはファントムと大して差がないということになる。

　そんな実力者が相手では、俺たちであっても被害を抑えきることはできない。

　ましてや今の俺では、正面から相手にすること自体が無む謀ぼうな可能性がある。

「アデル、拳を開け。そのままでは使い物にならなくなるぞ」

「え？」

　シルバーに言われて、俺は自分の拳を見た。

　かなり強く握りこんでいたせいか、爪で肉が裂けて血が流れている。

　いつの間にこんなに力んでいたのだろうか。

　俺は息を吐いて、拳から力を抜いた。

「ま、あんな風に仲間をさらし者にされて、怒らないやつはいないと思うけどね」

「……頭は冷静だったんだけどな」

　勇者のときからの悪い癖だ。

　感情と思考が噛み合わない。

　極限と言える状況になればなるほど、理性的な部分のみが顔を出す。

　そうでなければ生き残ることができなかったから。

「よくぞ集まってくれた！　魔族の諸君！」

　俺たちが様子をうかがっていると、広場にサドールの声が響き渡った。

　皆の注目が、舞台の上に集まる。

「ここにいるのは諸君らも知っての通り、魔王イスベルである。しかし、もはや魔王の称号は過去のもの。この者は陰で国家を滅ぼす計画を立てていた反逆者である！」

　サドールは高々に言い放ちながら、イスベルを鞭むちで打つ。

　苦痛にうめく声が響いた。

　王自身が反逆者などという言葉に、当然民衆たちは動揺する。

　近くの者と顔を見合わせていたり、中には泣き出してしまうものさえいた。

「でたらめばかり言いおってからに……」

「魔王様になんてことを……っ！」

　ギダラは呆れてしまっており、イレーラは歯を食いしばって怒りをこらえている。

　これ以上は俺たちとしても我慢の限界だ。

　無理矢理にでも騒ぎを起こして人払いし、イスベルを確保しなければならない。

　多少逃げづらくなるが、この際無茶は仕方がないだろう。

　ここで逃がしてしまうより、よっぽどましだ。

　そうしてエクスダークを抜き放とうとした瞬間、続けるようにしてサドールの声が響き渡った。

「そして、この魔王の計画に加担する者たちがこの人混みに紛れ込んでいる！」

　サドールは俺たちに対し指を指しながら、そう言い放った。

　民衆たちの目が俺たちに集まり、自然と周りに空間ができる。

「兵士たちよ！　やつらを捕らえよ！」

　民衆を掻き分け鎧よろいをつけた兵士たちが俺たちを囲む。

　完全に先手を取られた。

　あっという間に囲まれ、俺たちはそれぞれ武器をつきつけられている。

「これはこれはギダラ様にイレーラ。私は悲しいですよ。仲間であるはずのあなたたちが、まさか国を崩壊させる賊となるなんて」

「よく言うわい、裏切り者は貴様のくせにのう」

「賊の戯ざれ言ごとですね。人間と行動を共にしているのがいい証拠です」

　――そこまでバレているか。

　意味をなさなくなったフードを取り、俺たちは素顔を晒す。

　渋々といった様子でシルバーとレオナもフードを取ったことで、再び民衆たちに動揺が走った。

「大人しく捕まるのであれば、手荒な真似はしません。ここは潔く捕まってはどうです？」

「……潔く捕まる？　この私が？」

　サドールの言葉に強く反応したのは、シルバーであった。

　どうやら上から目線で言葉を吐かれることが我慢できなくなったらしい。

「おい、アデル。こうなってしまえば遠慮など必要ないだろう」

「……ああ。ちょうど同じことを考えていた」

　俺は今度こそエクスダークを抜き放った。

　どうせこうなるのであれば、初めからこうしておけばよかったのかもしれない。

「まあ、こうなることも彼の予想通りですね。パレット、キャンパス」

　サドールがそういうと、二人の魔族が俺たちの前に立ちはだかるようにして現れた。

　光のない目が真っ直ぐ俺たちに向けられる。

　恐ろしく何もない目だ。

「さて、まずは反逆者たちのお手並み拝見と行きましょうか」

「……上等だ」

　俺たちはそれぞれ戦闘態勢を取り、飛びかかってくる二人の魔族を迎え撃った。










貫かれる勇者




　パレットと呼ばれた男とキャンパスと呼ばれた女が、俺たちに向かって飛びかかってくる。

　それに応じたのは、俺とシルバーだった。

　真っ先に飛び出し、二人の剣を受け止める。

（前までなら簡単に受け止められたはずなんだけどな……っ！）

　キャンパスの一撃を受け止めたはいいものの、俺の体は少しずつ後ろへと押されていた。

　彼女自身の力が強いという部分もあるが、やはり力が思うように込められない。

　エクスダークの力を使えば魔力のコストを減らして大きな恩恵を得られるが、今の俺にはリスクが高く使いにくいのだ。

「アデル！　伏せな！」

「っ！」

　剣を押さえつけながら頭を下げると、頭上をレオナの回し蹴りが通過する。

　キャンパスは真横からそれを受け、大きく吹き飛んだ。

「こっちも固定したぞい！」

　パレットの方は、シルバーが押さえ込んでいる間にギダラが空間魔術で縛りつけたようだ。

　これでサドールまでの道が通りやすくなった。

　手ごわい相手に馬鹿正直に戦うほど、俺たちは暇じゃない。

「切り開きます」

　残った兵士の壁を、イレーラが吹き飛ばしたことで突破。

　俺たちは真っ直ぐサドールの下へと駆け出す。

「イスベルを返せ！」

「チッ……役立たずが」

　サドールの悪態が聞こえる距離まで接近し、俺はエクスダークを振りかぶった。

　しかし、俺の一撃は突如割り込んできた男の刃によって受け止められる。

「……おかしいな。どうしてお前がここにいるんだ？」

「やあ、久しぶり。まさかここに来ているのが君だなんて思いもしなかったよ」

　エクスダークを受け止めたのは、長い間俺と魔王討伐の旅を共にした騎士リュークだった。

　そしてリュークが持っている剣は、俺がよく知っている物。

　聖剣セイヴァース。

　かつて俺の相棒だった剣だ。

「お前が持ってたのか」

「ああ、この子はとても使いやすいよ。そして、とても強い」

　一瞬閃光が駆け抜けたかと思えば、俺の体は後方へと吹き飛ばされていた。

「アデル！」

　寸前で反応したレオナが俺を受け止める。

「悪い……」

「知り合いかい？」

「ああ。昔仲間だったやつだ」

　レオナに支えられながら立ち上がると、ちょうど俺をあざ笑っていたリュークと目が合った。

　やつの手にあるセイヴァースは神々しい光を放っている。

　セイヴァースはエクスダークと対をなす剣であるらしい。

　能力も近く、注がれた魔力を何倍ものエネルギーへと変換する力がある。

「女に支えられて恥ずかしくないのかい？　勇者ともあろう男がさ」

「何言ってるんだ。旅してたときから俺たちは女に支えられっぱなしだったろ」

「違うね。支えていたのは僕だ。君たちが役に立たなかったからね。この剣も最初から僕が持っていれば、もっと早く被害も出さずに戦いを終わらせていただろうに」

「……そうかよ」

　――冷静に対応しているが、内心大きな衝撃を受けている。

　単純な話、リュークがここにいることがあまりにも予想外だったのだ。

　俺がいなくなっても仲間であったリュークを含めた三人がいれば、人間の国は安泰だと思っていた。

　それがこの現状。

　かなり長くリュークとは旅をしたはずだが、俺は何も分かっていなかったらしい。

「私たちを忘れてはいませんか？」

「相手が人間であれば、ますます遠慮する必要がないのう」

　共に舞台へと接近していたギダラとイレーラ、そしてシルバーが攻撃を仕掛ける。

　しかしその中心にいるはずのリュークは、剣をただ掲げるだけだ。

「君たちに用はないよ」

　聖剣の光が、リュークを中心に爆ぜる。

　それに巻き込まれた三人は吹き飛び、地面に叩きつけられた。

「チッ、厄介な力だ」

「ぐおぉ……腰に響くわい」

　三人は吹き飛ばされただけで、大したダメージは入っていない。

　それに安心していたら、気づけばリュークが舞台から下りてきていた。

「僕と戦えるのは、アデルだけだ。まあ、君でも僕に勝てるわけではないけど」

「……」

　俺は無言でエクスダークを構えなおす。

　確かに、聖剣セイヴァースに立ち向かえるのは魔剣エクスダークだけだろう。

　俺がやるしかない。

「アデル、あんた自分の体が限界なのを忘れちゃいけないよ」

「分かってるよ。ここで無茶はしない」

　本番はイスベルを確実に奪還できるとき。

　今イスベルの近くにはサドールがいる。

　リュークもいるこの状況では、犠牲なしでの奪還は難しい。

　ここは撤退か敵を退けるかして乗り切らなければならない。

　俺は片手を背中に回し、ハンドサインでレオナに三人の回収を頼む。

　いざとなったときに、すぐさま逃げられる状況を作っておきたい。

「……っ」

　了承してくれた気配を感じ、俺は意識をリュークへと戻した。

　魔力の量自体はあまり前と変わっていない。

　ただ聖剣を手に入れたことで、戦闘中の魔力効率が跳ね上がっているのだ。

「エクスダーク、ちょっと力使うぞ」

『……仕方があるまい。相手が相手だから』

「無茶ができないよう、出力調整頼んだぞ」

『任された！』

　エクスダークに魔力を注ぎ込む。

　黒いオーラが吹き出し、俺に力を与えてくれる。

　それと同時に、体の節々に鈍い痛みが走った。

　ここまでガタが来てるのか……。

「ずいぶんと余裕がなさそうだね」

「そう見えるなら気のせいだ」

「まあ、試せば分かるよ」

　俺はエクスダークにさらに魔力を流し込み、大きく振りかぶった。

　リュークもセイヴァースを振りかぶる。

　どうやら考えていることは同じらしい。

「「飛剣！」」

　黒い飛剣と、白い飛剣がぶつかり合う。

　空を割るほどの衝撃が駆け抜け、周りに待機していた兵士たちが吹き飛んだ。

「鈍っているんじゃないか？　この程度じゃ僕は倒せない！」

「っ！」

　リュークはもう一度剣を振り、二つ目の飛剣を重ね合わせてくる。

　その瞬間俺の飛剣はかき消され、斬撃が俺へと向かってきた。

「くっ……！」

　かろうじてエクスダークで受け止めたが、抑えきれない。

　このまま勢いを殺すことはできないため、仕方なく空へと受け流して防ぐ。

　その隙を突くようにして、リュークが目の前まで迫っていた。

「残念だよ、アデル」

　リュークが放ったのは、神速の突きだった。

　彼のもっとも得意とする技で、全盛期の俺ですらこれを止めるのは至難の業であったことを覚えている。

　今の俺などでは以ての外。

　俺が認識できたのは、冷たい刃が体を貫いてからであった。










再挑戦する勇者




「ごほっ……」

　俺は自分の胸に深々と刺さったセイヴァースを眺めた。

　痛みというよりは、ただただ熱い。

　次に抑えきれない吐き気に襲われ、口から大量の血液を吐き出した。
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「勇者という立場を手放した時点で、君はもう僕には勝てない」

　リュークの腕に力がこもる。

　このままセイヴァースを捻りあげられてしまえば、俺の受けるダメージはもはや取り返しのつかないものとなるだろう。

「アデル！」

　レオナの叫びが聞こえた。

　次の瞬間、彼女がリュークへと飛びかかる姿が視界の端に映る。

「チッ」

　リュークは舌打ちとともに、俺からセイヴァースを抜く。

　再度、熱と吐き気が俺を襲った。

「吹き飛びな！」

　セイヴァースでレオナの飛び蹴りを防いだリュークだったが、勢いに押され大きく後退を余儀なくされる。

　朦朧とする意識の中でそれを眺めていた俺は、いつの間にか接近していたイレーラに抱えられる形で、戦線を離脱する。

「アデルさん！　ギダラ様、何とかなりませんか？」

「こりゃ嫌な位置に受けてしまったのう……待っとれ！」

　ギダラが俺の傷口に手を押し当てる。

　すると空間がぶれるような形でぼやけ、傷口を覆った。

「傷口を空間魔術で押しとどめた！　あとはポーションを口に流し込め！」

「はい！」

　イレーラは懐から傷を治すポーションを取り出すと、俺の口から流し込む。

　温度的なものとは違う温もりが体に染みわたり、胸元の傷の痛みを和らげてくれた。

「悪い……しくじった」

「今は喋らず回復に努めておれ。レオナ！　一度撤退するぞ！」

　不意を上手く突く形で時間を稼いでいたレオナは、その言葉を聞いた瞬間には俺たちのところまで離脱していた。

　顔には冷や汗が伝っており、どれほど意識を張り詰めていたかが分かる。

　歴戦の冒険者ですらこの様子、リュークがどれほど腕を上げているかがますます浮き彫りとなった。

「ちょこまかと動くことしか脳がないみたいだね！」

　俺たちのいる場所へ、リュークが飛剣を放つ。

　それを防いだのは、間に割り込んできたシルバーだった。

　シルバーは自身の絶対防御を使用して、飛剣を受け止める。

　相手が聖剣であろうが、彼の魔術は通用するらしい。

「……君、厄介だな」

「王だからな」

　イレーラが俺を背負い、全力で広場からの離脱を図る。

　それに続くようにして、ギダラとレオナ、そしてシルバーも退却を始めた。

「負け犬としては賢明な判断だな。アデル！　僕らは魔王城で待つ。君に抗う気がまだ残っているなら、いつでも歓迎しよう。だが、この女の処刑は明日だ。そのことをよく覚えておくがいい！」

　もはや不快とすら感じるリュークの声が、俺の耳を打った。

　薄れゆく意識の中、周りで仲間が兵士たちの壁を再び切り開くために戦っている音がする。

　自分も加勢しなければと動こうとするが、指先すら自由が効かない。

　必死に俺を呼ぶエクスダークの声を聞きながら、俺は完全に意識を失った。




◆　◆　◆




「……逃がしてよかったのですか？」

「うん？」

　広場に残ったサドールが、リュークに対して問いかける。

　リュークはその問を鼻で笑い飛ばし、口を開いた。

「本当はここで全員始末しようと思っていたんだけどね。でも、アデルがいるなら話は別だ。僕は彼に対していい感情がなくてね。彼には完膚なきまで絶望してほしいんだ」

　リュークの口角がゆっくりと吊り上がる。

　それは魔の者であるサドールすらも恐怖するような、冷徹な笑み。

　純粋な悪意とも呼べる感情を、サドールは感じ取っていた。

「そのためにはこの女が必要だ。まずはアデルが希望を持って僕の前に戻ってきた瞬間に、目の前で魔王を殺す。仲間も、ひとりずつ惨たらしく殺す。そしてひとりになったアデルを、最後にじわじわと殺すんだ」

「……まあ、計画に支障がないのであれば構いませんけど」

　サドールがそう口にした瞬間、その首に聖剣セイヴァースが添えられた。

　誰もリュークの動きを目でとらえることはできず、サドールの頬を冷や汗が伝う。

「君は黙って従っていればいいんだ。僕の計画に疑問を抱く仲間は必要ない」

「わ、分かりました……」

　セイヴァースが首から退けられた瞬間、サドールは息を吐いた。

　リュークはセイヴァースをしまい、広場へと背を向ける。

「さあ、戻ろうじゃないか！　僕らの城にさ」




◆　◆　◆




「……ん」

　俺は頬に落ちる水滴の感触で、目を覚ました。

　目を開けて辺りを見渡すと、ここがどこかの路地裏であることが分かる。

「起きたのう。気分はどうじゃ？」

「ギダラ……そうか、俺負けたんだっけ」

　体を起こすと、胸元に激痛が走った。

　胸元にはひとつの傷跡がある。

　これがリュークに貫かれた跡らしい。

「ポーションで血は止まっていますが、内部のダメージはまだ回復しきっていません。すぐに動くのは控えた方がいいかと」

「……分かった。ひとまず、助かったよ」

　そうみんなに言うが、誰の表情も晴れないことに気づく。

　深刻な表情の理由は当然理解しているが、この空気は何とも居心地が悪い。

「――――罠だぞ」

「っ」

　シルバーの声に、思わず言葉を詰まらせた。

「明らかにあの男はお前を待っている。一度負けた相手だ、もう一度戦えば殺される。分かっているのだろうな」

「……」

　胸を貫かれたときの、命を失う恐怖。

　それは決して拭えないものとして俺の中に残ってしまった。

　けど、それで終わってしまえば、俺はとっくの昔に死んでいた。

「行くよ。イスベルを助ける」

「……ならば付き合おう。家臣の問題は、私の問題だ」

「シルバー……」

　シルバーは寄りかかっていた壁から離れ、俺の正面に立つ。

　それに続くようにして、今度はレオナが声を上げた。

「ならあたしも付き合わなくっちゃね。アデルの問題はあたしの問題さ！」

「レオナまで……」

「あたしはあんたの強さに惚れてると同時に、生き様も好ましく思ってるんだ。良くも悪くも偽れないくらいに真っ直ぐで……支えてやりたいんだよ」

　そう言って、レオナは満面の笑みを浮かべた。

　こんなことを言われたのは、初めてかもしれない。

　そうか、俺には仲間と呼べる仲間がいなかったんだ。

　一緒に魔王と戦った三人も、俺の勇者の肩書についてきただけ。

　言い表せなかった孤独感は、そこにあったんだ。

「二人とも……助かる。ありがとう」

「ふん」

「お安い御用さ。絶対、生きて帰るからね。あの子も連れて！」

「ああ、その通りだ」

　この二人なら、俺は心の底から信頼できる。

　そう確信できた。

「ごほんっ。取り込み中悪いが、ワシらを忘れておらんか？」

「私たちはアデルさんの真の仲間とはなれないかもしれませんが……目的は同じです」

「あやつらの好きにさせるわけにはいかぬからのう。最後まで協力させてもらうぞい」

　ギダラとイレーラの言葉に、安心感は膨れ上がる。

「――分かった。よし、行くぞ」

　期限は一日。

　俺たちはイスベルを奪還し国を取り戻すため、準備を進めることにした。










突撃する勇者たち




　俺たちは作戦を立てるため、路地裏に張ったギダラの結界の中にいた。

　これは空間魔術によってできたもので、外からの視線、音、雨風などを防いでくれる。

　魔術回路が限界を迎えているギダラでも、この程度の魔術ならば息をするように扱えるらしい。

　さすがは長年魔王軍を支えてきた男だ。

「作戦を考える……といっても、正直練るようなものはないのう」

「というと？」

「まず相手側の状況がよく読めない。現在魔王城に残っている兵士たちの数ならある程度分かるが、その他混じった異物たちの存在が不明すぎる」

　俺の問いに、ギダラはそう返す。

　確かにリュークがいたことから、まだいくつか異物がいる可能性は高い。

　そうなると対策しようがないというのも頷ける。

「魔王城の構造から侵入経路を考えるのはどうでしょう？　戦力が不明な以上、地形で有利を取ればある程度状況が改善できるかと」

「それはその通りじゃな。お主ら、今から城の大まかな構造を伝えるから、この場で頭に叩き込め」

　俺たちが頷くと、ギダラは空間魔術を駆使して簡単な見取り図を空中に作成する。

　一度入ったことがあるとはいえ、こうして見てみるとずいぶんとでかい。

「こう見ると高層の王の間まではずいぶんあるように見えるが、下層はほとんど兵士の居住区じゃ。ここは難なく突破できるじゃろうが、問題は――――」

「ここだろ？」

　俺は魔王城の中間層を指さす。

「お主はここに攻め入っているからのう。その通りじゃ。ここは侵入者対策として、罠とまではいかずとも守る側に有利な造りになっておる。当然向こうもここを利用して守りに入るじゃろう」

「でも守るだけじゃあたしらを殺せないだろう？　時間稼ぎをしたところで……」

「この戦いのリミットは、大衆の前でイスベルが処刑されるまでじゃ。処刑されてしまえば、我々がいくらサドールどもが悪だと訴えても聞き入ってはもらえないじゃろう」

「……なるほどね。口をはさんで悪かったよ」

「構わんよ。これで具体的な目的がはっきりしたからのう」

「なんとか連中をのして、あの子がもう一度だけ実権を取り戻す状況を作ればいいんだね」

「そういうことじゃ。そうすれば他の部隊長が戻ってくる頃には、事態が収まっていることじゃろう」

　そういいながら、ギダラは最上階を指さす。

「今や一国の王座に手が届きそうなサドールの性格上、やつはここにいるじゃろう。問題はイスベルの場所じゃが……」

「ギダラ様、地下牢はどうでしょうか？」

「……うむ、イレーラの言う通り可能性としてはもっとも高いのう。少なくとも明日までは閉じ込められていると思われる」

　サドールを倒しつつイスベルを奪還するには、上にも下にも行かなければならないということか。

　やつの近くにはリュークもいるだろうし、まずは上から潰さなければならないだろう。

「ん……いや」

「どうしたのだ、勇者」

「二手に分かれるのはどうだ？　上と下でさ」

「ふむ、その心は？」

「俺たちに余裕がないのは、イスベルの処刑の日が決まっているからだ。それなら彼女を先に確保できたなら、最悪他の魔王軍が帰ってくるのを待つことができる」

「なるほどのう。上へ向かう連中は救出までの時間稼ぎってところじゃな」

「そういうことになる。あとはメンツ分けだけど――」

　俺がそう言いながら皆を見渡すと、イレーラが手を挙げた。

「それなら私が最適かと。レオナには劣りますが機動力には自信がありますし、城の構造にもそれなりに詳しいです」

「分かった。じゃあ救出の方はイレーラに任せる。あとのメンツは極力上階の方で騒ぎを起こそう。そうすればイレーラもかなり動きやすくなるはずだ」

　俺の言葉に、この場にいる全員が頷く。

　満場一致で間違いなさそうだ。

「最後に言っておきたいんだけど……リュークに出会ったら相手をせずに逃げろ。こんな風に言いたくはないけど、この場にいる者じゃ今のあいつには勝てない。最低でも二人以上いる状態であれば、時間稼ぎ程度はできると思う。その間に退却して、態勢を立て直そう」

　シルバーとレオナは少々不満そうだが、一応は頷いてくれた。

　ギダラとイレーラは聖剣の恐ろしさがよく分かっているためか、素直に頷いてくれる。

「よし――――じゃあ、行くぞ」




◆　◆　◆




「貴様ら！　止まれ！」

　魔王城の入り口にある巨大な門。

　それを守る魔族の兵士たちが、俺たちの前に立ちはだかる。

「退きな！」

「退きなさい！」

　それを、先頭を行くレオナとイレーラがまとめて吹き飛ばす。

　もちろん加減はしているため、殺しはしない。

　あくまで彼らは逆らえないだけだ。

「くっ！　だがこの門を破壊する術は――」

　兵士のまだ余裕のある声が耳を打つ。

　その声を他所に、俺はエクスダークを抜き放った。

「やるぞ！」

『任せよ！』

　俺はレオナとイレーラの前に飛び出し、大きくエクスダークを振りかぶる。

　込める魔力は決して多くない。

　しかし加減を考えていない今ならば――。

「黒こつ剣けん！」

　漆黒の剣が、いとも簡単に巨大な門の扉を切り裂く。

　周囲の石壁ごと真横に切断された扉は、轟ごう音おんとともに崩れ去った。

「もはや騒ぎなど気にしておれぬ！　派手に暴れるぞい！」

「サドール様のところへは行かせるな！」

　俺たちが城の中へと飛び込むと、多くの兵士たちが待ち構えていた。

　これで手加減しつつでは上るのも難しい。

「ここは私が引き受けよう。貴様らはさっさと上階へ向かうがいい」

「シルバー……分かった。任せたぞ！」

　倒さず倒されず。

　それにもっとも適しているのは、シルバーしかいない。

　俺たちは正面にある階段まで駆け抜け、振り返らずに駆け上がる。

「追え！」

「追わせないがな」

　追ってこようとした兵士たちの足が止まる。

　これでひとまず後ろからの脅威がなくなった。

「イレーラは上手く潜り込めたかな」

　どさくさに紛れて地下へと向かったイレーラ。

　まだ気づかれていないだろうけど――少し心配だ。

「大丈夫じゃろう。それよりも、儂わしらは目の前のことじゃ」

「ああ、そうだな。とんでもない魔力量のやつがこの上にいることだし……」

　俺たちは道を見据え、ただ走る。

　目指すは上層、サドールたちがいるであろう場所だ。










人形と獣神




「邪魔だよ！」

　レオナの拳が、正面から詰めてきた兵士たちを吹き飛ばす。

　ひたすら階段を上っているため、足場はかなり悪い。

　こんな状況でも上手く立ち回れているのは、機動力に長けたレオナのおかげだろう。

「もうすぐ中層じゃ！　警戒を怠るなよ！」

「分かってる！」

　階段を上りきると、正面には廊下が延びていた。

　その奥に見えるのは、巨大な石の扉。

　魔族の中には人の何倍も大きな体を持つ者もいるため、これだけのサイズ感が必要らしい。

「ぶち抜くよ！　いいね？」

「やむを得まい！　やってくれ！」

　レオナが一気に加速する。

　勢いをそのままに、レオナは扉に拳を叩きつけた。

　石の砕ける音とともに、俺たちは扉の先へ転がり込む。

「ここは……」

　そこはただただ広い部屋だった。

　天井はどうやっても届きそうにないほど高く、はるか遠くに上へと続いているであろう階段が見えるのみである。

「おかしい……」

「どうした、ギダラ」

　ギダラは辺りを見渡し、警戒心を露わにした声で言う。

「ここは隊長格が戦いやすいように、人によって地形や風景が変わる部屋じゃ。場合によっては何階層にも分かれることもある」

「……どう見ても吹き抜けだが」

「それがおかしいんじゃ。ここの天井がこれほど高くなっているのを見るのは、数十年ぶりじゃからな」

「でもそれって、逆に言えばここには誰もいないってことじゃ――――いや」

「うむ……いるのう」

　俺たちは風を切る音を耳で捉えた瞬間、この場から跳ぶようにして離れる。

　視界を巡らせれば、さっきまで立っていた場所に二つの人影があった。

　彼らは確か、サドールの部下のパレットとキャンパスと呼ばれている男女。

「サドール様の言った通り、本当に来たね、キャンパス」

「ですわね、兄さま」

「来たからには殺さないとね」

「ですわね。殺してしまいましょう」

　二人は両手に剣を出現させると、その手をだらりと垂れ下げながら迫ってくる。

　この二人はそこらの兵士とは格が違う。

　しかし、こいつらではない…………。

　俺の感じた馬鹿でかい魔力は、ここよりもさらに上にある。

　隠す気すらない圧倒的力。

　ここで激しく消耗してしまえば、俺たちはすぐさま蹂躙されてしまうだろう。

　ならば、この二人を誰かが受け持つ必要がある。

「アデル、多分あんたの考えてることはあたしと一致してるよ」

「そうか……じゃあ――」

「あたしが残るよ」

　レオナはそう言うと、俺たちを守るようにして前に出る。

「あんたが頼むまでもない。こいつらを早々に片づけて、後から追いつけるのはあたししかいないでしょ？」

「……その通りだ」

「じゃあ任せな。その代わり、上での時間稼ぎ頼んだよ」

　俺とギダラは頷き、部屋の奥にある階段まで駆け出す。

「逃げようとしているわ、兄さま」

「行かせちゃ駄目だよ、キャンパス。ちゃんと殺さなきゃ」

「っ！」

　想像以上に瞬発力がある。

　駆け出した俺たちの背後に一瞬にして迫ると、パレットとキャンパスは剣を突き出してきた。

「やらせはしないっての！」

　そんな二人の攻撃を、さらに速い動きでレオナが弾く。

　その勢いのまま飛び去ったパレットとキャンパスは、警戒心をさらに強めた顔でレオナを睨みつけた。

「さっさと行きな！」

「ああ！」

　俺とギダラは、なんとか階段にたどり着き、そのまま駆け上がる。

　もうパレットとキャンパスが追ってくることはなかった。




◆　◆　◆




「さて、やろうか」

　二人を見送ったレオナは、改めてパレットとキャンパスに向き合った。

「兄さま、この獣は私たちを倒す気みたいですわ」

「身の程知らずだね。どのみちさっさと殺さないと、残りの虫を殺す時間がなくなってしまうから、さっさと殺そう」

「分かりましたわ、兄さま」

　剣を構えなおした二人は、再び少しずつレオナとの距離を縮めてくる。

　その動きは隙だらけに見えるが、レオナには別の形で見えていた。

（隙だらけではあるけど……ようは攻めつつ受けの姿勢ってことさね）

　二人には高い瞬発力がある。

　つまり下手に仕掛ければ、瞬時にカウンターを食らう図ということだ。

　仮に片方を一撃で仕留めることができたとしても、もう片方が同じく一撃でレオナを倒すことになる。

　これでは仕掛ける意味がない。

「攻めてこないわ、兄さま」

「獣のくせに馬鹿じゃないんだね。じゃあ仕方ない、こっちから行こう」

「そうね、兄さま」

　迂闊に攻めてこないレオナにしびれを切らしたのか、パレットとキャンパスは同時に飛び掛かってくる。

　それを見て、レオナはにやりと笑った。

「迂闊なのはあんたらだよ」

　レオナが、パレットとキャンパスの視界から消える。

　何が起きたか分かっていない二人のうち、パレットの体に衝撃が走った。

「かっ……」

「まずは一人っと」

　パレットの真下から、突き上げる形でレオナの拳が胴に突き刺さっている。

　レオナは飛び掛かってくる二人に対して、あえて高速で真下に潜り込んだ。

　そのせいで二人は一瞬彼女の姿を見失い、パレットに関してはこうして重い一撃を受けてしまったのである。

「兄さま！」

「一人になっちまったあんたなら、もう怖くはないね！」

　怒りの形相になったキャンパスが、レオナに向かって飛びかかる。

　しかし、現時点で速度で勝る彼女に怖いものはない。

　キャンパスの一撃を軽々とかわし、その体に拳を叩き込む。

　あばら骨の砕ける感触が、レオナの腕を伝った。

　軽く吹き飛び同じところに転がった二人に対し、レオナは口を開く。

「命まで奪うつもりはないけど、これ以上やるなら二度と歩けない程度には壊すよ。どうだいあんたら、降参しないかい？」

　レオナは二人に問いかける。

　彼らが負っているダメージは、与えた本人である彼女が一番よく分かっていた。

　両者ともあばら骨が粉砕され、内臓に大きな損害を被っている。

　魔族の頑丈さで生きながらえてはいるが、仮に人間がこのダメージを負っていれば絶命は免れないはずだ。

「――ふふふ」

「あ？」

　そうして問いかけたレオナを、二人の魔族は心底おかしいといった様子で笑った。

「僕らが降参？　僕らが降参だって！」

「おかしいわ、兄さま！　この獣は何を言っているのかしら！」

　レオナの眼前では、奇妙なことが起こっていた。

　瀕ひん死しの重傷を与えたはずの二人の魔族は、体を震わせながら立ち上がろうとしている。

　その動きはまるで糸に吊るされた人形のよう。

　生物とは思えないほどの不気味さと、脳内を犯しつくしかねない狂気が彼らには含まれていた。

「……あんたら、何者だい？」

「僕らは人形さ。サドール様の忠実な人形」

「いくら壊したって無駄よ。無駄なのよ。あなたが壊れない限り、私たちは止まらない」

　二人はカクカクと気持ちの悪い動きをしながら、再びレオナへと迫る。

「チッ……面倒くさいことになったね！」

　奇妙な人形との第二ラウンドが、今始まった。










恐怖する人形




（本当に厄介な相手と当たったもんだ！）

　レオナはパレットとキャンパスの攻撃を、かなり大袈裟な動きでかわしていた。

　スピードでは圧倒的に勝っているはずなのにこれだけの無駄な動きを強いられているのには、理由がある。

「きゃははは！」

「おっと！」

　キャンパスの攻撃をかわした際、彼女の関節が突然本来曲がらない方向へと曲がった。

　そのせいで剣の軌道が変わり、レオナの頬に傷をつける。

　レオナが先ほどから大きくかわさざるを得ない理由は、これだ。

　自らのことを人形というだけのことはあり、彼らの動きは人の域を大きく外れている。

　とうに関節など砕けているはずなのに、むしろそれを利用して攻撃を仕掛けてくるのだ。

　歴戦の冒険者であるレオナでも、この手の相手は初めてである。

「いい加減に――――しろ！」

　パレットの方の攻撃をかわした次の瞬間、レオナはたった今繰り出された腕を掴み、膝を叩きつけて破壊した。

（関節でもない部分なら、さすがに使えなくなるでしょ！）

　破壊し、即座に離脱する。

　二人の間合いから外れたレオナは、ひとまず呼吸を整えた。

「腕が折れてしまったよ、キャンパス」

「あらま、大変ですわ兄さま。これではダンスも踊れません」

「それは大変だ。でも剣は握れるから大丈夫かな？」

「きっと大丈夫ですわ、兄さま。そうだ！　あの獣の腕を切り落として、交換してしまいましょう！」

「いい考えだねキャンパス。ちょっと獣臭くなっちゃうけど、そのうち慣れるよね」

　パレットとキャンパスの支離滅裂な会話に、レオナは頭がおかしくなりそうだった。

　実力では決して劣っていない。

　むしろ一対二ですら負ける気はしない。

　だというのに、その動き、その言動に含まれる底知れぬ狂気がレオナを委縮させる。

　心なしか、レオナ自身の動きはいつもより悪い。

　さらに――――。

「っ……あれ」

　突然のことであった。

　レオナは耐え難い倦怠感と息苦しさを覚え、思わず膝をつく。
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　手足が妙に痺れ、立ち上がるのも一苦労であった。

「あ、やっと効いてきたね、キャンパス」

「そうですわね、兄さま。しぶとい獣だったわ」

「何を……した……？」

　ゆっくりと近づいてくる二人は、気味の悪い微笑を浮かべていた。

「僕らの剣には色んな毒が塗ってあるんだ」

「深く刺せなくても、何度か掠っただけで神経麻痺、発熱、出血、眩暈などを引き起こすわ。もうあなたはまともに戦えないと思うのだけれど」

「チッ……心底厄介な子たちだねぇ」

　そう口にした直後に、レオナはせき込むと同時に血を吐いた。

　真っ直ぐ立てないほどの眩暈がし、視界がゆがむ。

「あはっ！　ふらふらですわ、兄さま！」

「そうだね、キャンパス。あと一息だ」

　二人は剣を揺らめかせ、レオナに迫る。

　レオナは何とか二人から離れようとするが、足がもつれて動けない。

　いくら二人が狂気を孕んでいても、そこを逃すほど甘い存在ではなかった。

「きゃはは！」

「くっ……」

　かろうじてキャンパスの攻撃をかわすが、かわした先に追うように振り抜かれたパレットの一撃まではかわせない。

　脇腹へと伸びてきた刃が、深めに肉を抉った。

　レオナの顔が苦痛にゆがむ。

「ははっ！　当たった！　当たった！」

　力を振り絞って二人からさらに離れたレオナであったが、着地の衝撃に耐えられず床を転がった。

　もはや呼吸ができているかどうかすら、意識しなければ分からない。

「はぁ……はぁ……参ったねほんと……このままじゃあたしの負けだ」

「降参する？　する？　しても殺すけど」

　狂気的な表情で、二人は甲かん高だかい声で笑う。

　そんな声を無視して、レオナは自分の胸を拳で強く叩いた。

「獣神の鼓動ビーストビート」

　彼女の心臓が跳ね上がる。

　血流を加速させ、身体能力を一気に向上させる技だ。

　しかし血流が加速するということは、同時に毒の回りも加速するということになる。

（身体能力が向上してるから、何とか動けそうだけど……持って四分かな）

　いつもならば十分はこの状態で活動できるはずが、今の体力では精々半分以下といったところ。

　それが終わってしまえば、待っているのは地獄の苦しみだ。

　残りの時間で片を付けることができなければ、レオナは確実に殺されるだろう。

「悪あがきですわね、兄さま」

「そうだね。そろそろサドール様に怒られてしまうかもしれないから、もう殺してしまおうか」

「それがいいですわ！　もう殺してしまいましょう！」

　パレットとキャンパスは畳みかけるために、時間差でレオナへと飛びかかった。

　――――この行動が、彼らの敗因である。

　レオナの能力が上がっていることに気づきつつも、それを軽視したこと。

　そして待てば勝てるという状況で、攻めてしまったこと。

　彼らは、最後の最後で間違えたのだ。

「えっ――――」

　まず、キャンパスの視界の中から突然パレットの姿が消えた。

　かろうじて捉えられたのは、何かを追うようにしてレオナの姿も消えたということだけ。

「バラバラに攻めてきてくれて、ありがとうね」

　レオナは、パレットを真横に蹴り飛ばしていた。

　いまだ理解が追い付いていない彼に素早く距離を詰めたレオナは、転がるパレットの頭を鷲わし掴づかむ。

「あんたが間抜けで、本当によかった」

「やっ――――」

　初めて、パレットの顔が恐怖にゆがんだ。

　パレットの頭蓋骨がきしむ音が聞こえ、それをかき消すようにしてレオナの雄叫びが響く。

「おぉぉぉぉ！」

　レオナはパレットの頭を、力任せに床に叩きつけた。

　石の床が派手に砕け、パレットの脳漿が飛び散る。

　しかしそれでも、床に伏したままパレットは剣を振ってきた。

　脳は潰されているはずなのに、なお動いているのだ。

「さすがは人形というだけあるね」

　視界がない状態で今のレオナに攻撃したところで、当たるはずもなかった。

　空振りした剣を持つ腕を、レオナは手刀で無理矢理切断する。

　そのまま瞬く間に三度拳を繰り出し、パレットの残った四肢をすべて破壊した。

「脳を潰しても動くなら、もう完全に破壊するしかないさね」

　最後に背骨を破壊するように拳を叩きつけると、しばしの痙攣の後パレットは動かなくなった。

「兄さま！　兄さまァ！」

「次はあんただよ」

「よくも！　よくも！　この獣め！」

　キャンパスは金切り声を上げながら、レオナに飛び掛かる。

　それをレオナは悲しげに見つめていた。

「まだ二分も経っていないんだけどね……」

　レオナは片足を高く上げる。

　それは無慈悲なる獣神の鉄槌。

　眼前へと迫ったキャンパスに、鉄槌は下される。

「――獣神脚・神罰！」

　レオナの渾身のかかと落としは、キャンパスの脳天にめり込んだ。

　勢いはそのままにして、キャンパスの頭を床へと叩きつける。

　魔王城が揺れるほどの衝撃が走り、パレットと同じようにキャンパスの頭は木っ端微塵に破壊された。

「本当に、つまらない相手だったよ」

　レオナは表情の抜けきった顔で、キャンパスを見下ろす。

　しばらく、彼女が人形の体を破壊する音だけが部屋に響いていた。










いとも簡単な結末




「あの娘は大丈夫かのう」

「大丈夫さ。レオナは強い。いつでも奥の手を隠してるし、全盛期の俺でも相手にしたくないくらいだからな」

「それは頼もしいことだ」

　俺たちは階段を振り返らずに駆け上っていく。

　すでに下から戦闘の音が聞こえてくることから、かなり激しくぶつかり合っていることが窺えた。

「それにしても、この階段はずいぶん長いな」

「本来何フロア分もある階段じゃからな。守りに入れる隊長格の数だけ階層があるんじゃが、それが今は吹き抜け状態じゃ」

「……気が遠くなるな」

「そう言うな。もうすぐ階段を上りきるはずじゃ」

「この先はもう魔王の間なのか？」

「いや、ここを突破してきた敵を迎撃する最後の砦として、戦闘に適した長い廊下がある。お主も一度は通ったじゃろ」

「あれか」

　ここ一年以内の記憶なのに、これだけ形状変化した内装のせいで印象が薄かった。

　確かこの先にいた最後の門番は、三番隊隊長だったような気がする。

「ほれ、もうすぐ廊下じゃ！」

「っ！」

　駆け上がった先。

　最後の段差を越えた瞬間に、俺は背筋に寒気が走るほどの魔力を感じた。

　そう、これは下のフロアでもずっと感じていたもの。

「あら、ようやく来ましたわね。侵入者ども」

「うへー、待ちくたびれちゃったよ」

「あまりだらしない格好をしないの！　これから彼らをおもてなししなければならないのですわよ？　聞いてまして！　オレンジ！」

「もー、うるさいなぁヴァイオレットは。分かってるよ、ロイ様の命令だし」

「分かっているのであれば構いませんわ」

　紫色のローブの女と、オレンジ色のローブの少年。

　強大な魔力の正体はこの二人で間違いない。

　虹の協会、やはりかかわってきたか。

「貴様ら……何者じゃ」

「私たちはリューク・ロイ様に付き従う色の七賢者が一人、ヴァイオレットと申します」

「同じくー、オレンジだよ」

「人間側の刺客か……厄介じゃな」

　二人の魔力量は、今まで出会った色の七賢者とやらとは比較にならないほどに膨大であった。

　今の俺や魔王の心臓を持っていない状態のイスベルでは、勝てるかどうかすら怪しい。

「ギダラ、ここは何とか協力して――」

「いや、お主は先に行け。ここはワシが受け持とう」

「え、いや……あんた、連中の力が分からないわけじゃないだろ？」

　いくら魔術を極めたギダラであっても、その言葉がどれだけ苦しいことを言っているか理解しているはずだ。

　協力して戦って五分五分の戦闘なのに、一人で戦えば逃げ切れるかどうかすらも怪しい。

「何を言っとるんじゃお主は。この上にはもっと危険な輩やからがおるんじゃぞ？　ここを二人で切り抜けたところで、そやつらにはまず勝てん。蹂躙されるのがオチじゃ」

「それでも――」

「忘れるでない。ワシらの一番の目的は、イスベルの奪還じゃ。時間稼ぎさえできれば良い。こいつらの登場は予想外なのだから、臨機応変に対処せねばな」

　そう言いながら、ギダラは俺の前へ出る。

「あら、老人一人で私たちを相手するの？」

「若いのが相手できずに悪いのう。じゃが、まだまだ若いのには負ける気はせんよ」

「頑張りますわね。でも、ロイ様から誰も通すなと言われてますの」

　ヴァイオレットとオレンジが戦闘態勢に入る。

　とぼけた表情からは想像もできないほどの威圧感が襲ってきて、俺の足を一瞬だけ竦すくませた。

「勇者よ、ワシが一時だけ連中の動きを止める」

「っ！」

「その隙に駆け抜けろ。お主の全力なら、それだけの時間で十分じゃろ」

「……止めても無駄みたいだな」

「当たり前じゃ。それに、ワシだって逃げる手の一つくらいは考えておるよ」

「分かった――――任せたぞ」

　俺は足に魔力を通すようにして、強化を施す。

　いつもより多く魔力を使ってしまっても、この際仕方がない。

　ここを駆け抜けることが第一だ。

「すまぬが、こちらにも目的がある。通させてもらうぞ！　空間固定！」

「むっ！」

　ヴァイオレットとオレンジの体の周りを、まるでガラスのような板が囲む。

　瞬く間に長方形の箱となったその檻は、ほんの数秒にも満たない間ではあるものの、二人の動きを完全といっていいほどに阻害した。

「この程度で私たちの動きを止めたつもりですか？　こんなもの、少し力を込めれば――」

「こんなもので止められたなどと思っておらんよ。じゃが、一瞬あれば十分じゃ」

「チッ」

「行け！　勇者よ！」

　ヴァイオレットが舌打ちした瞬間には、俺は床を蹴っていた。

　床が爆ぜ、俺は強烈な推進力を得て廊下の先にある扉へと向かう。

　ギダラのおかげで、俺は誰にも止められることなく扉の向こうへと転がり込んだ。




◆　◆　◆




「……突破したか」

「あ～あ、やられたねぇ」

「はぁ……仕方ありませんわ」

　廊下に残ったギダラ、そしてヴァイオレットとオレンジの間には、常人では呼吸することが困難になりそうなほどの緊張感が流れていた。

「あとでロイ様に叱られてしまうかも」

「やだなぁ。ヴァイオレットと違って僕は怒られるの嫌いだし」

「私だって叱られることが好きなわけではないですわ！　ただ、ロイ様の底冷えするような冷たい声に興奮するだけよ」

「へ～ん～た～い」

「あのお爺様より先に、あなたから始末してあげましょうか？」

「冗談だって～」

　へらへらと笑うオレンジに対し、ヴァイオレットはため息をつく。

　そんな様子を見て、ギダラは冷や汗を一筋流した。

（こやつら……これだけふざけておっても隙がないのう）

　ギダラの長年の経験が、どこから攻撃したとしても手痛い反撃を受けるだろうと訴えていた。

　全盛期のギダラであれば二人を相手にしたところで上手く立ち回れただろうが、今の彼ではそれも難しい。

　損傷の激しい魔力回路。

　ずいぶんと減ってしまった総魔力量。

　リスクの方が高くなってしまった魔術たち。

　もはや人間並みへと衰えてしまった身体能力。

　これでは勝てる戦いも勝てない。

（――やるしかないのう。やつに逃げる手があるとまで言ってしまったからには！）

　ギダラは杖を構えなおし、二人を見据える。

　彼の数百年の人生の中、負け戦を乗り越えたことなどそう珍しいことではない。

「あら、やる気ですわね」

「はぁ、めんどうくさいね」

「そう思うならさっさと終わらせましょう。あの勇者がいないのであれば、この戦いも不毛ですわ」

「そっか。じゃあ殺そう」

「ええ、そうしましょう」




　――ギダラは、決して油断していたわけではない。




　神経を研ぎ澄ませ、寿命がさらに削れてしまいそうなほど集中していても、彼の目では二人の動きをとらえることができなかった。

「あなた一人を殺すことなど、簡単なことなのですから」

「っ！」

　後ろから声がするまで、彼は気づくことすらできなかった。

　反射的に振り返ったギダラは、自分の胸を貫くヴァイオレットの腕を呆然と眺める。

「ほら、簡単でしょう？」

　ヴァイオレットの腕が引き抜かれる。

　急速に失われていく自分の熱を感じながら、ギダラはゆっくりと床に伏した。










騎士と魔剣士




「っ！」

　扉をぶち破り魔王の間へと転がり込んだ俺は、体勢を立て直しエクスダークを構えた。

　目の前には一人の男がいる。

「よくぞ参りました、あわれな侵入者さん」

「……サドール、だったな」

「そういうあなたは、勇者アデルですね」

　玉座に我が物顔で座っていたサドールは、薄気味悪い笑みを浮かべたままゆっくりと立ち上がる。

「仲間たちを犠牲にしてたどり着いたところ申し訳ありませんが、ここにリュークはいませんよ」

「……」

　言われてみれば、確かにこの部屋にリュークの姿はない。

　セイヴァースの気配すら存在しないことから、サドールの言っていることは正しいようだ。

「だったら……あいつはどこ行った」

「今頃、地下へ向かったお仲間の相手をしているんじゃないでしょうか。あなたたちが地下へ向かうことは想定内ですからね。我々としても牢屋前を手薄にしないため、リューク殿直々に看守として動いてもらっているんですよ」

「っ！」

　サドールは相変わらずのにやけ面でそう言い放つ。

「いやぁ、どなたが地下へ回ったかまでは分かりませんが、気の毒なことです。聖剣を持った彼には、もはや誰であろうと勝ち目はない」

「くそッ！」

　俺は自分の背筋に走る嫌な予感に動かされ、踵きびすを返す。

　しかし、ぶち破ったはずの扉はいつの間にか元に戻っており、俺の行く手を阻んでいた。

「無駄ですよ。ここには敵の侵入を許した際、万が一にも取り逃さないためのシステムがあります。あなたであれば破ることはできるでしょうが……それは何も障害がなければ、の話です」

「ッ？」




　視界の端に、何かのきらめきをとらえた。

　俺がとっさに頭を下げると、その頭上を何かが通過する。

　直後、俺の真後ろの壁に亀裂が入った。

「残念ながら、私があなたの相手をしましょう。お仲間が蹂躙されるまで、私と遊びましょうか」

「ふざけるな……ッ！」

　俺はエクスダークを構え、サドールへと飛びかかる。

　何としても、目の前のこいつを今すぐに倒さねばならない。

（イレーラ……！　頼むから無事でいてくれ！）




◆　◆　◆




　時は少し遡る――。

「……私たちは完全に掌の上ということですか」

「さて、どうだろうね。今回はたまたま予想が当たっただけという可能性もあるよ」

　イレーラが向かった先は、地下の牢屋。

　その牢屋へと続く廊下の真ん中に、その男、リュークは立っていた。

「逃げる？　今なら一瞬目をつむってあげてもいいけど」

「冗談はやめてください」

　イレーラは即座に剣を抜き、リュークへ突きつける。
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「ここであなたを倒してしまえば、アデルさんの負担が軽くなります。私は逃げません」

「……強い女性は嫌いではないけど、僕はそういう女性を屈服させる方がもっと好きなんだ」

　リュークも聖剣セイヴァースを抜き、自然体で構えた。

　廊下はリューク側とイレーラ側に延びている以外に横道はなく、他に部屋もない。

　逃走経路はイレーラの後ろにあるが、ひとたび飛剣でも放たれようものなら受け止める以外に防ぎようがないということだ。

（勝ち目が薄いことは分かっていますが……ここで逃げてみすみす殺されるよりは、わずかな希望にかけて時間を稼いだ方がいい）

　一時深く息を吸い、その後は浅い小さな呼吸へと切り替える。

　こうしておくことで、息を吸う際の隙を減らすことができるのだ。

　些細な変化ではあるものの、これほどまでに神経を尖らせていなければ一瞬で殺される。

　それほどの脅威が、目の前の男にはあるのだ。

「来ないのかい？　なら、仕掛けさせてもらおう！」

「……！」

　リュークが地を蹴り、イレーラに肉薄する。

　その速度はまさしく神速。

　力技で押せない分技を磨いたイレーラは、敵の攻撃に瞬時に反応するための反射神経を持っている。

　しかし、それだけの反射神経を持ってしても、彼の一撃を止めたのは奇跡に等しかった。

「へぇ、よく止めたね」

「くっ……」

　廊下に金属音が響き渡る。

　かろうじて、イレーラはリュークの一撃を防いでいた。

　あと一瞬判断が遅れていれば、彼女は周囲に臓物をまき散らしていたことだろう。

「じゃあ、もう少し遊ぼうか！」

「っ！　舐めるな！」

　イレーラは捻り上げるようにして剣を返すと、そのままリュークへと刃を走らせる。

「おっと」

　それも易々と受け止められ、イレーラは小さく息を漏らした。

　技のキレでは、彼女は一切負けていない。

　圧倒的な差を生み出しているのは、やはり聖剣セイヴァースの存在。

　この剣がリュークの身体能力を底上げし、素の実力を跳ね上げているのだ。

　元々実力者である彼がこの剣を持っている時点で、もはやほとんどの者に勝ち目はない。

（それがどうしたっていうんですか……！）

　勝ち目がないからといって、今のイレーラに残された選択肢に逃走はない。

　彼を倒さない限り、彼女に生はないのだ。

「魔流剣術・斬の段！　竜爪！」

　イレーラの剣がぶれる。

　その攻撃は、フェイントを含めた連なる四度の斬撃。

　体ごと翻して仕掛けたため、ガードとは完全に反対側に斬撃が吸い込まれる。

「むっ」

　確実に隙をついたはずの攻撃。

　それでも反応するのが、このリュークという男。

　手首を返して、イレーラの斬撃を受け止める。

　ただ、彼女の斬撃は速いだけではなかった。

「はぁぁぁぁ！」

　リュークがまず抱いた感情は驚きだった。

　竜爪は、そのままの意味で竜の一撃に等しい威力を持つ。

　正面から受け止めたのであればともかく、とっさに受け止めた程度ではどうなるか――――。

「かっ……！」

　まるで巨大な鉄球にぶつかったかのように、リュークの体は真横から壁に叩きつけられた。

　壁にヒビが入るほどの衝撃に、リュークは肺の中の空気をすべて吐き出す。

（仕留めるなら今！）

　ガードの上からでもこれほどの威力を発揮する攻撃。

　多少なりとも、そのデメリットとしてイレーラの腕には負担がかかっていた。

　筋肉の痛みと、わずかな痺れ。

　それを無視して、イレーラは追撃を仕掛ける。

　剣先がリュークへと向かい、そのまま喉を切り裂く――かと思われたそのとき。

　イレーラの視界を、一杯の閃光が埋め尽くした。










元・勇者と魔剣士




「ぐっ……かはっ」

「ふぅ、少し油断してしまったかな」

　イレーラは、自身が下りてきた階段付近まで吹き飛ばされていた。

　全身を鉄球に打ち付けられたような衝撃であったため、彼女の体はもはや痛まない箇所がないというほどに深刻なダメージを受けている。

　なんとか体を起こそうとするが、剣を支えにしなければすぐに膝をついてしまうだろう。

「聖剣セイヴァースには、主人に危機が迫ったときにその身を助ける力も備わっている。迂闊に近づけば、ほらこの通りだ」

　イレーラを襲ったのは、光の魔力の衝撃波。

　それは直接的にダメージを与えるというよりは、敵を遠ざけたり攻撃を弾く目的がある。

　ただし間近で受けてしまえば、その限りではない。

　イレーラがこれほどダメージを受けているのは、剣先が届くほどの至近距離にいたからである。

「さて、君を殺してしまうのは簡単だけれど、どうせならアデルの前で殺したい。というわけで、まずは君を拘束させてもらおう」

「くっ……」

　リュークがゆっくりとイレーラに近づいていく。

　イレーラは近づいてくるリュークの姿を見ながら、自分の運命を悟り目を閉じた――――というわけではない。

　彼女が目を閉じたのは、自分の思惑を悟られないため。

　リュークは気づいていなかった。

　イレーラの足には、強く地を蹴るための力がため込まれ始めているということに。

「さあ、今はゆっくり寝てもらおう――」

「――それはできません」

　床が爆ぜた。

　リュークの横を何かが駆け抜ける。

　それはほかでもない、イレーラ本人。

　魔流剣術・受けの段、静竜。

　静かに、自らが動く瞬間を待ち続ける竜がごとく。

　まるで無力であるという体を装い、敵の完全なる隙を突く技だ。

　この技は、手負いであればあるほど練度が上がる。

　イレーラが瀕ひん死しであったからこそ、リュークは隙を見せたのだ。

「貴様っ！」

　しかし、イレーラはこの技を使ってリュークを倒そうとしたわけではない。

　攻撃を仕掛ければ、再びセイヴァースがイレーラを弾き飛ばすだけである。

　イレーラが目指したのは、奥の扉。

　イスベルを閉じ込めているであろう地下牢の扉である。

（届く！）

　リュークが止めようとしても、隙を突かれてしまっているため間に合わない。

　イレーラは床を蹴った勢いそのままに、地下牢の扉を破り奥へと転がり込んだ。

「イスベル様！」

　舞い上がる埃ほこりの中から周囲を見渡したイレーラは、本来の目的である魔王の名を叫ぶ。

　しかし、どれだけ見渡してもイスベルの姿はどこにもなかった。

　あるのは、二つの巨大な魔石。

　それぞれ中に一人ずつ人が入っている、奇妙な魔石である。

　若い男女が二人、魔石の中に閉じ込められるように鎮座してた。

「何ですか……これ。こんなもの城の地下には――」

「見てしまったか」

　呆然とするイレーラの後ろから、リュークもこの部屋に入ってくる。

　冷めた表情で彼女を見つめた後、その視線を魔石の中の人物たちに向けた。

「冥途の土産に教えてやろう。彼らの名前はジーとビブ。君は知らないだろう。この二人が歴史から消された勇者だなんて」

「っ！　勇……者……？」

「そうさ。魔王を倒し、英雄となるはずだった。だけど僕のいる国は彼らを脅威と見なし、封印を施した。それがこの様さ。僕はね、彼らの封印を解きたいんだよ」

「な、なぜです……今更彼らの封印を解くことと、あなたの所業に何の関係があるんですか」

「彼らの封印を解くには、魔王の心臓が必要なんだ。僕はそれを手に入れるために、わざわざサドールと手を組んだ。彼が魔王に就任したあかつきには、魔王の心臓を受け渡すという契約でね」

　魔王の心臓は、人間には使えない。

　そもそも、その代の魔王にしか使用できない代物なのだ。

　魔王の心臓を他人が使用するためには、新しい魔王に選ばれるか、魔王本人からの手渡しが必要となる。

「僕は彼らの友人だった。だから僕の行っていることは、その友人を助けるためなんだ。分かってくれるかい？」

「っ！　ふざけないでください！」

「おっと」

　イレーラはリュークの言葉に激昂し、剣を横薙ぎに振るった。

　ボロボロの体は当然ながら本来のパフォーマンスを発揮できず、その攻撃はあっさりと回避されてしまう。

「あなたがどんな目的を持っていたとしても、イスベル様を捕らえ国を乗っ取ろうなどと到底許せる行為ではありません！」

「悲しいな、悲しいよ。まあ、どのみち殺すことには変わらないけどね」

　リュークは表情の抜けた顔でセイヴァースを振りかぶる。

　聖剣を取り巻く魔力が、あまりの総量にチリチリと空気を歪めだした。

「最後に、もう一度だけ名乗らせてもらおうか。僕はリューク・ロイ」

　イレーラはリュークの一撃を防ごうと振りかぶるが、到底それで防げるとは彼女自身思っていなかった。

　ただただ無抵抗で敗北するよりは、よっぽどましだと考えただけである。

「何を隠そうこの僕も、歴史から消された存在――――元、勇者だ」

　セイヴァースが、イレーラに振り下ろされる――――。










勘を取り戻す勇者




「――――チッ、面倒くさいのを取り逃していたか」

　セイヴァースを振り下ろしたリュークは、その手に手ごたえがなかったことに対して舌打ちをする。

　リュークが視界ギリギリに収めた光景は、イレーラが何者かに連れ去られる瞬間であった。

　その何者かに、リュークは見覚えがある。

「あの奇術師め。ま、あの場でとどめを刺さなかった僕にも原因はあるか」

　イスベルとともに彼の前に立ちはだかった存在、魔王軍一番隊隊長、ファントム・ロード。

　ファントムはリュークの飛剣によって倒されたはずだった。

　現に生きている以上、それは間違いだったということになるのだが……。

「どこに身を潜めていたかは分からないが、そろそろ魔王を移動させておくか。また侵入されても少々手間だ」

　リュークはセイヴァースを納め、奥の扉へと向かう。

　ここはジーとビブを安置しておくために改造した場所で、本来の牢屋はさらに奥にあった。

　扉を開けて中に入ると、いくつか存在する牢屋の一つに、少女の姿を見つけることができる。

「……もうすぐだ」

　鎖につながれ、ぼろきれのような衣服を着せられているイスベルは深い眠りについていた。
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　それを眺めながら、リュークは自分の理想へと思いをはせる。

「僕らが世界の王――真の勇者になる日は近い」




◆　◆　◆




「ふぅ！　さすがに外に出れば簡単には詰めてこないでしょう」

「隊……長……？」

　魔王城の外、人気のないところに、イレーラとファントムの姿があった。

「ギリギリ間に合いましたね、安心安心」

「い、今までどこにっ――――つぅ……」

「ほら、激しく動かない。今のあなたはもう動ける体ではありません」

「す、すみません……」

　ファントムは懐から傷の再生を促す回復ポーションを二本取り出すと、それをイレーラに手渡す。

　受けとったイレーラはそれを両方飲み干しながら、ファントムの顔を見上げた。

「イスベル様と彼らに立ち向かったのですが、残念ながら敗北してしまいました。私もさすがに死んだ！　と思ったのですが、神はまだ私を見放してはいなかったようです。かろうじて致命傷は免れた私は、傷が癒えるまで身を隠していました。すぐに助けに入れずすみませんね」

「いえ……助かりました。隊長が助け出してくれなければ、今頃は……」

「死んでいたでしょうね。一人で相手にできるほど、彼の相手は簡単ではありませんし」

　よっこらしょ――と立ち上がったファントムは、イレーラを抱きかかえるようにして持ち上げる。

　小さく悲鳴を上げたイレーラであったが、到底歩けないであろう自分の体を自覚し、声を潜めて大人しくなった。

「一度身を潜めましょう。残念ながらイスベル様の奪還までは行けませんでしたが……態勢さえ整えてしまえば、あと一回くらいは挑戦できるでしょうから」

「みんな無事でしょうか……」

「今のところ魔力の反応は全員残っています。が、皆が撤退できるかどうかは五分五分ってところでしょうか」

「そんな……」

「信じて待ちましょう。今私たちが助けに戻れば、まず出てくることはできないでしょうから」

「……」




◆　◆　◆




「さあ、私たちは私たちの祭りを楽しみましょう！」

「くっ！」

　サドールが俺に向け、何かを放つ。

　直観でかろうじてかわすことに成功するが、そのたびに背後の壁に切れ込みが入った。

　飛剣とは何かが違う。

　もっと物理的な何かであり、飛剣よりも破壊力はないが、切れ味は優れているものだ。

　切れ味に特化している以上、当たれば鍛え上げた俺の肉体でもたやすく切り裂くだろう。

「いつまで避けられますかな？」

「……いつまでも避けてばかりだと思うな！」

　俺は一瞬攻撃の手が止まった瞬間を見計らい、飛剣を放つ。

　今までの俺を知っている者には考えられないほどに弱々しい飛剣だが、牽制であれば十分。

「ふん、小賢しい真似を」

　サドールが腕を振ると、どういうわけだか俺の飛剣が空中で細切れになる。

　力を失った飛剣はそのまま霧散し、サドールには届かない。

「魔王を二世代分も倒した伝説の勇者にしては、なんと弱々しい飛剣でしょう。これでは先代も悲しむでしょうね」

「――自分の心配をしろ」

「っ！」

　さっきの飛剣は囮。

　俺は瞬時に距離を詰め、懐に潜り込んだ。

　そしてそのまま真下からエクスダークで斬り上げる。

　確実にサドールの体を切り裂く一撃。

　彼の技の発動条件が腕を振ることなのであれば、もうこの一撃は止められない。

「舐めるな！」

　攻撃が当たる直前、悪寒が走った。

　俺はとっさにエクスダークを守りに回す。

　直後、強い衝撃が腕に走った。

　気づけば吹き飛ばされる形で、俺は床を転がっている。

　とっさに体勢を立て直して立ち上がると、少々苛立った様子のサドールの表情が目に映った。

「心外ですよ……この程度の陽動、この程度の攻撃で私を倒そうなどと……あなたはもう勇者ではなく、ただの雑魚ざこなのですよ！」

　サドールが腕を振る。

　すると再び細かな斬撃が俺に向かって飛んできた。

　それに対し、俺はただ真っ直ぐエクスダークを振り下ろす。

　エクスダークに何かを断ち切る感触が伝わり、斬撃は目の前で焼失した。

「なっ……」

「確かに、今の俺は前に比べてかなり弱くなった。だけど、経験や勘は取り戻せるんだよ」

　俺はエクスダークを振り、絡みついたそれを払う。

「腕を振る攻撃、それとカウンターの全体攻撃。指と腕の動きと、攻撃の重さ。まだ目では捉えられてないけど、お前の攻撃はおそらく――――」

　俺は辺りに散らばったそれを拾い上げ、手に乗せる。

「ほらな、やっぱり糸だ」

　それは髪の毛よりも細いであろう銀色の糸だった。

　わずかに魔力を帯びている。

　手に取って間近で確認しなければ分からないほどの魔力量。

　これで自在に操っていたのだろう。

「お前の魔術は人形魔術と聞いていたけど、実際はそんな大層なものじゃなかったんだな。お前の本当の能力は、ただ糸を自在に操れるだけ」

「な、なにを言うかと思えば……私は実際に様々なものを操ってみせたでしょう？　それがただの糸だのと――」

「操れる対象は自分より魔力が低い者。じゃなければ体内の魔力に焼き切られてしまうからな。焼き切られぬよう糸に帯びさせる魔力量を上げれば、今度は糸の存在に気づかれてしまう。だから人形を選んでいたんだ」

　どんな存在でも操ることができるのであれば、とっくに魔王やらリューク、下手すれば俺自身を操ることなど簡単なはず。

　それをしない、つまりはできないということは、たとえ俺の推理が外れていてもそれ以外のできない理由があるからだ。

「射程はだいぶ遠そうだけど、遠くなれば遠くなるほどできることも減るんだろう。種が割れた以上、お前に勝ち目はないぞ」

「戯ざれ言ごとを……！　分かったところで！　私の手数はあなたを越えている！」

「ああ。このままなら、結局消耗戦で俺は負けるだろう。そうじゃなくても、お前に時間稼ぎされて終わりだ」

　俺はエクスダークに魔力を注ぐ。

　黒いオーラがエクスダークから吹き出し始め、俺の周囲を覆った。

「だいぶ分析に時間を食った。だからもう手加減はやめだ」

　いつまでも苦しむことを怖がってなんていられない。

　ここで出し惜しみをすれば、生き残ってもきっと後悔する。

「勇者がほんとうに雑魚ざこかどうか、確かめさせてやるよ」










貫く勇者




『主、本当に大丈夫なのか？』

「さっさと倒せばそれだけ負担も減るってことだ。余計なことは考えなくていい」

『……主がそう言うなら、従うまでだが』

「行くぞ」

『……うむ！』

　俺はエクスダークを脇に構え、サドール目掛け突進する。

「くっ、来るな！」

　サドールが腕を振れば、先ほどまでと同じように糸が放たれる。

　しかし、もう何度も見ていれば対応も容易い。

　微弱な魔力もすでに捉えられるようになっているため、エクスダークを使わずに生身でかわすことができる。

「ふっ！」

　再び懐に入り込み、横薙ぎにエクスダークを振るう。

　サドールは片腕でそれを受け止めた。

　何を無む謀ぼうな――と思ったが、よく見ればその腕にも糸が巻き付けられている。

　強度自体は鋼鉄にも匹敵するらしく、エクスダークの刃の勢いは見事に殺されていた。

　それでも肉に刃が食い込んでいる以上、エクスダークがどれほど優れているかは分かりやすいのだが。

「ぐっ……」

「お前の技自体は尊敬するよ。こうして俺の一撃を受け止められるんだから」

　けど――――。

　俺はエクスダークを引き、再び振るう。

　そして切れ込みの入ったサドールの腕を斬り飛ばした。

「ぎゃぁぁぁぁ！　腕！　腕が……っ！」

「そんなに騒がなくてもいいだろ」

　宙を舞うサドールの腕を、地に落ちる前に細切れにする。

　こいつのことだ。

　残しておけば糸でつなぎ合わせるなど造作もないだろう。

「いい気に……なるなッ！」

　サドールは脂汗をかきながらも、糸の斬撃を全体に放つ技を繰り出してくる。

　俺は真後ろに飛んで距離を取りながら、かわしきれない糸をエクスダークで切り裂いた。

「あなたが力を隠していたことは分かりました！　ですがそれは私とて同じこと！」

　叫びながら、サドールは自分の服をはだけさせる。

　その胸元には、鮮やかな青色の魔石が埋め込まれていた。

「これはリューク殿からもらったものでしてね、彼は私にインディゴを与えるといっていました！　この力を実際に使うのは初めてですが……あなたを倒すのには十分事足りるでしょう！」

　サドールの胸元の魔石が発光する。

　今までの虹の協会の連中がそうだったように、やつも絶大な力を得るのだろう。

「――それを許すわけがないだろ」

「へっ？」

　俺はエクスダークを投げつける。

　エクスダーク自身の力で軌道修正が行われ、見事にサドールの足を地面に縫いつけた。

　それにサドールが意識を取られている間に、俺は再び一瞬で距離を詰める。

「エクスダークに力を込めたからって、そのまま使うとは限らないぞ」

「待てっ！　やめ――――」

「さよならだ」

　俺は魔力を帯びさせた拳を、魔石の部分に叩きこむ。

　拳は魔石を砕き、そのまま胸部を貫通した。

「がっ……あ……私は……魔王……に」

「……」

　腕を引き抜き、サドールが倒れる前にエクスダークを引き抜く。

　床に伏したサドールを見下ろしながら、俺はエクスダークを鞘さやに戻した。

『我を投げるなどと、今までそんな使い方した者はおらんかったぞ』

「悪いな。勝つためだったんだよ」

『……まあよいわ。それより、体は大丈夫なのか？』

「――――ああ、大丈夫そうだ」

　魔力を使ったからか筋肉痛のような痛みはあるが、支障をきたすほどではない。

　短期決戦であれば、もう少し戦うことができるかもしれないな。

「戻るぞ。イレーラが危ない」

『うむ』

　息絶えたサドールを一いち瞥べつしたあと、俺は入ってきた扉へと戻る。

　扉は元に戻っていたが、魔力を込めた拳を叩きつけることで破壊した。

　これでまた多少魔力を消費してしまったが、エクスダークを使って破壊するよりは負担が少ない。

「あら、あの魔族はやられてしまったのね」

「よわ～い」

　そんな俺を待ち受けていたのは、二人の男女。

　それぞれ紫色のローブと、オレンジ色のローブを羽織っている。

　ここに入る前に、ギダラに相手を任せた二人組だ。

「まあ、弱いという話ならこの方も大概でしたけど」

　俺がエクスダークを抜いて構えていると、ヴァイオレットは足元に転がるそれを足で小突く。

　それは、胸元にこぶし大の穴を空けたギダラの姿だった。

「っ……ギダ……ラ……」

「まったく歯ごたえなかったですわ。賢者とやらも大したことないですわね、手が汚れただけでした」

「ほんとによわかったー！」

　ふつふつと怒りが湧いてくるのを自覚しているが、それよりも絶望感が胸を支配していた。

　ギダラは衰えていたものの、決して弱いわけではない。

　それをこの二人はあっさり倒した。

　周囲に戦闘の跡がない様子を見ると、本当に勝負は一瞬の出来事だったのだろう。

　果たしてそれが勝負といえたのかどうかは、今の俺には分からないのだが――――。

「さて、せっかくですしあなたも私たちと遊んでいきませんか？　勇者ということですし、楽しませてくれるのでしょう？」

「くそ……っ」

　俺はエクスダークを構え直す。

　分が悪いことは明らかだが、限界を越えてでも戦わなければ無駄死にするだけだ。

「それでは、少しでも長く私たちを楽しませてくださいまし」

　ヴァイオレットの姿が視界から消える。

　速すぎる。

　それがまず初めに抱いた感想。

　そして次に抱いた感想は――――。

（っ！　重い！）

　俺は気づけば目の前にいたヴァイオレットの手刀を、エクスダークで受け止めていた。

　体勢が悪かったというのもあるが、それでも俺の体はいとも簡単に吹き飛ばされていたのである。

　エクスダークを床に突き立てて勢いを殺すが、確実な隙を作ってしまった。

　しかし、どういうわけだかヴァイオレットは追撃を仕掛けてこない。

「ずいぶんと軽い男ですこと。もう少し楽しませてくださいませんか？」

「……あくまで遊びなわけか。死ぬか生きるかの世界でよくやるよ」

「何事も楽しまねば損ですから。どうせ人生なんてただの遊びですわ」

「一番やりにくい相手だ……」

　俺はエクスダークを支えにして立ち上がる。

　こういうタイプには、戦闘の中に恐怖というものが存在しない。

　だから何をするにも躊躇いがないのだ。

　自分が傷つくことを考えず、刺し違えてでもこちらの命を奪いに来る。

　ただただそういった思考が恐ろしくて、俺はこういう連中とは戦いたくない。

（イレーラはまだ無事だろうか……早く下りなきゃいけないってのに）

　時は一刻を争う。

　もしここで全力を出せば、なんとか二人を倒すことはできる。

　最終的にリュークという壁が立ちはだかる以上、全力を出すわけにはいかないのだが――。

「まだまだ遊びましょう！　時間はたっぷりあるのですから！」

　ヴァイオレットが飛び掛かってくる。

　もう四の五のいっている場合じゃない。

　俺が覚悟を決めて立ち向かう決心をしたとき、突然足元に魔法陣が展開された。

「こやつらに……付き合う必要なぞ……ない」

　その魔法陣の主は、倒れていたギダラであった。










別れの老賢者




「ギダラ！」

「あら、魔族というのは老人であっても思いの外タフなものですね」

　血だまりの中、ギダラは上半身だけを起こして俺に手を向けていた。

　その目はすでに光を失いかけており、もう彼を救うことはできないということを物語っている。

「ワシは敗北した。じゃが、ただでは死なぬ」

　俺の足元の魔法陣が、さらに活性化していく。

　これは転移の魔法陣。
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　ギダラは、俺を城の外へと逃がそうとしているのだ。

「待てギダラ！　このままじゃイレーラが！」

「安心せい……この城にはもうイレーラはおらんよ。どこかの頼れる隊長が回収したようじゃ。残っているのはお主とレオナ、それとシルバーじゃ」

「っ！」

「今から主らを、城の外へと転移させる……あとは頼むぞい」

　視界が歪む。

　もう転移は避けられないところまで準備が整っているのだ。

「そう簡単にさせるとお思いで？」

「ごっ――」

　薄れゆく視界の中、ヴァイオレットがギダラを蹴り飛ばす姿が映った。

　壁に叩きつけられたギダラは力なくうなだれるものの、その顔は笑っているようにも見える。

「はっ……もう遅い。勇者よ……さらばじゃ」

「あー！　もうこのジジイうざいよぉ！」

　俺が最後に見た光景は、オレンジがギダラの頭を叩き潰す瞬間だった。




◆　◆　◆




「うわっ、何だい？」




「むっ」

　気づけば、俺の目に映る景色は早変わりしていた。

　ここは魔王城の背後にある森の中。

　周りにはレオナとシルバーの姿がある。

「アデル！　あんたも無事だったかい！」

「……ああ」

「？　どうしたんだい？　そういえばギダラやイレーラの姿がないね……」

「ギダラは――――死んだ」

「……えっ」

　俺の言葉に、レオナは声を詰まらせた。

　シルバーも少なからず思うところがあるのか、眉間にしわが寄る。

「虹の協会の中でも、明らかに格が違うやつが二人いた。ギダラはやつらにやられた後、最後の力を振り絞って俺たちを外へ逃がしたんだ」

「格が違うって……そんなに強いのかい？」

「ギダラが手も足も出ずに敗北するくらいには……と言っておく。俺もあのまま戦っていたらどうなっていたか……」

　そう話していると、シルバーが改めて周囲を見渡し始める。

「……話は分かった。だが、それでは魔族の女がいない理由にはならないだろう。まさかやつも？」

「いや、ギダラが言うにはもう城の外には出ているらしい。俺たちの作戦が読まれてて、地下にはリュークが配置されていたみたいで……」

　次の瞬間、俺たちに近づいてくる人の気配を感じ取る。

　全員が警戒心を露わにしてそちらへ顔を向ければ、慌てた様子でその人物が姿を現した。

「私です、皆さん。イレーラです」

「イレー……ラ……」

　その人物は、他でもないイレーラ本人だった。

　ボロボロで憔悴しきっているものの、足取りはしっかりしている。

　そしてその後ろから、もう一人見知った男が顔を見せた。

「おやおや、皆さまごきげんよう。元気にしてましたか？」

「っ！　ファントム！」

　その男、一番隊隊長ファントム・ロードは、相変わらず掴みどころのない表情を浮かべながら声をかけてくる。

　見たところ大きな怪我をしている様子はないが、多少魔力が乱れている様子が感じ取れた。

「あんた、今までどこに……」

「皆さんと同じく、リュークとやらにやられましてね。機をうかがうために、傷を癒しつつ身を隠しておりました。もっと早く加勢できればよかったんですが、傷が癒え切ってなくてですね……かろうじて部下のピンチに間に合っただけでも幸運でした」

　お互いに事情を説明し合い、ファントムはレオナとシルバーに挨拶をかわす。

　そういえばこの二人とファントムは初対面だったな。

「そうだ勇者、これを渡しておきましょう」

「え？」

　ファントムは懐から何かを取り出すと、それを俺に向けて放る。

　受け取ったそれは、底冷えしてしまうほどに黒い色をした魔石。

　手のひらに乗せられるほどの大きさなのに、絶大な力を感じる。

「これは？」

「その魔石が、魔王の心臓です」

「へぇ――――ん？」

　冷や汗がにじみだしてきたのは、言うまでもない。




◆　◆　◆




「ロイ様、お呼びでしょうか？」

「ああ。よく来てくれた」

　ヴァイオレットとオレンジは、地下室に呼ばれこの場を訪れていた。

　リュークは相変わらず魔石に閉じ込められたかつての友人たちを見上げている。

「サドールは死んだか」

「ええ。せっかくインディゴの色を与えていただいたのに、あの魔族ときたらあっさりやられてしまうんだもの」

「相手はアデルだった。まあ、妥当だろう」

　リュークは魔石をそっと撫でた後、二人の方へ視線を向ける。

「レッドを呼び戻せ。いつまでもサボらせているわけにはいかないからな」

「分かりました。これからどうするおつもりで？」

「処刑を早める。おそらく魔王の心臓はやつらの手に渡った」

　リュークの足は再び奥の部屋へと向かう。

　そうして牢屋に閉じ込められていたイスベルを連れ出し、元の部屋へと戻ってくる。

「起きろ、魔王」

「う……」

　頬を強くたたかれ、イスベルは目を覚ます。

「っ！　貴様！」

「黙れ。大人しくしていれば、この場では殺さない」

「誰が大人しくなど――――ッ！」

　イスベルは反射的にリュークを吹き飛ばそうとするが、魔術が発動しないことに気づいて驚愕する。

「お前を縛るその手枷は、一時的に魔力を完全に無いものとして扱う。魔王の心臓を持たない貴様など、こんなものさ。もはやただの女だ」

「どこまで私を愚弄すれば気が済むのだ……！」

　リュークはイスベルの言葉を無視し、無理矢理その体を立たせる。

「サドールが死んだ以上、ちんたらことを進めるのは止めだ。しばらくすれば魔王軍の隊長たちが帰ってくる。決着はそれまでにつけなければならない」

「ぐっ……！」

　髪を引っ張られながら、イスベルは上階へと連れていかれる。

　それに続き、ヴァイオレットとオレンジもリュークの背中についていく。

「ここからは、堂々とした侵略行為を見せてやろう」










もう勇者じゃない




「魔王の……心臓」

　俺は手のひらに乗った魔石を見つめる。

「ええ。それが魔王となるものに与えられる力の結晶です。ギダラ様が最後に転移させたものが、この魔石なんですよ」

「ギダラが持ってたのか」

「サドールたちの目的はおそらくこれであろうことは分かっていましたからね。先にギダラ様が隠しておいたのですよ。魔王様奪還後に渡せるようにね」

　最後の最後まで仕事のできる男だ。

「それは勇者、あなたが持っていてください。あなたの手からイスベル様に渡してほしいのですよ」

「それはいいけど……」

「正直そんな大層なものを持つには私には身が重くてですねぇ。いやぁ、押し付けられてよかったよかった」

　そう言って、ファントムはへらへらと笑う。

　確かに大層な物だが、俺が持つというのもどうなのだろうか。

「それでは行きましょうか。もう時間もありません」

「どういうことだ？」

「明日になれば魔王軍の隊長たちが戻ってきます。サドールが死んで新たな魔王誕生が不可能になった今、もう魔王軍を管理することはできません。全員がそろえば、さすがに手に余るはずです。ということは勝負を決めるのは今日中。イスベル様の処刑を利用し、我々をおびき出そうとするでしょうね」

「……なるほどな」

　理にかなっている。

「戦力を確認しましょう！　まずイレーラはもう戦えません」

「……申し訳ありません」

　分かりやすく悔しそうな表情で、イレーラは頭を下げてくる。

　謝る必要などない。

　聖剣を持ったリュークと戦い生き残ったのだ。

　それだけで本来であれば高い評価を受けていいはずなのだから。

「あー、じゃああたしもパス」

「レオナ……」

「今日はもう何度も獣神の鼓動使ってるし、もうエンジンかからないよ。雑魚ざこは引き受けられても、ローブの連中の相手は無理さね」

　ただでさえ連日強敵を任せっぱなしだったのだ。

　怪我とか以前にガタが来ていてもおかしくない。

「ということは……」

「私はまだ戦える。ろくに疲労もしていない」

「シルバーと俺と、ファントムか」

　まともに戦えるのはこの三人。

　敵の戦力はリュークとヴァイオレット、オレンジに――どこかにレッドがいるはずだ。

「間もなく向こうが行動を起こすはずです。そうなったときが勝負でしょうね」

「――――噂をすれば、聞こえてきたよ」

　レオナが耳を澄まし、口を開く。

　人一倍耳のいいレオナには、何かが聞こえているのだろう。

「サドールとかいうやつが演説してた広場からだ。町の人のざわめきが聞こえるね」

「……行くか」

「ええ、行きましょう」

　俺とファントムとシルバーは、レオナが聞いたという喧噪の方へと歩き出す。

「あ……アデルさん」

「ん？」

　そんな俺を呼び止めたのは、イレーラだった。

「あのリュークという男ですが――――」




◆　◆　◆




「離せ！　この！」

「うっとうしいな。あまり騒ぐなよ」

　イスベルを連れてきたリュークは、再び広場の壇上に上っていた。

　拘束されているイスベルの姿を見て、続々と民衆たちが集まりだしている。

　リュークはそれを見て、満足気に頷いた。

「魔族の諸君！　僕の言葉を聞け！」

　民衆はざわめく。

　人間が、魔族の王であったはずのイスベルを組み敷いて声を張り上げている。

　この状況を説明できる魔族など、この中に一人として存在しなかった。

「まどろっこしい話はもうやめだ。君たちの王はこうして僕に敗北した。これより、この国は僕の配下となる……が、正直こんな国、僕は必要としていない」

　リュークはセイヴァースを振り上げる。

　イスベルの目には、セイヴァースに内包された破壊のための魔力がはっきりと映った。

「よって、この国の物、魔族を根絶やしにしようと思う」

「ッ！　よせ！」

　イスベルが叫んだところで、それを止めることはできない。

　セイヴァースをリュークが一振りし、光の集合体ともいえる飛剣が放たれる。

　それは民家を、人を巻き込み残さず破壊していった。

　悲鳴が響き渡り、民衆たちは逃げ惑う。

　そんな光景を、リュークたちはあざ笑うかのように眺めていた。

「さて、諸君らの最後の希望ともいえるこの女を、今から処刑する！　見ていなくていいのか？　王の最期だぞ！」

　リュークは民衆に叫ぶ。

　一部の魔族の耳には入ったのか、数名が足を止めて壇上を見上げた。

　徐々にそれは伝染し、やがてほとんどの魔族が壇上を見上げることとなる。

「さあ、言い残すことはあるかい？」

「……ッ！　許さん……！　決して貴様を許しはしないッ！」

「つまらない女だ。命乞いの方がまだ見栄えがあったよ」

　リュークはセイヴァースを振り上げる。

　まさしくそれがイスベルに振り下ろされようとした瞬間、どこからともなくその一撃が彼に襲い掛かった。

「っ！」

　とっさに、リュークはセイヴァースを防御に回す。

　何もない方向に、剣を向けたのだ。

　はたから見れば滑こつ稽けいな図であったが、予想だにしていないことが起きる。

　甲かん高だかい金属音が響き渡ったのだ。

「姿を隠して襲うなんて……勇者としてあるまじき行為ではないかい？」

「……だから何度も言っているだろ。俺は――――もう勇者じゃないって」

　空気が歪む。

　そうして、そこにいなかったはずの者たちが姿を現した。










帰ってきた魔王




「勇者、彼の相手は任せましたよ」

「私たちはそこの不届き者の相手をする」

　ファントムとシルバーが、加勢に入ろうとしていたヴァイオレットとオレンジの前に立つ。

「そっちは任せた」

「負け犬が……僕にはもう勝てないと思い知っただろう？」

「それはまたやってみないと分からないだろ」

　つばぜり合いからお互いに押し合い、一度距離を取る。

　そして再び切り結んだ。

　衝撃が周囲に駆け抜け、舞台の一部が壊れる。

「……確かに力は互角になっているが……何をした？」

「覚悟を決めただけだ」

　エクスダークから黒いオーラが噴き出す。







[image: ]







　俺がエクスダークに魔力を注いだ証拠だ。

　魔力を注がれたエクスダークは、俺自身に力を還元してくれる。

「ふん」

　リュークは心底鬱陶しそうに、セイヴァースに魔力を注いだ。

　眩い光が溢れ出し、エクスダークから溢れる闇とぶつかり合う。

「どうしてお前が聖剣を使えるのか、聞いたよ」

「……」

「お前も勇者だったんだな。だから聖剣が使える」

「それがどうした？　今は関係ないだろう」

「ああ、関係ない。お前の目的なんて、関係ないんだ」

　リュークが勇者だろうが、どんな過去があろうが、どんな目標があろうが、関係ない。

　こいつを倒さなきゃいけない理由が変わることはないのだ。

「お前は俺の仲間を傷つけた。倒す理由は、それだけで十分だ」

「仲間？　もう僕のことは仲間と呼んでくれないのかい？」

「先に俺を仲間の括りから外したのは、お前の方だ」

　地を蹴り、リュークに向け飛び掛かる。

　真上から振り下ろした斬撃は、そのままセイヴァースに受け止められた。

　しかし、そう簡単に受け止められるほど、本来の俺の一撃は軽くない。

「ぐっ？」




「はぁぁぁ！」

　リュークの足元が陥没する。

　俺はさらに力を込め、セイヴァースごとリュークを押し潰さんとした。

「うっ……ぉおおおお！」

　地面に押し倒される寸前、リュークはかろうじて力をいなして離脱する。

　――それで逃すわけがないのだが。

　俺は離脱したリュークに素早く距離を詰め、蹴りを放つ。

　片腕でそれを受け止めたリュークだったが、その腕は嫌な音を立ててへし折れた。

「さらに至近距離からの――」

「クソッ！」

「――飛剣！」

　転がるリュークに対し、叩きつけるような飛剣を放つ。

　閃光と轟ごう音おんの中、舞台が完全に崩壊した。

「はぁ……はぁ……」

　巻きあがる埃ほこりの中から、リュークが転がり出てくる。

　蹴りによる骨折の他に、その体には深い裂傷が刻まれていた。

「確実に致命傷を与えたと思ったんだけど、さすがだな、リューク」

「ふざけるな……っ！　この僕が君にいいようにされるなんてありえない！」

　リュークの傷が、突如として光の粒子に包まれる。

　すると一瞬のうちに傷が塞がり、へし折れた腕が元の形に戻った。

　聖剣に宿りし力は、聖なる力。

　本来聖なる力とは、癒しの魔術にも使われる。

　セイヴァースを手に持つものは、常に回復魔術を使用しているようなものなのだ。

　俺自身も長らくセイヴァースとともにいたため、目の前の光景に新鮮味はない。

「この程度で僕を追い詰めたと思うな！」

「思っちゃいないさ。けど、俺の目的は達成された」

「っ！」

　俺の腕の中には、一人の女が抱えられている。

　やっと、やっと取り戻すことができた。

「迎えに来たぞ、イスベル」

「……っ！　貴様……貴様って男は……！」

　目じりに涙を浮かべながら、イスベルは俺にすがるようにして顔をうずめる。

　俺は一度イスベルを抱きしめた後に、その体を引きはがした。

「再会を喜びたいところだけど、騒ぐのはすべてが終わってからだ」

「うむ」

「あと、これを返す」

　懐から取り出した魔王の心臓を、イスベルに渡す。

「これはまだお前のものだろ？」

「……うむ。私の魔王としての最後の仕事を終えるまで、これは私の力だ」

　イスベルの中に、魔王の心臓が吸い込まれていく。

　すべてが肉体の中に消えた後、身の毛もよだつほどの魔力が彼女の中から噴き出した。

　その魔力量は、おそらく魔力の使用を阻害していたであろう手錠が砕け散るほどであり、目ではっきりと見えるほどに大概に漏れ出している。

「久しいな、この力を使うのは」

　底冷えするような冷たい魔力。

　これだ。

　これが俺の戦った、魔王イスベルだ。

「アデル……ッ！　貴様最初からこれが目的で」

「お前も大概迂闊だよな。俺との勝負に気を取られすぎだ」

　リュークが俺を憎々しげに睨む。

　そんな彼の視界を遮るように前に出たのは、ほかでもないイスベルだった。

「今までよくもやってくれたな」

「はっ！　魔王の心臓を手にしたからなんだというんだ。聖剣を持った僕に勝てるものなど――――」

　直後、リュークが後方に大きく吹き飛ぶ。

　気づけばイスベルが手を突き出していた。

　俺でも反応ができない速度の攻撃。

　リュークも俺も、イスベルが何をしたのか分からなかった。

「どうした？　ただ氷の塊を当てられただけで、どうしてそこまで驚くのだ」

「ぐっ……あ、はぁ……はぁ……」

　リュークの胸元に、拳大の氷が突き刺さっている。

　発射された瞬間も、命中した瞬間も、まったくもって見えなかった。

　前の俺はこんな攻撃も避けてたのか……。

「ほら、立て。ここで貴様を痛めつけなければ、私の気が収まらん」

「ふざ……けるな！」

　リュークは氷の塊を引き抜きながら、もう片方の手で飛剣を放った。

　とっさの一撃にしては、それに釣り合わないほどの威力がある。

　半端な実力の者では受け止めることすらできず決着がつく攻撃だが、それでもイスベルは微動だにしなかった。

「ふん」

　――――俺は、飛剣が凍ったところを初めて見た。

「この程度の男に一度は敗北したなど、我ながら羞恥心が掻き立てられる」

「なっ……」

　空中で凍りついた飛剣は、そのまま地面に落ちることで砕け散る。

　魔力ですら凍らせるなんて、相変わらずでたらめな力だ。

「忘れたのか、騎士リューク。貴様らはアデルがいなければ私に触れることすらできなかったことを」

　イスベルがリュークに歩み寄る。

　彼女の真の恐怖は、ここからだ――――。










オレンジと騎士王




「はっ……確かにあのときの僕は君には敵わなかった。だが、今は違うんだよ！」

「っ！」

　リュークが邪悪な笑みを浮かべると、どこからともなく炎の塊が飛来する。

　赤きその炎の持ち主に、俺は見覚えがあった。

「アデル、やつの相手を頼む。リュークには私からまず借りを返させてくれ」

「……分かった」

　俺はエクスダークで、炎の塊を受け止める。

　そして、炎の隙間から因縁の相手の顔が覗いた。

「よぉ、勇者アデル」

「レッド……っ！　やはりお前も出てきたか」

「俺たちは俺たちで遊ぼうぜ。せっかくだしな！」

　レッドが俺の首を掴む。

　その腕を、今度は俺が掴んだ。

　俺とレッドは勢いをそのままに転がるようにして、イスベルとリュークの下から離脱する。




◆　◆　◆




「私の相手は貴様か……」

「うへー！　銀色だー！」

　シルバーの前に立っているのは、オレンジと呼ばれていた少年。

　その顔にはまだあどけなさが残っているが、同時に冷や汗をかくほどの狂気を孕んでいる。

「あまりにも王たる私にふさわしくない相手だが……仕方あるまい。友の手助けをするためだ」

「銀色は殺したことないなー。まあ殺せるならなんでもいいか！」

「野蛮な子供め。少しは会話しようとは思わんのか」

「死んじゃう人と会話しても無駄でしょ？」

「……」

　突然オレンジの姿が消え、シルバーの真後ろに現れる。

　ローブの下に隠されたその腕には、不釣り合いな鋼鉄製のかぎ爪が装着されていた。

　シルバーの背中に、かぎ爪が迫る。

「無駄だ」

　しかし、そのかぎ爪がシルバーに突き立つことはない。

「あれ？」

　むしろ破壊されたのはオレンジのかぎ爪の方であった。

　どんな攻撃でも無効化するシルバーの固有魔術、「絶対防御」。

　これが破られたことは一度たりともなく、彼が王と名乗ることに大きな説得力を生み出している。

「ふッ！」

「うわぁ？」




　動揺するオレンジに、シルバーの剣が振り下ろされる。

　オレンジがとっさに後ろへ飛んだことでかわされてしまうが、彼のローブと薄皮に剣先が届いた。

「この程度で終わると思うな」

　シルバーが地面を蹴る。

　瞬時に間合いを詰めたシルバーは、オレンジに向け剣先を向けた。

「銀剣牙突――」

　剣にはすでに魔力がまとわせてあり、それが驚異的な貫通力と破壊力を生み出していた。

「――シルバー・ホーン！」

　オレンジはとっさにかぎ爪を防御に回す。

　自分の魔術に頼り切らず、しっかりと鍛錬を続けていたシルバーの一撃。

　この技がそんな鋼鉄製のかぎ爪で防げるほど軟なものではないことくらい、オレンジ自身でも分かっていた。

　それでも、生き残る可能性を上げるためにはそうするしかなかったのだ。

　剣先がかぎ爪を砕く。

　銀の一いつ閃せんは止まることなく、オレンジの肉を貫いた。

「終わりだ」

「お、終わり……？　何言ってるの？　僕はまだやれるよ？」

「むっ？」

　オレンジは、もう片方の腕を振り上げる。

　その腕にもかぎ爪がついており、オレンジは至近距離にいるシルバーの顔に向け腕を振り下ろした。

　本来であれば、こんな攻撃避けるまでもない。

　シルバーはどんな攻撃も受け付けない、無敵というべき状態なのだから。

　だというのに、シルバーの背筋に悪寒が走った。

　久しく感じていなかった、嫌な予感というものである。

　このときのシルバーは賢明であった。

　秒に満たない時間の中、直感に従い後ろへと跳んだのである。

　同時にオレンジから剣が引き抜かれたのだが、彼はまったく気にしている様子がない。

　当然かぎ爪の攻撃が止まるということもなく、真っ直ぐ振り下ろされた。

　寸前でかわされてしまったため、その攻撃はシルバーの頬にかすり傷をつけるだけに留まる。

　そう、かすり傷を負わせたのだ。

「へへへ、ちょっと当たった！　当たったね！」

「貴様……」

　オレンジは口元から血を吐きながらも、へらへらと笑う。

　傷口からも多量の血液が流れだしており、すでに生命活動を脅かすほどに出血していることは明らかだ。

　それでも、彼は笑う。

　楽しそうに、愉快そうに。

「僕の体に石を埋め込まれたんだけど、これってみんなの魔術とかを使えなくしちゃうんだって《………………》。君の魔術が何かは分からないけど、これで攻撃が当たるみたいだね！」

「チッ……厄介な」

　オレンジの傷口の傍に、光り輝く何かがある。

　おそらくそれがその石であることはシルバーも理解できた。

「君の攻撃、すっごく痛かったよ！　今度はこっちの番だね！」

　血を巻き散らしながら、オレンジがシルバーに飛び掛かる。

　シルバーは驚く。

　出血により長くは持たないはずの体で、オレンジはまったく変わらない動きを見せたのだ。

　故にシルバーの反応が遅れ、勢いに押される。

「それそれ！」

「くっ……」

「どうしたの？　死んじゃうよ！」

　かぎ爪を、かろうじて剣でさばく。

　オレンジは常に全力でシルバーに爪を叩きつけていた。

　それによって自分の腕にかかってしまう負担すら無視して、まるで遊んでいるかのようにシルバーに襲い掛かる。

　この少年には、恐れがない。

　自分が死ぬことすら恐れない精神は、技術、肉体面以外の部分で相手を凌駕する。

　この状況に当てはめていうのであれば、現在シルバーは押され気味だということだ。

「ほら！　すきあり！」

「何？」




　オレンジはかぎ爪が壊れている方の手で、シルバーの剣を鷲わし掴づかむ。

　手が切れて血が落ちても、オレンジはその手を離さない。

　オレンジは剣を自分の方へ引き寄せるようにして、シルバーの決定的な隙を作る。

「おわり！」

　そうしてがら空きになった胴に、かぎ爪が迫る。

　鎧よろいの砕ける音が、辺りに響いた――――。










鎧のない騎士王




「――あれ？」

　オレンジの腕は、確かに鎧よろいを貫いていた。

　しかし、肝心の肉を貫く感触がない。

「どうやって逃げたの？」

「その鎧よろいは私の魔力でつなぎ合わせているものだ。魔力の供給を絶てば、当然簡単に外れる」

「ちぇ、せっかく殺したと思ったのに」

　腕を引き抜きながら、オレンジかつまらなさそうに言う。

「でも次は当てたら死ぬよね！　これからが本番――――」

「――屈辱だ」

　シルバーは足元を踏み鳴らす。

　憎々しげにオレンジを睨みつけて、剣先を向けた。

「この私に鎧よろいを脱がせるなど、万死に値する」

「あー！　知ってるよ！　そういうのって負け犬の遠吠えっていうんだ！」

「負け犬？　私のことをさらに愚弄するか……」

「へへーん！　じゃあ続きを――」

　一瞬の出来事だった。

　シルバーの姿が瞬きした瞬間に消える。

　そして再び現れたときには、オレンジの首を掴み地面に押し倒していた。

「えっ……え？」

「鎧よろいを脱いだことで、ずいぶんと軽くなった。まさか貴様は、私が鈍いとでも思っていたのか？」

「は、離して！」

　体を揺すり、オレンジはシルバーの拘束から逃れる。

「こんなの偶然だ！　僕は君より速いんだ！」

「試してみるか？」

「っ！」

　オレンジの顔から、初めて笑みが消える。

　地を蹴って飛びかかるオレンジの速度は、常人では瞬間移動と勘違いするほどに速い。

　しかし――。

「鈍い」

　シルバーの剣が揺らめく。

　直後、オレンジの両腕から血が噴き出した。

　何が起きたか分からないオレンジは、そのまま力なく腕を垂れる。

「鎧よろいは私のアイデンティティだ。そして私が敵へ最大の敬意を表すためのものでもある。これを脱いだとき、私はもう貴様に対し敬意は表さない」

「あれ……腕が……」

「次は足だ」

　繰り返しになってしまうが、シルバーは一日たりとも訓練を休んだことはない。

　魔力の扱いに長けているわけではない。

　魔力量が多いわけでもない。

　そんな彼が極めたのは、技だった。

　無敵であることに甘えず、常に技を磨き続ける。

　そうして彼の技は、やがて神域へと到達した。

「ああぁぁぁあ！」

　オレンジのアキレス腱から血が噴き出す。

　彼の目では、反応することすらできない剣術。

　シルバーは剣に付いた血を払うと、それを鞘さやに納めた。

「はぁ……はぁ……」

「終わりだ」

「ぼ、僕……死ぬの……？」

　地に伏したオレンジの周りには、すでに夥しい量の血液が流れ出ている。

　どう見ても致死量であることは明らかであり、間もなく彼の生命が終わることを訴えていた。

「歩けない……寒い……もう遊べない？」

「ああ」

「やだ……なぁ……」

　オレンジの目から光が消える。

　シルバーは一度目を閉じた後、彼の亡骸に背を向けた。




◆　◆　◆




「ずいぶんと胡散臭い顔ですこと」

「ふふふ、よく言われます」

　ファントムが引き受けたのは、ヴァイオレットの相手だった。

　ヴァイオレットにはオレンジのようなあどけなさはないものの、その表情から底を読み取ることはできない。

　ファントムに対して胡散臭いといったが、彼女も大概である。

「そういえば……ギダラ様を倒したのはあなたでしたっけ？」

「ぎだら？　ああ、あのおじい様ですわね。ええ、そうですわ。あまりに歯ごたえがなくて驚いてしまいましたの。魔族というのも案外大したことはないのですね」

　ヴァイオレット自身に、ファントムを煽っている自覚はなかった。

　ただ純粋に、ヴァイオレットは自分が感じたことを言葉にしただけである。

　ファントムの表情は変わらない。

　長年連れ添った者だったとしても、彼の顔から表情を読み取るのは至難の業だろう。

「あなたは少しくらい楽しませてくれるかしら？」

　ヴァイオレットのローブの下から、紫色の鞭むちが現れる。

　彼女がそれを一振りすれば、高速で鞭むちの先端がファントム目掛け飛んできた。

（速い！）

　ファントムの肩が驚きで跳ねる。

　それでも、魔王軍の隊長の肩書は伊達ではない。

　とっさに横に跳ぶことで、それをかわす。

「逃がしませんわ！」

　ヴァイオレットが手首を捻ると、鞭むちがしなり方向を変えた。

　予想しきれなかった攻撃に、ファントムの回避は間に合わない。

　鞭むちはファントムの体に巻き付くと、そのまま体を縛り上げる。
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「ふむ、捕まってしまいました」

「捕まえてしまいましたわ」

　鞭むちから逃れようと力を込めるが、隙間一つできいないほどに彼の体を縛り上げている。

　それどころか、徐々にファントムの体に食い込み始めているではないか。

「私の鞭むちに捕まって、逃げられた方はいません。なぜなら、鞭むちには面白い細工がしてありますの」

　ファントムが鞭むちに視線を落とすと、そこには無数の棘のようなものが確認できた。

　これが徐々にファントムの体に食い込んでいるらしい。

「こうしてあなたの体に食い込み切った鞭むちを、思いっきり引っ張ればどうなるでしょう？」

「……冗談ですよね？」

「残念、私冗談は嫌いですの」

　ヴァイオレットが、鞭むちを引く。

　猛烈な勢いで引っ張られることとなったそれは、ファントムの体をずたずたに引き裂いた。

　全身から血を噴き出しながら、彼はゆっくりと地面に伏せる。

「言葉を失うくらい期待外れでしたわね……もう少し手強い方はいないのかしら――」

「期待外れで申し訳ありません。次はご期待に沿うと良いのですが」

「ッ？」

　ヴァイオレットは、突然背後から聞こえた声に対して距離を取る。

「そう逃げずともよいではないですか。想像以上に弱かったのでしょう？」

　逃げたその先でも、ヴァイオレットの背後から声がした。

　振り返り腕を振るが、その手には何の感触もない。

　辺りを見渡しても、ファントムの姿はどこにもなかった。

「な、何なんですの？」

「ふふふ、あなたは想像以上にからかい甲斐がある方ですね」

　空間が揺らめき、少し離れたところにファントムが姿を現す。

　いつの間にか彼の引き裂かれた死体は消えており、もう跡形もない。

「っ……小細工がお上手なのですね」

「ええ、私の得意技は、いつになっても小細工です。ですが……その小細工がこれからあなたを苦しめますので、どうか最後までお楽しみいただければと思います」

　ファントムは、いつになく不気味な笑顔をヴァイオレットへ向けるのだった。










笑う奇術師




　ヴァイオレットは、今まで生きてきて一番といっていいほどに動揺していた。

　リュークに付き従うにあたって、戦闘の訓練はもちろん積んでいた。

　しかし、こんな敵と戦うのは初めてである。

　故に、ただの幻覚一つに惑わされてしまっているのだ。

「……あなたの能力は分かりました。ですが、それで私が倒せるとは思わないことですわ！」

「それはどうでしょう？　あなたのような人は簡単に幻覚に引っ掛かりますからね。案外簡単に負けてしまうかもしれませんよ？」

「そんなわけが――」

　彼女が口を開いた瞬間、突然地面の一部から鉄の槍が飛び出す。

　それはヴァイオレットの腹部を貫き、血を滴らせた。

「――んん……あぁぁ！」

　ヴァイオレットは頭を振り、幻覚を振り払う。

　当然のことながら、腹部に穴など空いていない。

　いつの間にか槍なども消えていた。

「おや、バレてしまいましたか」

「小賢しいですわ……！　こんなことを繰り返したところで、私を倒すことなどできない！」

「そうでしょうかね？　ならばこれはどうです？」

「っ！」

　今度は無数の槍が地面から飛び出し、ヴァイオレットの全身を貫く。

　脳というのは、厄介なものだ。

　どんなに幻だと思っていても、視覚で捉えた情報はほんの一瞬脳を騙してしまう。

　あるはずもない痛みを、知覚してしまうのだ。

　それは全身の動きを止め、たった一秒ほどの隙を作り上げる。

　彼らの戦いにとって、その一秒とは無限にも等しい時間。

　ファントムは即座に間合いを詰めると、ヴァイオレットに腕を突き出した。

「ふっ！」

　ファントムの掌底が、ヴァイオレットの腹部に突き刺さる。

　肺の中の空気を吐き出しきり、声が詰まった。

「勝負ありですね」

「勝負……あり？　馬鹿を言わないでくださいまし……面白いのはこれからですわ」

「何ですって？　……っ」

　ヴァイオレットが不敵な笑みを浮かべた次の瞬間、ファントムが膝から崩れ落ちる。

　耐え切れない吐き気に襲われ、ファントムは地面に大量の血液を吐き出した。

　目もかすみ、息をすることすら難しくなっていく。

「ようやく私の能力が効いてきましたわね。警戒して分散させてしまっていたのが悪手でしたわ」

「何を……した？　ごほっ」

「何となく察しはついているのではなくて？」

「ど……毒ですか……」

「その通りですわ！　大変愉快な能力でしょう？　私はリューク様に魔石をいただいてから、こんな風に毒を放出できるようになりましたの！」

　ヴァイオレットの掌に、紫色の球体が現れる。

　それを地面に叩きつけると、周囲に紫色の瘴気が漂い始めた。

　瘴気をファントムが吸い込んだ瞬間、さらに大量の血液を吐き出し、目から血の涙を流しだす。

「ごほっ……がっ……」

「形勢逆転ですわね。私の毒は体内に取り込んだ時点でじわじわと死に至らしめるものです。少々地味であることは否めませんが、手を汚さずに殺せる良い能力だと思っているの。もちろん、短い時間で大量に摂取すれば、一瞬で死に至らしめることも可能ですわ！　このように！」

　ヴァイオレットの手が、紫色に変色する。

　そして膝をつくファントムを貫かんと、腕を突き出した。

「くっ」

　貫かれる直前、ファントムは力を振り絞り横に転がってかわす。

　すると驚くことに、地面に突き刺さった彼女の指を中心に、地面すらも紫色に変色していく。

　ファントムは直感で、触れている部分まで毒に変えてしまうことを察した。

「逃げるだなんてつれないお方。私のプレゼントが受け取れませんの？」

「殺意のプレゼントは……ごほっ、いらないかな……」

　そう返したファントムは、ここにきて一番の量の血液を吐き出す。

　自分の死が間近に迫っている。

　それを強く実感させられた瞬間だった。

「このまま放置しても、間もなくあなたは死ぬ。けどそれでは面白くありませんわ。私はこの手に命を奪った感触がしなければ気が済みませんの」

　ヴァイオレットが、ファントムの首を掴み上げる。

　逃れようと動いたファントムだったが、先ほどの回避で力尽きてしまったためか、動くことすらできずに捕まってしまった。

「ぐぅ……あああぁぁ……！」

「ほら、ますます苦しいでしょう？　喉から侵されていく感触は」

　ファントムの喉が徐々に紫色に変わっていく。

　呼吸が完全にできなくなり、脳も内臓もすべてが毒に侵されていった。

　やがて全身から血を吹き出しはじめ、ファントムは痙攣だけを繰り返す物体に変わってしまう。

「もうお返事もできないですわね。ふぅ、それなりに能力も試せましたし、そろそろ解放してさしあげましょう」

　ヴァイオレットの腕が、ファントムの胸を貫く。

　心臓を破壊されたファントムは一度大きく跳ねたが、その後まったく動かなくなってしまった。

　絶命したことを確信したヴァイオレットは、腕を引き抜き地面に死体を投げ捨てる。

「さて、オレンジの方はどうなったのかしら。リューク様が負けることはまずありませんし、苦戦しているようだったら助太刀した方がいいかも――――え？」

　ヴァイオレットは振り返り、驚愕する。

　なぜなら、そこにファントムの死体がなかったから。

　そして気づく。

　周囲の景色が、先ほどとはまったく違う景色になっていることに。

「……そういうことね」

　今度はヴァイオレットが膝をつく。

　こうしているうちにも、周囲の景色は幾度となく変化した。

　やがて視界の端から徐々に街並みが崩壊していく。

　崩壊した場所には何もなく、ただ無を表す黒が侵食するように広がっていた。

　ヴァイオレットは天を仰ぎながら、乾いた笑い声を漏らす。

「ふふっ……初めから掌の上だったってことかしら」

　ひとしきり笑うと、ヴァイオレットは拳を強く握りしめ地面を叩いた。

「――――出して。ここから出して！　こんなところで死ぬのはいや！　せめてリューク様の前で死なせて！」

　とうに彼女の表情は崩れ切り、残っているのはただ泣き叫ぶ女の姿。

　やがて世界は崩壊し、黒く何もない空間だけが残る。

　その中心で泣き叫ぶヴァイオレットに、助けが来ることはなかった。
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「ようやく落ちましたか」

　ファントムは、目の前で膝をつくヴァイオレットの頭から手を離す。

　ヴァイオレットはうつろな表情でうなだれており、動く気配はない。

　それもそのはず。

　ヴァイオレットはファントムが作り上げた幻の世界に、永遠に閉じ込められてしまったのだから。

「毒の魔術ですか、まともに戦わずに正解でしたね」

　ファントムは手を払い、彼女に背を向ける。

　そして首だけで視線をヴァイオレットに向けると、小さく微笑みかけた。

「――良い夢を」










怒る不死鳥




「おらよッ！」

　レッドは俺に向け、炎をまとった蹴りを放ってくる。

　俺は片腕でそれを受け止めるが、炎により勢いが増しており吹き飛ばされてしまった。

　地面を転がりながら体勢を正せば、レッドがもう目の前まで間合いを詰めている。

「弱くなってんじゃねぇのか！　てめぇ！」

「っ！　やかましい！」

　踏み込まず、ただ腕の力だけでエクスダークを振るう。

　これに魔力をまとわせれば、腰は入っていなくても威力が跳ね上がるのだ。

　エクスダークの剣先は無防備に突っ込んできたレッドの腹部を深々と切り裂く。

「ッ！　関係ねぇ！」

　本来であれば致命傷。

　しかしレッドの能力の前では、この程度がかすり傷となる。

　傷を炎が包み込むと、瞬く間にそれを再生させてしまった。

　ほんの刹那の間だけ怯んだものの、即座に拳に炎をまとわせ叩きつけてくる。

「ほんとに厄介なやつ！」

「誉め言葉だ！」

　炎の勢いに負けぬよう、今度はエクスダークで受け止める。

　即座に切り返すが、その前にレッドは拳でエクスダークを押し返して距離を取った。

「まさかこんな風にてめぇと決着をつけられるとはな」

「確かにお前とは変な縁がある。いらない縁だけど」

「そういうなや。俺はてめぇを認めてんだぜ？　俺が本気を出すのに相応しい相手だってな！」

　レッドの背中から、炎が噴き出す。

　炎は徐々に翼を形どり、まるで不死鳥という言葉を体現するかのような姿となった。

「こっからの俺の体は、常に最善を維持する。どんなに斬られようが、体力が尽きようが、絶対に動きが衰えないってわけだ。どこまでお前がついてこれるか……見物だぜ！」

　炎の翼をはためかせ、レッドが俺に向けて突進を仕掛けてくる。

「エクスダーク……」

『分かっておる……もう止めん』

「ありがとう」

　エクスダークから悍ましいほどの闇のオーラが噴き出す。

　俺が大量に魔力を注ぎ込んでいる証拠だ。

　全身が変に軋きしみ、針に刺されているかのような激痛が襲ってくる。

　それでも動けないほどではない。

　俺はエクスダークを振り上げ、突進してきたレッドに叩きつける。

「らぁ！」

「オラァ！」

　レッドの腕には炎でできた刃があり、それとエクスダークがぶつかり合う。

　衝撃が周囲に拡散し、地面がめくれ上がった。

「まだまだァ！」

「っ！」

　体を反転させたレッドは、回し蹴りを放ってくる。

　それをエクスダークの腹で受け止め、いなすと同時にレッドの腹部に拳を叩き込んだ。

「がっ――」

　肉に拳がめり込む感触が伝わってくる。

　ただ、レッドの肉体は仰け反ってしまいそうなほどに熱い。

　下手に殴り続ければ、俺の拳が先に壊れてしまいそうだ。

「へっ、いてぇが……捕まえたぜ！」

「なっ！」

　そんな俺の腕を、レッドが掴む。

　強く握りこまれた腕は煙を上げ、熱とともに激痛が俺を襲った。

「おら！　炎熱地獄！」

　瞬間、レッドの体が燃え上がる。

　当然近くにいる俺は巻き込まれ、全身を炎に包まれた。

　体中の水分が一瞬で蒸発してしまったかと思うほどの温度。

　そして呼吸をすれば、内臓すべてが悲鳴を上げた。

「ぐぁぁぁぁ！　――ッ！　エクスダーク！」

『うむ！』

　俺は声を漏らしながらも、魔力をエクスダークに注ぎ込む。

　するとエクスダークから黒いオーラがさらに吹き出し、俺の周りにあった炎を吹き飛ばした。

「何ッ！」

「せやぁぁぁ！」

　レッドの体を、下から上へと斬り上げる。

　血飛沫が視界一杯に広がり、その向こう側でレッドがよろけていた。

　追撃の好機――と足を踏み出すが、同時に襲い来る激痛に思わず立ち止まる。

　一気に魔力を使いすぎた。

　それに火傷やけどのダメージも加わり、すぐさま攻撃に移ることができない。

「はっ……かなりガタが来てんじゃねぇか？」

「そういうお前は、どうやったら死ぬんだよ……」

「……さあな。俺ですらどうすれば死ねるのか分からねぇからな」

　レッドは自嘲気味に笑うと、顔を伏せ肩を竦すくめた。

「――てめぇの回復を待つ間、ちょっと昔話をしてやるよ」

「は？　どうしてお前が俺の回復を待つんだよ」

「全力のてめぇと戦わねぇと、因縁がいつまでも消えねぇんだよ。手負いのてめぇを倒したところで、俺が納得できねぇ」

　……敵にしては、つくづく分からない男だ。

　見ている限り、今のレッドから敵意は感じない。

　いや、初めからそんなものはなかったのだ。

　こいつは、ただ俺との戦いを楽しみたいだけ。

　ならば遠慮する必要はない。

　この状況を利用して、体力とダメージを回復させてもらおう。

「俺は親に捨てられたもんでなぁ。死なねぇ体を持つ息子なんて気味が悪くて仕方なかったんだと」
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　仕方ねぇから、一人で生きた。

　飯も自分で確保しねぇといけねぇから、魔物を殺して食った。

　一人で殺して、一人で奪って、一人で食って、一人で寝た。

　その繰り返しだ。

　いつの日か周りに魔物がいなくなって、食うのに困っちまった。

　俺は森を歩いているところを盗賊どもに拾われて、一緒に人間を襲った。

　飯は食えるようになったよ。

　ただ、面白おかしく人間を殺す盗賊どもと仲が悪くなっちまった。

　気に入らなかったんだよなぁ。何でか分からねぇけど。

　イラついたから盗賊どもを皆殺しにしたら、今度は国に捕まっちまった。

　盗賊の仲間だからだってよ。もう弁明する気も起きなくて、大人しく捕まってやったよ。

　飯も出たしな。

　そんなこんなで過ごしてたらよぉ、俺に会いに来るもの好きがいたんだわ。
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「それが、お前もよく知ってるリューク・ロイだった」

「……」

「リュークは言った。俺の力が必要だとな。暇だしついていってみりゃ、そこには俺みたいなはみ出し者どもが何人もいてなぁ……でかいことをやるっていうから、興味惹かれて仲間入りよ」

　うすら笑いを浮かべて話していたレッドの表情が、突然がらりと変わる。

　それは怒りの形相ともいえるもので、レッドは拳を高く振り上げるとそのまま地面を殴りつけた。

　火の粉が巻き上がり、地面が赤くなるほどに発熱する。

「あの野郎ども……国を潰すとかいいながら、やってることは人質とって敵が来るのを待ってるだけ……魔王軍の隊長どもと全面戦争ができるかと思いきや、それも避けるとかぬかしやがる」

　もう我慢ならねぇ――。

　そうレッドは言った。

「なら、一緒にリュークと戦えば……」

「それじゃ面白くねぇんだなぁ、これが。てめぇらは強い。だから、どっちとも戦った方が面白れぇ」

「――――そうかよ」

　俺はエクスダークを構える。

　もう休憩は十分だ。

「お、やれんのか？」

「ああ。お前の話を聞いて、俺の考えが変わらなくて本当によかったよ」

「あん？」

「俺も、お前と決着をつけたいと思っていた」

「へっ、そうこなくっちゃなァ！」

　レッドから炎が噴き出す。

　今までで一番の火力だ。

　……レッドの倒し方など、まだ思いつかない。

　それでも、倒さなければならないのだ。

　じゃないと、俺の気が収まらない…………。

『やるんじゃな、主』

「ああ」

『我から一つ提案がある。成功すれば、やつを倒せるかもしれん』

「……本当か？」

『うむ。主の寿命、少しもらうがな』

　エクスダークは申し訳なさそうに言う。

　――俺の回答は、決まっていた。










灰と化す不死鳥




「――そんなことができるのか」

『うむ。我をあやつに突き立てることができればな』

「分かった。それで行こう」

　俺はエクスダークに魔力を補充しなおす。

　ほんの少し休めたおかげか、全身の痛みも少しだけ引いている。

　チャンスは今しかない。

　ここで出し惜しみをせずに挑まなければ、どのみちここで俺が死ぬ。

「行くぜ……アデル！」

　レッドの背中から炎が噴射し、俺に向けて高速の突進を仕掛けてくる。

　速いだけでなく、掠ればそれだけで大ダメージを負うほどの熱量を帯びていた。

『これが我を用いて放てる最大の攻撃じゃ！　気張れよ主！』

「ああ！」

　エクスダークから噴き出したオーラが、刀身の周りに渦巻く。

　やがてそれは漆黒の大剣を形どった。

　俺はそれを高く振り上げ、息を吸う。

「らぁぁぁぁ！　鳳ほう凰おう拳けんッ！」

「『――――黒こく帝てい剣けんッ！』」

　レッドの拳に、すべての炎が集約した。

　図らずしも俺たちが最後に繰り出した技は、同じ系統の技だったようだ。

　赤と黒がぶつかり合い、衝撃がほとばしる。

　衝撃は大きく地面をめくり上げ、あっという間に周囲を岩場のような景色へと変えた。

　膨大な力同士が拮抗している中、俺は限界以上の力をエクスダークに注ぎ込む。

「っ！　まだ力が上がりやがるのか！」

「う――おおおぉぉぉ！」

　拮抗が崩れる。

　体でエクスダークを押し込み、レッドの腕を斬り飛ばす。

　宙を舞うレッドの腕を目にとめず、俺はさらに一歩足を踏み出した。

「これで終わりだ……ッ！」

　エクスダークの剣先を、レッドの胸へと突き入れる。

　そのままレッドの体を貫き、衝撃によってできた岩に縫い付けた。

『今じゃ！』

　レッドと刃が接している部分に、神経のような筋が広がっていく。

　俺とエクスダークが出会ったとき。

　こいつを手にした瞬間体を乗っ取ろうとしてきたことを思い出す。

「な、何だこりゃ……」

『悪いのう。お主の体は乗っ取らせてもらった』

　レッドは気味が悪そうに自分の体を見下ろしている。

　先ほどの一撃で炎を一度使い切ったのか、神経を焼き切ろうとする様子はない。

『これでお主は我の支配下じゃ。そして……』

「っ……おいおい。マジか」

　レッドの足先が、まるで炭のように黒く変色し崩れていく。

　それは徐々に膝の方へ上り詰め、その範囲を広げていった。

「何してやがるんだ……てめぇ」

「その剣が、お前の体に滅べって命令してるんだよ。そいつは人を乗っ取る魔剣だからな」

　エクスダークは、侵食し支配した者を自由に操れる。

　正確には、命令を出すと支配された者は逆らうことができなくなるらしい。

　そしてそれは、『死ね』という命令も例外ではない。

　レッドは逆らうことのできない死の宣告によって、不死身の体を自ら手放すことになったのだ。

「はっ……俺はここで死ぬわけか」

「そうだ。お前はここで死ぬ」

「じゃあ、俺の負けだな」

「ああ。俺の勝ちだ」

「何だかよぉ……負けるってのはこんなに悔しいもんなんだな。今まで負けるってことなかったからなぁ」

　口から出る言葉の割に、レッドは笑っていた。

　不思議と楽しげな彼は、俺に向け手を差し出してくる。

「手、出せ」

「……？」

「別に悪あがきはしねぇよ。いいから、出してみろ」

　レッドの目は嘘をついているようには見えなかった。

　もうこの距離ですら俺を殺す力は残っていないのだろう。

　俺はレッドの手に自分の手を重ねた。

「勝者には褒美をやるもんなんだろ」

　レッドの掌に炎が宿るが、どういうわけかほんのり温かいだけで熱くはない。

　その温度は手を伝い、徐々に全身へと回る。

「これは……」

「ずいぶん弱っちまった俺の力じゃてめぇの体を全盛期に戻すことはできねぇが……これで大分マシになったはずだ」

　そう言われてみれば、全身の痛みが和らいでいた。

　魔力を使うたびに苦しんでいたのだが、今はそれがない。

「今日中なら、てめぇは一度くらいなら本気が出せるだろうな。本当なら、本気のてめぇと戦うのは俺がよかったんだが……まあいい。満足だ」

　レッドは俺から手を離す。

　すでに炭となってしまった部分は上半身に達しており、間もなく全身が崩れてしまうであろうことが分かった。

「てめぇがリューク・ロイをぶちのめせ」

「……ああ、任せろ」

「頼むぜ、クソ勇者。いけすかねぇあいつの顔を、醜く歪めてや……れ……」

　目の前で、レッドという男が完全に崩れ落ちた。

　あとに残っているのは、もはや何なのかも分からない黒い塊。

　それも徐々に風に吹かれ、宙に消えていく。

　こうして、一人の不死鳥の命が終わりを告げた。

「――――あとは」

『あの男だけじゃな』

「ああ」

　エクスダークを岩から引き抜く。

　鞘さやに戻し、俺はイスベルとリュークが戦っているであろう場所へと視線を向けた。




◆　◆　◆




　リュークは地面を跳ねていた。

　自分が何をされているのか分からない。

　気づけば顔を地面につけていた。

　ただ全身が痛い。

　まとわりついている冷気のせいで動きが鈍く、思うように動かない。

「立て、まだ終わりではないぞ」

　忌いま々いましい女の声がする。

　顔を上げれば、自分を見下すように立っている魔王の姿があった。

　立たねばならない。

　リュークは聖剣セイヴァースを支えに立ち上がると、その剣先をイスベルに向ける――――。

　と同時に、真後ろに吹き飛ばされていた。

　原因は、胸元にめり込んだ氷のつぶて。

　リュークは、この攻撃を何発も受けてしまった。

　来ると分かっていても、かわせないのだ。

　威力、そして速度。

　どれもリュークの常識とは一線を画している。

　故に、すでに満身創痍といった具合に追い詰められていたのだ。

「立て。まだ私は貴様に借りを返していないぞ」

「調子に……乗るな！」

　リュークは立ち上がり際に飛剣を放つ。

　粗削りだが、セイヴァースの力が足され、その規模は巨大。

　生身で受ければ、アデルでさえも重傷を負う一撃だった。

「――鬱陶しい」

　しかし、イスベルはそんな攻撃に手をかざすだけで凍らせる。

　氷は瞬時に空中で砕け、リュークの飛剣を跡形もなく消し飛ばした。

　イスベルには、氷の結晶一つ届くことはない。

「まだだ。すべて見せろ」

「な……に……？」

　イスベルが一歩踏み出すたびに、地面に氷が広がる。

　そしてリュークの目の前まで来たイスベルは、相変わらず彼を見下しながら言い放った。

「お前の手の内をすべて見せろと言っている。すべてこの場で打ち砕いてやるから」

　この場にいる者が誰であっても、彼女のその言葉には戦慄を覚えただろう――――。










魔王イスベル




　リュークは思い出していた。

　勇者として育て上げられたはずの自分が、目の前の魔王に一切歯が立たなかったことを。

　彼女と正面から戦えたのは、初めから終わりまでアデルただ一人。

　リュークはそれを、聖剣セイヴァースのおかげだと思い込んでいた。

　だから死に物狂いで手に入れた。

（それなのに……ッ！）

　全身に氷のつぶてが命中する。

　身が弾けそうなほどの激痛が襲い、リュークは地面を転がった。

「はぁ……はぁ……」

「まだだろう？　早く立て」

　リュークは体を起こす。

　イスベルは先ほどから、リュークがなすことすべてを後だしで粉砕していた。

　それゆえに、リュークは深い敗北感を味わっている。

　これだけダメージを受けても動けるのは、やはりセイヴァースのおかげだ。

　受けたダメージを瞬時にとはいわないが、驚異的な速さで再生している。

「聖剣を持ったアデルはもっと強く、技も多かったが……貴様は本当にこの程度なのか？」

「この程度なわけが……ないだろ！」

　リュークは、自分の温存していた魔力を解放する。

「限界突破リミツトブレイク……！」

　この力は、リューク自身の持つ力。

　魔力回路を限界以上に開き、普段よりも強力な魔術を発動する。

「これはアデルにはない力だ！」

　リュークから光の粒子が溢れ出し、それがいくつもの剣を形どる。

　光の剣はリュークの周囲で舞い始め、絶えずその数を増やしていた。

「光粒子の無限剣軍フオトンソード・サークル。もうお前にいいようにされることはない」

「大層な技だな」

「余裕な表情を浮かべていられるのも、今うちだぞ」

　リュークはセイヴァースを持っていない方の手でイスベルを指す。

　すると、すべての光の剣がイスベルの方へ向いた。

「加減はできないからな」

　一斉に、剣がイスベルに襲い掛かる。

　イスベルは後ろに跳んでかわすが、かわした先に別の剣が襲い掛かってきた。

「小賢しい」

　イスベルは目の前に氷の壁を出現させる。

　いくつかの剣が氷の壁に突き刺さって止まるが、上や横、壁のないところから剣が飛来した。

「面倒くさい能力だな」

　自分を囲むように氷のドームを出現させると、すべての剣を受け止めることに成功する。

　見える範囲のもの、ではあったが。

「っ！」

　イスベルの足元が盛り上がる。

　驚く彼女に対し、真下から剣が突き出してきた。

「下からの攻撃は防げないだろう！」

　イスベルの氷のドームが音をたてて壊れる。

　元々、外側からの攻撃を防ぐためのドームだ。

　内側からの攻撃に耐えられる造りではない。

　しばらく冷気によりイスベルの姿が確認できなかったが、それが晴れることでようやくその姿が視認できる。

「……」

　イスベルの肌に、無数の切り傷ができていた。

　反射的に氷の盾を腕に作り出し、致命傷となる部分の攻撃は防いだらしい。

　しかしすべての剣を防ぐことはできず、それが無数の怪我につながっていた。

「顔から余裕が消えたな。そろそろ本気を出すか？」

「……そうだな」

　イスベルの肌についた傷が、凍りつく。

　これにより、すべての傷の止血が済んだ。

「確かに貴様の限界突破は強力だ。だが、私を倒すのにはまだほど遠い」

「……なに？」

「本気を出させたければ、もう少し規模を大きくすることだな」

「っ！　ほざけ！」

　リュークの周囲に広がっていた剣が、さらに増殖する。

　もはや数えたいとすら思わないほどの数となった剣は、イスベルの周りを旋回し始めた。

「剣の雨ソードレイン！」

　剣の雨がイスベルに降り注ぐ。

　すべてが彼女のいる位置に集約し、轟ごう音おんとともに砂埃を巻き上げた。

　やがて剣の雨が降りやむと、ゆっくりと砂埃が晴れていく。

「これだけやれば――――」

「どこを見ている？」

「ッ？」

　リュークは振り返る。

　いつの間にか真後ろにいた………イスベルと、彼の目があった。

　とっさにリュークは距離を取るが、その頬には冷や汗が伝っている。

（見えなかった……！　いつかわしたのかすら何も分からなかったぞ？）

　口に出さなかったのは、彼の最後のプライドのおかげか。

　頭をどれだけ巡らせても、あの状況でイスベルが雨をかわせた理由が分からない。

　逃げ道をすべて潰すように剣を展開したはずだった。

　なのに、イスベルは無傷。

　掠った気配すらどこにもない。

「そろそろ品切れか？」

「くっ……舞え！　剣たちよ！」

　再び剣が展開する。

　さらに数を増やし、上空だけでなく真横にすら剣が並びだした。

「今度こそかわせまい！　剣の雨ソードレイン！」

　剣がイスベルに襲い掛かる。

　もはや氷の壁を作る時間すらない間合い。

　それでもイスベルの表情は変わらなかった。

「特別に見せてやろう。今度は少しだけ温度は上げる………」

　イスベルはたった一回指を鳴らす。

　次の瞬間、周囲から音が消え去った。

　リュークの動きも、目を見開いた状態で止まる。

（何だ……これは……）

　まるで時が止まってしまったかのように、視界に入るものすべての動きが止まっている。

　いや、正確には止まっているわけではない。

　ゆっくりと、本当にゆっくりと動いている。

「凍てつく時タイムフリーズ。私の氷魔術は、時すらも凍らせる。本来は完全に凍りつかせるのだが、今は少し温度を上げて貴様の思考を許しているわけだ。この中を動けたのは、後にも先にもアデルだけだ」

　リュークは思い出す。

　アデルたちとともに彼女と戦ったとき、戦闘開始の時点で自分たちが何もできず吹き飛ばされたことを。

（これがあのときの現象の正体か……！）

　イスベルは自分を囲んでいた剣たちを手で払いながら、リュークに歩み寄る。

　目の前の彼女を攻撃したくとも、リュークの体は動かない。

　簡単に接近を許してしまったリュークの前で、イスベルは構えを取った。

「仕置きの時間だ」

　イスベルの腕に魔力が渦巻く。

　リュークの体は、それでも彼女を見ていることしかできない。

「氷ひよう底てい――」

　リュークの胸を、渾身の掌底が打つ。










乗る勇者




「何だ、もう片付いてたか」

『ほほう、やるのう小娘』

　イスベルとリュークが戦っていた場所に駆けつけてみれば、目の前でリュークが吹き飛ぶ瞬間に出くわした。

　彼女が放ってきた中で、近接戦に限っていうならばもっとも強力だと思われる技、『氷底』。

　直撃すれば内臓が凍り、同時に加えられる打撃によって粉々に砕かれる。

　俺が受けたときはセイヴァースの柄で受け止めたため難を逃れたが、リュークは間違いなく直撃。

　セイヴァースのおかげで――というか、セイヴァースのせいで即死はできないだろうが、地獄のような苦しみの後に命を落とすだろう。

「うむ、アデルか。貴様の方も終わったようだな」

「ああ。少し苦しい戦いだったけど、まあなんとかなった」

「……そうか」

　俺の言葉を聞くと、イスベルは困ったように微笑んだ。

　――イスベルは、俺よりも俺の限界を知っていたのだろう。

　彼女と正面からぶつかり合ったとき、俺の体が崩壊を始めていたことを悟っていたのだ。

「さて……さすがは聖剣を扱える者なだけはある。まだ生きているとはな」

「カッ――――ヒュー……ヒュー……」

　リュークは、まるでおぼれているかのように手足をばたつかせ、懸命に息を吸おうとしている。

　聖剣は所有者の再生力を高める。

　それは決して回復魔術などではなく、あくまで治りを早くしているだけにすぎない。

　リュークが破壊された部位は、肋骨、背骨、心臓と肺。

　おそらくその周囲の臓器や骨も無事ではないだろうが、問題なのは心臓だ。

　体はもっとも重要な器官である心臓の再生力を早める。

　これにより最低限血液を送り出すことを可能とするが、続いて出てくる問題が肺だ。

　肺がなければ呼吸ができない。

　再生力のほとんどは心臓で使われてしまっているため、肺はゆっくり再生することになる。

　それでも十分早いのだが、酸素が脳へ届かず、結局待ち受けるのは死だ。

「哀れなものだな」

「……」

　必死にもがきながら、何もない場所へと手を伸ばすリューク。

　救いを求めているのだろうか、その姿はなんとも――悲しかった。

「終わらせてやれ、アデル」

「……ああ」

　俺はエクスダークを抜き、リュークへと歩み寄った。

　たった数十メートルの距離が、途方もない距離に感じる。

　決別を誓った相手だ。

　ここでとどめを刺すことに抵抗は感じない。

　それでも……こうならない結末がどこかにあったのかもしれない。

　そう考えずにはいられなかった。

『――おい』

「……ん？」

『何度も我は声をかけてたぞ！　感傷に浸って顔ばかりみとるんじゃない！』

「ッ！」

　このときばかりは、俺の人生の中でもっとも失敗であったと言ってもいいかもしれない。

　リュークは、ただじたばたしているだけではなかった。

　虚空に伸ばしていたはずの手は、いつの間にか取り落としていたセイヴァースへと届こうとしている。

　この状況で、懸命に生に手を伸ばしていたのだ。

『そやつにセイヴァースを握らせるなッ！』

「ッ――飛剣！」

　とっさに飛剣を放つ。

　当たれば確実に息の根を止められるという一撃であったが、それはリュークを中心に広がった光の爆発によってかき消された。

「あぶな……かった……っ！　この僕がっ……死ぬところだった……！」

　光の中心にいたリュークは、必死に空気を吸いながら言葉を吐きだす。

　聖剣セイヴァースに注いだ魔力を、さらに強力な再生力に変換した。

　それによって肺の再生が間に合い、一命を取り留めたのだ。

「すまない、アデル……私の責任だ」

「いや、俺もどこかでためらってしまったのかもしれない」

　明らかに致命傷を負った人間が、これ以上何かできるとは思わなかった。

　本当にそれだけの、間抜けな理由だったのだ。

　連戦による疲労だとかなんだとか、言い訳を探せばいくらでも見つかる。

　言わないのは、下手な弁論よりも今からすべきことの方が優先だからだ。

「もう一度仕留める！　今度は二人でだ！」

「ああ……っ！」

　俺とイスベルは、余計な思考をすべて捨ててリュークへと迫る。

「――よしてくれ」

　そんな俺たちを止めたのは、リュークの儚げな制止だった。

　明らかに戦意を放り投げたその行為に、思わず俺たちの足が止まる。

「僕はもう長くない。セイヴァースに頼って一命は取り留めたけど、受けたダメージが大きすぎたんだ。それを今悟った」

　彼は目を伏せると、セイヴァースを地面に突き立てて手を離した。

「この戦いは、君たちの勝ちだ。それを認める。だから――最後の望みを聞いてもらえないだろうか？」

「……何だ」

「アデル、君と一対一で戦いたい」

「……」

「これを君に返す。最後は剣士として、全力の君と戦いたいんだ」

　しばしの沈黙が、辺りを支配した。

　それは俺の思考する時間。

　一度瞳を閉じ、鞘さやにエクスダークを戻す。

「――――分かった」

「アデルっ？」

　イスベルが驚愕した様子で俺を見る。

　今ならば絶対に勝てるという条件が整っているのに、それを手放すといっているようなものなのだから、当然だ。

「……ありがとう。僕は魔王城で待つ。僕と君が別れたあの場所であれば、最後の戦いの場所としては最適だろう？」

「持ち主はイスベルなんだけどな……まあいいや、分かった」

「それじゃあ、先に行って待っているよ。安心してくれ、逃げたりなどしない。僕に残っている騎士道が、それをさせないから」

　リュークは俺たちに背を向け、魔王城の方向へと歩き出す。

　俺は、それを黙って見送った。

　彼の背中が完全に見えなくなった頃、呆れたようにイスベルが息を吐く。

「呆れたぞ、アデル」

「ん？」

「貴様はどこまでお人好しなのだ。ここまで私たちを追い詰めた相手が出した条件を、ここにきて呑むか？」

「まあ……考えなしってわけじゃないさ」

　俺はセイヴァースを地面から引き抜く。

　するとセイヴァースから分裂するかのように鞘さやが出現し、俺の腰に備わった。

「俺は、別にリュークと特別仲が良かったわけじゃない」

　セイヴァースを鞘さやに納めながら、俺はイスベルへと向き直る。

「それでも、仲間として旅をしたのは年単位だし、それなりにあいつのことは知ってるつもりだ」

　こんなことを起こすやつであったことが見抜けなかった時点で鼻で笑ってしまえるのだが。

「数年の旅の中で、俺はあいつの癖だけはよく覚えてた。あいつは――」

　――何か企んでいるとき、儚げに笑うのだ。

　リュークが最後に見せた表情。

　あれは、仲間たちとの休息の時間で彼がときたま見せた、些細ないたずらを思いついたときの顔。

　俺は一切その被害にあったことがないし、主に被害者は魔術師だけだったけれど……。

　思えばずっと、リュークは性格が悪い男だったのだ。

「あいつは何か企んで、行動を起こそうと俺を待ってる。だから行くんだ。正面から叩き潰すために」

「なっ……分かってて」

「たとえ魔王が万全を期して待ち構えていると知っていても、挑まなければならない。それが勇者だ。人間が魔王ってのもおかしな話だけど」

　俺はエクスダークとセイヴァースという、魔剣と聖剣を携えた。

　こいつらとも話す必要があるな。

　まずは――。

「セイヴァース」

　長らく付き添い、終いには手放した愛剣の柄を叩く。

　しばらくして、俺の意識は闇へと落ちていった。










聖剣と魔剣




　暗い闇が晴れる。

　すると、前と変わらない、セイヴァースが祭壇に突き立っている光景が広がっていた。

「やっぱり、再び妾を手にしてくださいましたね。アデル様」

　一つ瞬きをすれば、剣は可憐な少女の姿に変わっていた。

　俺は小さく肩を竦すくめ、彼女、セイヴァースへと歩を進める。

「ああ、本当にお前の言う通りになるとは思ってなかったよ」

「私の予感は外れないのですよ。特にあなたのことに関しては」

　セイヴァースは俺に向けて微笑みかける。

　相変わらず、何とも感想のつけ難い表情だ。

　俺は息を吐くと、改めて彼女の目を見つめる。

「……契約するぞ」

「ええ。ご遠慮なく」

　いつの間にか、セイヴァースは剣の姿に戻っていた。

　俺は祭壇の前に立ち、セイヴァースを抜き放つ。

　当然のことながら、恐ろしいほどに手に馴染む。

　初めてセイヴァースを手にしたときも、こうして契約したのだ。

『これで、妾の持ち主はアデル様に戻りました。存分に力をお使いください。とはいえ、次の戦いが最後でしょうけど』

「ああ、そうだな」

『では、彼女とも話しておいた方がいいでしょう』

　俺は気配を感じて、振り返る。

　そこには、黒いワンピースを着た黒神の少女が立っていた。

　長らく共にしていたから分かる。

　この少女は、魔剣エクスダークだ。

『この空間に魔剣を呼ぶのは癪でしたが……仕方ありません』

「ありがとう、セイヴァース」

　俺はエクスダークに歩み寄る。

「こうして会うのは初めてだな、エクスダーク」

「主……我の役目はここまでじゃな」

　エクスダークはほんの少し悲しげに笑う。

「聖剣を取り戻したってことは、我の力はもう必要ない。主の下から去り、どこかまた人のこないところにでも封印されようと思う」

「……はぁ、何いってるんだ」

「へ？」

「お前だって、俺がせっかく手に入れた剣なんだ。手放すわけないだろ」

　俺の言葉にまず反応したのは、エクスダークではなくセイヴァースであった。

『な、何を言っているんですか！　アデル様！　妾というものがありながら他の剣も手にするなどと！』

「いいじゃないか。エクスダークを使えば体に負担がかかるけど、それはセイヴァースが癒してくれる。リスクはほぼなくなったってわけだ。ならお前たち二振りを持てば、もう敵なしだろ？」

『そんな勇者……聞いたことありません』

「何度も言ってるぞ、俺はもう勇者じゃないって」

『……仕方ありませんね』

　セイヴァースの柄をそっと撫でる。

　拗ねてしまったようだが、セイヴァースは納得してくれたようだ。

「あとはお前だ、エクスダーク」

「主……」

「お前が必要だ。ついてくるかこないかは自分で決めてくれていい。ついてきてくれるなら……この手を取ってくれ」

　エクスダークに手を伸ばす。

　彼女は俺の手を見て一瞬強張るが、ゆっくり力を抜いて口を開いた。

「我は……主を傷つけて、剣失格だと思った。いつの間にか魔剣であることを忘れ、純粋な剣として主に忠誠を誓ていたのだ……」

「……」

「――――離れたくない」

　エクスダークの手が、俺の手に重なる。

　まるで親が遠くへ行ってしまうのを引き留める子供のように、エクスダークは俺の手を引っ張った。

「主とまだ一緒に……傷つけずに済むのなら……まだ一緒にいたい！　連れて行ってくれ！」

「……分かった」

　一つ瞬きをすれば、エクスダークは剣の姿に戻っていた。

　片手には白い剣、片手には黒い剣。

　これがそれぞれ聖剣と魔剣というのだから、人生とは何が起こるか分からないものだ。

「よし、戻るか」

　空間の崩壊が始まる。

　やがて足元が消え、俺の意識は浮上するために一度暗闇に沈みこんだ。




◆　◆　◆




「――――ん」

　目を開ければ、目の前にはイスベルが立っていた。

　イスベルは意識を飛ばしていた俺を心配そうな表情で見つめている。

「大丈夫か？」

「ああ。ちょっと話をしてきただけだ」

　これで準備は整った。

　さて、向かうか――と魔王城の方へ体を向けた瞬間、背中に柔らかい感触がして、腕が体に回ってくる。
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　頭の中が混乱し、数秒の間イスベルに抱き着かれたと認識することができなかった。

「なっ、なんだよ」

「――必ず帰ってきて」

「……」

「ちゃんと倒して、生きて私のところに帰ってきて。約束できないなら私も一緒に行く」

　何とか首を回してイスベルの表情を見れば、縋すがりつくような顔で俺に抱き着いていた。

「……約束するよ。俺はお前のところに戻ってくる。それで、一緒に村に帰ろう」

「約束だぞ？」

「ああ、約束だ」

「……分かった」

　イスベルの手が離れる。

　俺はそれでも心配そうに見つめてくる彼女に対し、二振りの剣の柄を叩いて見せた。

「俺はお前を倒した男だ。忘れたか？」

「っ……！　そうだったな！　貴様が負ければ私の名折れだ！　絶対に負けるでないぞ！」

「分かったよ、魔王様」

　俺はイスベルに笑いかけ、今度こそ魔王城へと歩き出す。

　何が待っていようと関係ない。

　今の俺は――――誰にも負ける気がしないんだ。










勇者と勇者




「来たね、アデル」

「望み通り一人で来たぞ、リューク」

　魔王城の最上階。

　その魔王の間に、リュークはいた。

　彼の後ろには二つの巨大な魔石。

　中にはそれぞれ一人ずつ人間が入っている。

　これがイレーラとファントムの言っていた、歴史から抹消された勇者というやつか。

「――僕と彼らは、友人だった。魔王を倒すため訓練をし、苦楽を共にしていたんだ。その結末がこれだ。だから僕は誓ったんだよ。彼らを蘇らせ、三人でこの世界を統べてやろうって」

「……」

「僕は身を隠し、仲間を集めて機をうかがった。そしてようやく計画を行動に移したわけだよ――ところでアデル、勇者とは何だと思う？」

　魔石をそっと撫でながら、リュークは続ける。

「僕は、勇者とは王となる者のことだと思っている。人々を絶望から救い出した救世主が、その後の世界を率いていくんだ。勇者とは、すべての存在の上に立つ者なんだよ」

「……それがお前の考えか」

「ああ、そうだよ。僕らは勇者だった。だから、僕は王となるべきなんだよッ！」

　何を思ったか、リュークは背後の二つの魔石に魔力を流し込む。

　人の入った二つの魔石は光を放ち、部屋中を照らし出した。

「残念だけど、僕に死ぬつもりはない！　このまま逃げおおせて、再びこの世界を見下ろせる日が来るまで身を隠す。その前に……アデル、お前だけはここで始末する」

　思った通り、そう来たか。

　魔石は一層強い光を放ったかと思えば、その形を徐々に変化させていく。

　同時に魔力の粒子が溢れ出し、リュークの中に吸い込まれていった。

「これだけは使いたくなかった……が、この際仕方がない。僕一人でも野望を成し遂げよう」

　魔石は、中の人間ごと形を変え、二振りの剣となる。

　極彩色に輝く刀身は、名状しがたい不気味さを放っていた。

「虹彩剣ジー、虹彩剣ビブとでも名付けようか」

　あの二振りの剣。

　どちらも桁違いの力を持っている。

　それにリューク自身の力も、先ほどまでとは比べ物にならない。

　純粋に保有魔力量が跳ね上がっているせいで、わずかに魔力が漏れ出してしまっている。

「勇者三人分の力だ。蹂躙させてもらうよ、アデル」

「――――その前に、俺も一言いわせてもらおう」

「何？」

「勇者とは何か。俺は……誰かの幸せを願える者のことだと思う」

　エクスダークとセイヴァースを抜き、構えた。

　今までの傷はレッドが、これからの傷はセイヴァースが治してくれる。

　もう遠慮する必要はないんだ。

　初めから全力で二つに魔力を注ぎ込む。

　溢れ出すのは白いオーラと黒いオーラ。

　目の前で揺らめくそれを、俺は少し気に入った。

「ここに来て綺麗ごとか……つくづく気に入らない男だ！　アデルッ！」

　リュークが剣を振りかぶる。

「行くぞ、お前たち」

『足を引っ張らないでくださいませ、魔剣』

『貴様に言われるまでもないわ！　聖剣！』

　俺は真っ直ぐリュークへと駆けていく。

　剣の届く距離まで接近すると、まずリュークの振り下ろしてきた剣をエクスダークで受け止めた。

　衝撃が駆け抜け、部屋全体が揺れる。

「ついでだ……！　お前を倒した後、その聖剣と魔剣もいただこう……！」

「そいつは無理だ」

　セイヴァースを横薙ぎに振るう。

　それはリュークのもう一つの剣に防がれるが、その隙にエクスダークを強く押し返し、一拍分の距離を稼いだ。

「ふっ！」

　エクスダークを引き戻し、突きを放つ。

　首元へ向かっていく剣先を、リュークは真後ろに跳んでかわした。

「お前に二刀流の心得はなかった気がしたんだけどね」

「武器がこの二振りでなければ。ここまで動けないさ」

「なるほど、結局は他人頼りということか！」

　リュークが猛攻を仕掛けてくる。

　俺はそれを冷静にさばいていった。

「お前に使われる剣たちがかわいそうだよ！」

「……他人頼りでも何でもいいさ。一人になるのは、お前だけで十分だ」

「何――――」

　リュークの剣たちを、腕ごと強引に跳ね上げる。

　そしてがら空きになった胴に、エクスダークとセイヴァースを連続で叩き込んだ。

「がっ……」

　リュークが膝をつく。

　傷口からは血が溢れ出し、瞬く間に周囲に血だまりを作り上げた。

　しかし、その傷が存在したのもほんの数秒。

　すぐさま傷が塞がり、リュークは再び立ち上がって構える。

「効かないよ……今の僕は勇者三人分の生命力、そして魔力を保有しているのだから。お前がどれだけ僕を攻撃しても、その攻撃は何の足しにもならないのさ！」

　リュークの剣の周りに、魔力が揺らめく。

　これはきっといつものあの技だ。

「双飛剣！」

　巨大な飛剣が二つ向かってくる。

　俺はそれをエクスダークとセイヴァースを重ねることで受け止めた。

　刃と刃がこすれる音が周囲に響く。

　受け止めたはいいものの、二つの飛剣の重量に俺の体は後ろへと徐々に押され始めてしまった。

「無駄だ！　お前では今の僕の攻撃を防ぎきることなんてできない！」

「リューク、お前は俺を甘く見すぎだ」

　確かに、リュークの一撃は重いと感じる。

　重いのだが……それが脅威となるほどではない。

　俺はエクスダークとセイヴァースで、リュークの飛剣を斬り払う。

　空中で破壊された飛剣は、そのまま粒子となり霧散した。

「なっ……」

「先に言っておくぞ、リューク」

　俺はエクスダークとセイヴァースを左右に払い、真っ直ぐリュークを見据える。

「お前は、今の俺に傷一つつけることはできない」










帰るアデル




「さあ、最後の戦いをしよう」

「っ！　調子に――――乗るな！」

　リュークが俺に向かって飛びかかる。

　俺は容赦なく振られる彼の剣を、すべて紙一重でかわしていった。

　激昂しているリュークの攻撃に、もはや剣を使う必要などない。

「くっ……なぜ……」

「今のお前、隙だらけすぎるよ」

「がっ――」

　剣を振りかぶったリュークの腹に、前蹴りを突き入れる。

　目を大きく見開きながら、リュークは真後ろへと吹き飛んだ。

　床を転がり、魔王の玉座に背中を叩きつけてようやく止まる。

『我が全力で強化した主が、お主程度に負けるわけがなかろう！』

『あなたの強化など大したことはありません。主に妾の強化のおかげだと思います』

『なんじゃとう？　主！　我のおかげじゃよな？』

「半々だ」

　俺の今の体は、常に二振りの剣による強化が最大限施されている状態。

　感覚も鋭くなっており、今なら天候の変化すら把は握あくできそうだ。

　リュークの動きも、もちろん手に取るように分かる。

「ふざけるな……っ！　僕は友を犠牲にしてまでこの力を手に入れたんだ……！　この程度で終わるわけがない！」

　リュークの持つ二振りの極彩色の剣が、さらに強い光を放つ。

　剣を強化するとともに、自分の体にも身体強化を施したようだ。

「うおぉぉぉぉ！」

　再びの特攻。

　今度こそ一筋縄ではいかないだろう。

　俺はエクスダークとセイヴァースの刃を返し、リュークを迎え撃った。

　剣と剣がぶつかり合い、火花が散る。

　刃が幾重にも交差し、床や壁を削った。

　お互いに二刀流であるため、片方で受け片方で攻めるの繰り返し。

　やがて部屋の中に赤が混じる。

　それはリュークの血液だった。

　初めは拮抗していたが、徐々に俺の一撃がリュークに傷をつけ始めている。

「はぁ……はぁ……なぜだ……」

「……」

「なぜだぁぁぁぁ！」

　リュークは息を切らしながら、俺へと何度も剣を振る。

「なぜだ！　なぜだなぜだなぜだなぜだ！　どうして僕とお前にはこれだけの差がある！　何が違うっていうんだ！」

「……」

「僕らは黙って国に淘汰されていればよかったっていうのか！　僕は……何を間違えたっていうんだぁぁぁ！」

　リュークは一度距離を取ると、二振りの剣を同時に振りかぶる。

　魔力がこれでもかというほど注がれたためか、二振りの剣は虹色の光を放ち始めた。

　おそらく、リュークの渾身の技が来る。

「お前を倒すことで……僕は僕が間違っていなかったと証明する！」

　虹色の光は最大まで強まった。

　そしてその光が剣に収束する。

　リュークは桁外れな魔力がこもった剣を、俺に向けて振り下ろした。

「――虹こう彩さい双そう飛ひ剣けんッ！」

　放たれたのは、虹色の飛剣。

　絶大なエネルギーを持つその飛剣は、床を大きくえぐりながら俺に迫る。

「セイヴァース、エクスダーク」

『はい』

『うむ』

「ねじ伏せるぞ」

『仰せのままに』

『主が望むなら！』

　セイヴァースとエクスダークから、白と黒の魔力が溢れ出す。

　こちらとしても、今俺が使える技の中でもっとも強力な技だ。

　これで、正面からリュークをねじ伏せる。

「リューク、お前の間違いは……」




　俺たちに手を出してしまったことだ――――。




「――――灰燼ノ剣」

　白い力と黒い力が混ざり合い、一つの色を作り上げる。

　それはすべてが燃え尽きた後に残る灰と同じ色。

　終わりを告げる灰色の飛剣を、虹色の飛剣に叩きつけた。

　灰色は虹色を塗りつぶし、やがて跡形もなく消し飛ばす。

　それでも灰色は止まらない。

　色を潰してなお、灰色は他の色を潰すために直進していく。

「そうか……僕はそもそも――――」




　――正しくあれなかったのか。




　リュークが飛剣に飲み込まれる。

　飛剣は玉座の背後の壁を吹き飛ばし、そのまま天へと昇って霧散した。

　瓦が礫れきにより舞い上がった埃ほこりが晴れれば、そこにはもう、何もいない。

　リューク・ロイという男は、ここで散ったのだ。




◆　◆　◆




　戦いは終わった。

　あれからすぐ、イスベルは民を集めこと細やかに事情を説明した。

　人々は混乱していたけれど、ひとまずイスベルが無事だったということで落ち着きは取り戻していたように見える。

　その後、ギダラの埋葬が行われた。

　俺たちだけでの弔いは済ませたが、魔王軍の隊長たちが帰還すれば国を上げてしっかりとお見送りするそうだ。




「私は、国が復興するまではここにいようと思う」




　イスベルはそう言って、しばらく魔族の国に残ることを宣言した。

　確かに人々の混乱は収まりきっていないし、建物だってだいぶ被害を受けていた。

　俺もその方がいいだろうと思い、その提案にはただ頷くだけだった。




「なあに、次の魔王を任命したら、すぐ貴様の下に戻る。候補も出したことだしな……少し意外と思われそうだが」




　そう言ってイスベルは頬をかいていたが、魔王候補とはいったい誰のことなのだろうか。

　そこだけは気になる点だった。

　結局帰還することになったのは、俺とレオナとシルバーの三人。

　しばしの間は国を救った者たちとしていい待遇を受けさせてもらったが、やはり種族同士の仲がこじれている今、人間が長く滞在するのはどうしても問題らしい。

　というわけで、一週間ほどで俺たちは人間の国への船に乗り、帰還することになった。




「また来てください。少なくとも私たちは、あなた方を歓迎します」

「そうですねぇ。私も忙しい身ではありますが、あなた方が来れば顔見せ程度はできるようにしましょう。再会までどうかお元気で、レオナ、シルバー、そして……アデル」




　イレーラとファントムが、見送りのときに言ってくれた言葉だ。

　ファントムから初めて名前で呼ばれたことは驚いたが、俺が真にしがらみから解放されたという実感につながり、また少し嬉しくなった。




「魔族ってのも、存外悪い連中じゃないねぇ」

「うむ。家臣に加えてやってもよいと思える連中だった」




　これは帰りの船でレオナとシルバーがしていた会話。

　二人も魔族が気に入ったようで、今度またともに訪れようと約束をかわした。

　他にも、たまに三人でダンジョンにでも潜ろうという約束もかわした。

　未開の地とされるダンジョンをいくつかピックアップし、そのうちの半分を攻略するのが目標らしい。

　かなり忙しくなりそうだが、たまにということなので、人生のほどよいスリルとなってくれるだろう。




　そうしてやがて船がつき、俺たちは港で別れる。

　帰り道は一人だ。

　……いや、正確には一人と二本。

　腰に携えたセイヴァースとエクスダークは、絶えず口論したり声をかけてくるため退屈しない。




『アデル様、この真っ黒黒すけがうるさいのです。どうにか口を縫えませんか？』

『なにおう？　剣である我が口を縫えるわけがなかろうが！』

『じゃあ刃折ります？』

『それは死ぬじゃろ？』




　――ちょっとやかましいが、それもまたご愛敬。

　そしてしばらくの時間を置いて、俺はようやく家へと帰ってきたのだった。










アデルとイスベル




　一年と数カ月のときが過ぎた。

　俺は相も変わらずこの村に住み、毎日畑の手入れをしたり、薪を割ったりして生活している。

『慣れてしまった妾が狂っているのでしょうが、やはり妾の使い方が間違っていますよ』

「まあまあ」

　薪割りに使っているのは、かつての相棒こと聖剣セイヴァースだ。

　さすがは聖剣。

　薪ですら抵抗なく斬れてしまう。

　余計な力が必要なく、とても重宝しているのだ。

『こんな使い方をされるとは思っておりませんでした……』

「嫌か？　どうしても嫌ならやめるけど」

『……いえ、任された以上まっとうします。せっかくアデル様に使ってもらえるのですから』

「ふっ、そうか。ありがとうな」

　俺は作業を続ける。

　最近、よく笑うようになったと言われるようになった。

　自分では自覚がないのだが、今のような一瞬など、ふとしたときにその言葉が真実であることを理解する。

　俺の中で何かが劇的に変わったわけじゃない。

　だけど、少しずつ何かが溶けるように変わっていることも、また事実なのだ。

『やーだー！　せめて主がいい！』

「私では不満だというのか！　魔剣のくせに」

　作業を再開すれば、騒々しいのがやってきた。

　エクスダークを振り回しながら、イスベルは畑の方へ向かっていく。

「イスベル、もう俺がやるって言ってるのに……」

「たまには体を動かさねば、元魔王といえど健康に悪いだろう。貴様はどうだ、順調か？」

「はぁ……聖剣様々ってところかな」

「そう聖剣を誉めれば、魔剣が拗ねるぞ？」

「何を言ったって拗ねるんだ。仕方ないさ。俺がどちらかを上だと考えていないってことは、本当はどちらもよく分かってくれてるんだ」

　エクスダークとセイヴァースは何も言わないが、沈黙は肯定と受け取ろう。

　都合のいい解釈だろうが、声を出せるのに出さないのが悪いのだ。

「そう言えば、村長が今日とっておきの肉を分けてくれると言っていたぞ？」

「ああ、そんなこと言ってたな。じゃあ今日はステーキでもするか」

「おおー！　ならばあのときの味付けがいい！」

「最初にお前に飯を食わせたときのやつか……」

　もう二年前のことになる。

　イスベルがこの村に来て、住居がなくて。

　仕方なく俺の家に泊めて、飯をごちそうしたんだ。

「懐かしいな……あれから二年ってずいぶん早く感じる」

「色々あったし、仕方があるまい」

　本当に……色々あったな。




　リュークとの戦いの後、魔族の国はすさまじい復興を遂げた。

　期間限定という形ではあるがイスベルが魔王の座に戻ったことで、テキパキと町の形が元に戻っていったんだそうだ。

　それどころかこれを機に町並みにアレンジを加え、さらに発展しているとの話もある。

　まだ国同士のいざこざが解消しきらず訪問はできていないのだが、それも時間の問題だろう。




「あいつはしっかりやってるかな」

「心配あるまい。ああ見えて根は真面目な男だ。しっかりと魔王の仕事をこなしているはずだぞ」




　信じてもらえないかもしれないが、イスベルが指名し次の魔王となったのは、何を隠そうあのファントム・ロードだった。

　実力、功績ともに申し分ないが、いかんせんあの態度で損している。

　何といっても、胡散臭いのだ。

　ほかの隊長たちは不安だと言っていたらしいが、その決定自体に文句はなかったそうだ。

　それはやはり彼が信頼されている証拠だろう。

　ちなみに、イレーラはそのまま魔王補佐の立場についた。

　元はギダラがついていた役職である。

　イレーラがそこにいるのであれば、ファントムもふざけさせてはもらえないはずだ。




「ファントム曰く、かなり人間との関係は良好になってきているそうだ。もう少しすれば、私たちも魔族大陸へと渡れるな」

「お前の里帰りか……俺もファントムたちには挨拶しないとな」

「っ！　この子の紹介もあるし！」

　イスベルはそういって、自分のお腹を撫でる。

　――実はそうなのだ。

　イスベルの中には、俺と彼女の子供がいる。

　俺たちは半年前に夫婦になったんだ。

　もう別の家に住む必要はないし、毎日同じテーブルで飯を食べている。

　……だから畑作業をしてほしくなかったのだが、まだ動くうちはとイスベルは作業を手伝ってくれるのだ。

　旦那の心配は尽きない。

「じゃあ、やっぱり名前を決めておかないとな」

「うむ……男の子なら、私とアデルの名前から『アスベル』とかどうだ？」

「悪くないな。女の子なら『イデアル』とか……うーん、どっちも少し男の子っぽいか？」

「そんなこともあるまい！　良い名前だと思うぞ！」

　そう話していれば、我らの愛剣たちもここぞとばかりに会話に入ってくる。

『それなら我の名前も入れてくれ！』

『妾も仲間外れはいやです』

「分かった分かった……ん、考えておく」

　これだからいつまでたっても名前が決まらないのだ。

　それでも、この時間はたまらなく楽しい。

　自分が欲しかった平穏な時間とは、まさにこういった日々を指す。

　――いつかまた、巻き込まれる形で戦わなければならないときが来るかもしれない。

　そうなったとき、俺は迷わずこの幸せという名の家族を命がけで守ることができるだろう。

　今度は勇者としてでなく、夫として、父として。

「それじゃ――――帰れって言っても帰らないだろ？」

「分かってるではないか。さすが私の旦那だ」

「照れるからやめろ。はぁ……じゃ、一緒に行くか」

「うむ！」

　イスベルと自然に手をつなぐ。

　つないだイスベルの左手の薬指と、自由になっている俺の左手の薬指には、光を反射して輝く結婚指輪がはめられていた。

　勇者と魔王が結ばれるなどと、この世界の誰が思っただろう。

　きっと話に聞いただけでは、耳を疑うに決まっている。

　それでも、この話は真実なのだ。
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番外編　神の塔




「そらよっと！」

　レオナがクマ型の魔物の頭を掴んで地面に叩きつける。

　俺たちの足元がわずかに揺れ、魔物は声も上げずに息絶えた。

「ふぃー、かすり傷食らっちまったよ」

「ここまで来ると魔物もだいぶ強いしな」

　レオナは自分の頬から垂れる血を手で拭う。

「休むにはまだ早いぞ」

　突如飛び出してきた魔物に対し、シルバーの剣が突き刺さる。

　そのまま岩の壁に突き立てると、捻りを加えて致命傷を与えた。

「さすがだな、シルバー」

「当然だ。だが、魔力の消費は激しくなってきたな」

「……世界最高峰、最難関ダンジョンに潜ってるんだ。それも想定内さ」

「油断せずにポーションを買い込んでおいて正解だった」

　シルバーは懐からポーションを取り出すと、それを一気にあおる。

　俺も同じようにしてポーションを飲み干すと、残った瓶を懐にしまい直した。

　――――世界でまだ誰も攻略したことがない最難関ダンジョン、神の塔。

　神が人間に残した試練として、発見されてからの三百年間、誰も最下層へと到達できなかった。

　現在踏破されているのは、百二十階層。

　基本的にダンジョンは下層、つまりは地下へと延びているものが多い中で、このダンジョンは天高く塔として存在していた。

　詳しい理由は解明されていないが、頂上にはこの世界を作った神が存在しているという噂が広まっている。

　神に到達すれば願いが一つ叶う――らしい。

　なんて噂があれば、挑戦するやつも数知れず。

　今までも歴戦の冒険者たちが挑み、そして敗れていった。

　このダンジョンは下層ですら高ランクの魔物が出現し、下手すれば即死するほどの罠がそこら中に仕込まれている。

　最近聞いた話では、Ａランクのクランが一つ、この中で全滅したとのことだ。

　そんなダンジョンに、この俺、アデルは信頼できる仲間としてレオナとシルバーを連れて潜っている。

「まさか、嫁さんの安産のために願いを叶えようとこの塔を上るやつがいるとはねぇ」

「そうじゃないって言ってるだろ……ここの百二十階層よりも上層に出るフェニックスドラゴンの鱗が欲しいだけだ」

　――――フェニックスドラゴン。

　この世に存在する生物の中で、もっとも再生能力に優れた魔物である。

　その鱗を一枚部屋の中に置いておくだけで、部屋の中にいる人間の再生能力を数倍に高める効果を持つ。

　ランクはＳ。

　地上で確認された数は三件ほどしかなく、確認されるたびに大規模な討伐隊が組まれる。

　そうして討伐されると、医療関連で国が大きく潤うのだ。

「それがあれば、イスベルの産後の回復が早まるし……実際に出産するときも助けになるだろ」

「かー！　いい旦那だねぇ。こんな旦那に抱かれてみたいもんだ！」

「……恥ずかしい話をするな」

　俺はレオナから顔をそらす。

　実際、もし最上階へ到達して本当に神がいるとすれば、イスベルの安産を願いたい。

　しかし、本当にそれはもしもの話。

　まずはフェニックスドラゴンの鱗が欲しい。

　それさえ手に入れば無理はしないで退散するつもりだ。

「まあ、あたしらにもそれなりのメリットがあるしね」

「このダンジョンの最高踏破階層を越えれば、我らのクランにもさらに箔がつく。しっかりと報酬はもらっていくぞ」

「……分かってるよ。ちゃんと協力していこう」

　現在踏破されている階層よりも上層を攻略すれば、Ｓランクのクランであってもさらに名が上がるだろう。

　俺たちは慎重に三人固まりつつ、上層へと歩き出した。

　本来クラン単位で攻略するようなダンジョンになぜ三人で入っているかといえば、一つは魔物に気づかれるリスクを減らすためである。

　とにかくダンジョン内では戦闘が多く、消耗が激しい。

　それを防ぐためにこうして慎重に動いている。

　そしてもう一つは――――いや、後に分かるだろう。

「この辺りは魔物の姿が少ない……罠がある可能性が高いな。貴様らは下がれ」

「頼んだ、シルバー」

　獣の本能なのか、魔物たちは罠が集まっている場所には近づかない。

　こういう場所では、シルバーに先行してもらう。

「むっ」

　前を歩いていたシルバーの足元に魔法陣が広がる。

　罠を踏んだ証拠だ。

　次の瞬間、シルバーの足元が轟ごう音おんを響かせながら爆発する。

　俺たちの視界一杯に広がった閃光に、当然間近にいたシルバーが飲み込まれた。

　しかし――――。

「これでこの罠を踏んだのは五回目だ。まったく……芸がない」

　シルバーは鎧よろいについた砂埃を払う。

　いつ見ても、こいつの固有魔術は強力だ。

　これだけの爆発を受けても傷一つ負っていない。

　完全に反則技だろう。

「私の能力がこんな使い方をされるとはな」

「ほんと助かってるよ。相変わらず便利だねぇ、あんたの能力」

　大変申し訳ないことだが、シルバーには罠の処理を担当してもらっていた。

　一つか二つの罠が存在している程度なら、俺やレオナであればとっさに避けられる。

　しかし密集している場所だと、避けた先に別の罠があるなんてこともざらだ。

　そういうときは、シルバーが自らの肉体を使って罠を解除してくれる。

　どんな罠もシルバーの前では効果を発揮しない。

　とはいえ、こんな肉壁のような使い方は気が引けてしまうのだが……。

「っ！　話してる余裕もなさそうだね。後ろから魔物が来てるよ！」

　そうしてシルバーが罠を解除しながら進んでいると、レオナが突如として声を張り上げた。

　レオナの聴覚と嗅覚は俺たちとは比べ物にならない。

　彼女が来ているといえば、それは来ているのだ。

「悪い、急いでくれシルバー」

「チッ……分かった」

　シルバーは鬱陶しそうに後方を睨むと、そのまま前進を再開する。

　俺たちもその後を追う形で、何とか罠地帯を抜けた。

　……そんな俺たちを待ち受けていたやつらがいる。

「最近の魔物は賢いんだな」

「ああもう！　面倒くさいね！」

　罠地帯を切り抜けて安心している冒険者たちを狩るために、魔物の群れが待機していたのだ。

　岩陰や曲がり角から姿を現した首のない騎士のような魔物たちは、各々の武器を引きずりながら俺たちへと近づいてくる。

「後ろの罠は解除済みだから、このままだと後ろの魔物と挟み撃ちになるぞ」

「やるしかないな……二人とも下がって」

　俺は聖剣セイヴァースを構えながら、二人に一歩下がってもらう。

「行くぞ、セイヴァース」

『ええ、アデル様の気の向くままに』

　あの戦いから、俺の体はずいぶんと回復した。

　失ってしまった寿命は戻らないが、セイヴァースの回復効果も含めて戦闘自体は問題なく行える。

　だからもう、遠慮はいらない。

　セイヴァースに魔力を流し込み、周囲が眩い光に包まれる。

「白しろ飛ひ剣けん――――」

　セイヴァースを横薙ぎに振るえば、白い飛剣が一瞬にして魔物たちを薙ぎ払っていく。

　すべてを薙ぎ払った飛剣は、ダンジョンの壁に大きな傷を残して霧散した。

　俺たちが三人でダンジョン攻略をしているもう一つの理由は、これである。

　半端な実力の者を連れてくれば、俺たちの攻撃で巻き込みかねない。

　俺たち三人がそれぞれ全力を出すためにも、こうして人数を絞ったのだ。

「よし、今のうちだ」

　後ろから来ていた魔物たちの足音が、俺にも聞こえるほどに近づいている。

　さっさと行かなければあっという間に追いつかれてしまうだろう。

「もうすぐ百二十階層だね！　気合い入れて行くよ！」

「言われるまでもない」

　追いつかれぬよう駆け出せば、角を曲がった先に上層へと昇る階段を発見する。

　俺たちは迷いなくその階段を駆け上がった。

　この上は百二十階層。

　ようやくフェニックスドラゴンが確認された階層に到着だ。




◆　◆　◆




「……少し雰囲気が変わったか？」

　百二十階層に到達した。

　まずは周囲の警戒ということで辺りを見渡していたのだが、どことなく下の階層と雰囲気が違う。

「確かに張り詰めているな」

「ははっ！　いくつか臭いの濃いやつもいるしね」

　レオナの言う臭いの濃いやつというのは、ランクの高い魔物のことである。

　姿の見えない範囲でそう感じるということは、やはりＳランク越えの魔物がここにはいるのだ。

「今まで以上に警戒していくぞ」

　不意打ちにも対応できるシルバーに前を行ってもらいながら、俺たちは百二十階層を進む。

　その警戒もあってか、目立った戦闘もなく俺たちは百二十一階層へ続く階段へとたどり着いた。

「一応これで現在の記録は突破するけど、だいぶあっさり来れたな」

「ここまで多勢で来たクランは、ここの魔物に発見され退却を余儀なくされたんだろう。もうここからは人数でどうにかできる敵はほとんどいないだろうからな」

「なるほど……」

　念のため魔物が追ってきていないことを確認し、俺たちは百二十一階層へと続く階段を上る。

　ここではあまり雰囲気の差は感じない。

「うーん……臭いが増えてる気がするねぇ。この階層は魔物の数が多そうだ」

「そうか。じゃあもう一段上ろう。ここで戦えば魔物が集まってきそうだ」

「だねぇ」

　俺たちはゆっくりとした歩みではあるものの、確実に魔物を避けながら上層を目指す。

　途中不意を突く形で数体の魔物を倒したが、まともな戦闘は一度も起こっていない。

　しばらく魔物が多い層を経て、現在百三十階層。

　ようやく魔物の少ない層へたどり着いた。

「他の所に比べて、ここは魔物の気配が少ないよ」

「分かった。じゃあここでフェニックスドラゴンを探そう」

　レオナに誘導を任せ、俺たちは三人固まって魔物を探す。

　フェニックスドラゴンでなければスルーし、不意をつけそうな魔物は始末しておく。

　元々少ない魔物たちがさらに半分になった頃、ようやく俺たちの前にそれは現れた。

「……いた」

　フロアの少し開けた場所に、その竜はいた。

　オレンジと赤を基調とした見た目に、羽ばたくだけで民家をなぎ倒してしまうほどの翼。

　極めつけは、常に淡く光るその鱗。

　間違いなくフェニックスドラゴンだ。

　フェニックスドラゴンは俺たちの接近に気づくと、すぐさま戦闘態勢に入る。

　鱗の隙間から炎が噴き出し始めたのがその証拠だ。

「できるだけ早く片付ける！」

「うむ」

「あいよ！」

　俺たちも各々の武器を構え、フェニックスドラゴンに迫る。

「飛剣！」

「シルバーホーン！」

「獣神拳！」

　俺の飛ぶ斬撃が、シルバーの突きが、レオナの拳がフェニックスドラゴンへと突き刺さる。

　フェニックスドラゴンの悲鳴のような雄叫びがダンジョン内に響き渡った。

　しかし、これで終わればフェニックスなどと呼ばれていない。

「なるほど、こりゃ厄介だねぇ！」

　フェニックスドラゴンの傷が、炎に包まれる。

　そして炎が落ち着くと、その下にあったはずの傷は消えていた。

　この光景はまるで俺の因縁の相手であるレッドを思わせる。

「かなり魔力は込めたけど、この程度では駄目みたいだな……」

「仕留めるなら一撃でやつの再生力を上回る攻撃が必要になる」

「だったらあたしが獣神の鼓動を使うかい？　今日はまだ温存してたし、急所に決められたら沈められると思うけど……」

「……それでいくか。俺たちじゃ鱗を破壊しかねないしな」

　中まで響くレオナの拳なら、鱗を傷つけずに中身だけを破壊できる。

　どのみち試してみる価値はありそうだ。

「俺たちが援護する。とどめは任せた！」

「あいよ！」

　まず俺とシルバーが別々の方向へと駆け出す。

　これでフェニックスドラゴンの意識は二分されたはずだ。

　フェニックスドラゴンの目がぎょろぎょろと動き、俺たちの動きを探る。

　そして最終的に視界にとらえられたのは、俺だった。

「来い！」

　フェニックスドラゴンがかぎ爪を用いて俺に攻撃を仕掛けてくる。

　俺はその下を潜るようにしてかわし、フェニックスドラゴンの胴体へと近づいた。

「ふっ！」

　接近すると同時に、その胴体をセイヴァースで切りつける。

　鱗を切り裂き胴体から血を流させるが、すぐにそれも再生してしまった。

　いや、再生してしまってもいい。

　今はこいつの気を引くだけでいいのだ。

「よそ見をするな」

　俺の方に意識を集中すれば、別方向から攻め入ったシルバーに体を突かれる。

　フェニックスドラゴンにも痛覚自体は存在するのだろう。

　俺たちが攻撃を叩き込むたびに、フェニックスドラゴンの悲鳴が響いた。

　幾度もかぎ爪を潜り抜けた俺たちは、ついにフェニックスドラゴンの足元へと到達する。

「アデル！」

「分かってるよ！」

　俺はフェニックスドラゴンの足にセイヴァースを突き刺す。

　先端が肉を貫通し、そのままダンジョンの床に縫い付けた。

　同様にシルバーも自身の剣でもう片方の足を縫い付ける。

　これでフェニックスドラゴンはしばらく身動きが取れない。

「レオナ！」

「待ってたよ！」

　いつの間にか、レオナがフェニックスドラゴンに手が届く位置に立っていた。

　レオナはその目で急所を見抜くと、その位置まで飛び上がる。

「獣神の鼓動ビーストビート！　からの――――獣神拳！」

　レオナの拳がフェニックスドラゴンに叩きつけられる。

　足を固定している俺たちにまで衝撃が伝わり、ダンジョンが大きく揺れた。

　それだけの衝撃を一身で受けたフェニックスドラゴンから、内臓の壊れる音が響き渡る。

　やがて口から大量の血液を吐き出したフェニックスドラゴンは、そのまま地面へと突っ伏した。

　俺たちの考え通りダメージ量と再生速度が釣り合わず、絶命に至ったようだ。

「ははっ！　決まったね！」

「ああ、助かったよ」

「いいっていいって！　それより、さっさと剥いじまおうよ。今の戦いで他の魔物も気づい……て……」

「？　どうしたレオナ」

　レオナの言葉が、会話の途中で止まる。

　どうやら何か見つけたらしい。

　彼女が目を離さない方向へ視線を向けてみると、そこにはフェニックスドラゴンがいた。

　再生したのか――と死体の方を見てみると、そこにはちゃんと死体がある。

　つまり、こいつは別個体ということだ。

「おい、どうやら囲まれたようだぞ」

　シルバーがそう言うと、もう一つの通路の方からフェニックスドラゴンが姿を現す。

　あれだけの再生力を持つ魔物が、同時に二体出現したというわけだ。

「さて……面倒くさいことになってきたねぇ」

「一体は仕留めたんだ。もう遠慮はいらない。とにかく討伐するぞ！」

　セイヴァースに魔力を注ぎ込み、一撃で葬れるだけの飛剣を準備する。

　そのときに気づいた。

　フェニックスドラゴンの口に、魔力が溜まっている。

「二人とも避けろ！　ブレスだ！」

　俺がそう叫んだとき、視界一杯が赤い閃光で満たされた。
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「うっ……なんてこった」

　砂埃の中、俺は体を起こす。

　ダメージはほとんどない。

　ブレスが直撃しなかったため、倒れた際に体を打った程度である。

「二人とも無事か……？」

「生きてるよ……」

「当たり前だ」

　砂埃が晴れれば、そこに二人はいた。

　見たところ埃ほこりはかぶっているが、怪我はなさそうだ。

「そうか……フェニックスドラゴンは？」

「そこに死体だけは落ちているな」

　シルバーの指す方向を見れば、俺たちが討伐したフェニックスドラゴンが転がっていた。

　しかし他二体の姿が見えない。

「厄介なことになったぞ、アデル」

「え？」

「上を見ろ」

　上を向けば、そこには巨大な穴が開いていた。

　いつか見たような、ダンジョン内のフロアをぶちぬく穴。

　俺たちは下の階層へ落とされたらしい。

「さっきのブレスか」

「そのようだ。そしてここは隠し部屋のようだぞ」

「隠し部屋って……ああ、嫌な予感がするぞ」

　いつの間にか、俺たちの周りを無数の魔物が囲んでいた。

　その数はどんどん増えていき、一目でこの部屋全体を埋め尽くしていることが分かる。

　ダンジョン内にある隠し部屋。

　つまりそれは、モンスタールームのことを指す。

　ダンジョン内にまれに存在する転移系の罠を踏んだときにのみ来ることができる場所で、転移したら最後、その場にいる魔物をすべて倒さなければ出口は開かれない。

「上は……さすがのあたしでも届きそうにないね」

　このダンジョンはかなり天井が高い。

　上の穴からの脱出は難しそうだ。

「だったらやるしかないな」

「休んでいていいぞ、貴様ら。私一人でも十分だ」

「そう言わないでさ、あたしだって暴れたりないんだよ」

「三人でやるぞ。油断するなよ」

「「当然」」

　俺たちは再び構え、魔物の群れへと突進する。

　魔物たちの数は多い。

　これだけの群れであれば、油断していると俺も危険だ。

　しかし、それは一人だったときの話。

　この三人ならば、これから始まるのはただの蹂躙劇だ。

「よいしょ！」

　レオナの拳が、岩石の魔物を粉砕する。

「ふん」

　シルバーの剣が、三つ首の犬を貫く。

　そして俺は――。

「まとめて薙ぎ払う。セイヴァース、エクスダーク」

『やっと我の出番か！』

『むう、妾だけでも十分ですのに……』

　俺の手には、白と黒の剣が一本ずつ。

　それを大きく振りかぶり、目の前の魔物たちに振り下ろした。

「双飛剣――――」

　白と黒の飛剣が、魔物たちを蹂躙していく。

　触れた魔物を破壊し、やがて壁に大きな十字架を残して霧散した。

『我の方が多く吹き飛ばしたな！』

『何をおっしゃるのですか？　この駄剣は。妾の方が魔物を蹴散らしています』

「喧けん嘩かするなお前たち……さっさと残りを片付けるぞ」

　二振りの剣の刃を翻し、俺は残った魔物たちへと飛びかかる。

　魔物たちが殲せん滅めつされるのに、そう長い時間はかからなかった。

　やがて立っているのが俺たち三人だけになり、部屋の中を静寂が満たす。

「ふぃー！　さすがにちょっと疲れたねぇ」

「だいぶ魔力を持っていかれた。そろそろ潮時だろう」

　二人の顔には疲労の色がかなり見えている。

　俺も同じだろう。

　魔力や傷はポーションでなんとかなるにしても、精神的疲労というのはそうはいかない。

　この疲労は注意力を分散させ、やがて大きなミスへとつながる。

　そうなる前に帰還するのが冒険者の基本だが、今の場合は仕方ない。

　まあ、帰還する場合は転移の魔石で帰るから注意力もへったくれもないのだが。

「とりあえずフェニックスドラゴンの鱗は手に入ったし」

　俺はフェニックスドラゴンから数枚鱗をはぎ取り、しまう。

　一枚は俺たちの家に、もう何枚から売って資金にするつもりだ。

　一枚でも数年遊んで暮らせる金が手に入るため、これだけあれば一生分の資金が稼げるだろう。

「んじゃ、帰るか」

「……待て、アデル。あれを見ろ」

　シルバーが見ている方向に、視線を向ける。

　そこには、階段があった。

　上階へと続いているのだろうが、少し様子が違う。

　螺旋階段なのだ。

　確かに上の階へと続いているようだが、上の階にこんな階段はなかった。

「おそらく、この部屋に来なければ見つからない隠し階段だろう。上の階――――下手をすれば、最上階へとつながっている可能性がある」

「そんな親切なものを用意するか……？」

「親切？　よく考えてみろ。俺たちはここで大量の魔物を処理した。生半可な者ではここまで来ることはおろか、ここであっさりと死んでいる。親切でも何でもない」

「……それもそうか」

「さて、どうする？」

　シルバーが、俺とレオナに問いかけてくる。

　これを上がれば、さらに上層へ行ける。

　しかし、さらなる魔物が待ち構えているかもしれない。

　退くなら今だろう。

「あたしは上がってみたい……けどね。ここまでだって楽じゃなかったんだし、せっかくなら一番の獲物を持って帰りたいよ」

「私も同感だ。ここよりも難しいダンジョンがない以上、攻略したいという気持ちは今までよりも強い」

「……分かった。けど、危険だと判断したらすぐに転移の魔石を砕くぞ」

　俺の言葉に、二人が頷く。

　ここまで来たら最後まで攻略したい気持ちはとてもよく分かる。

　行ってみよう、世界の頂点とやらに。
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　階段はやけに長かった。

　おそらくいくつもフロアをぶち抜く形で延びているんだろう。

　十層は上っただろうか。

　ようやく終わりが見えた。

「ここは……」

　最後の一段を上りきると、そこには白い世界が広がっていた。

　どうやらここは屋外のようで、上を見ればどこまでも空が広がっている。

「空気が薄いね……雲よりも高い位置まで来たってことかい？」

「そのようだ」

　俺は中央へと歩みを進める。

　広い空間の中央には、一つ石碑があるようだ。

　言ってしまうと、それ以外には何もない。

　何もないはずなのだが……奇妙な威圧感を感じる。

　ここが最上階だからか？

　――――いや。

「アデル！　上だ！」

「分かってる！」

　俺はセイヴァースとエクスダークを抜く。

　突如として真上から振り下ろされた剣を、二振りの剣で受け止めた。

　衝撃が伝わり、腕が痺れる。

　この感覚は久しぶりだ。

　俺は剣を押し返し、それから距離を取る。

「大丈夫かい？

「ああ……けどこいつは」

　俺たちの目の前には、白い甲冑をつけた騎士が立っていた。

　シルバーの銀色の鎧よろいともまた違う、恐ろしく透き通った白。

　顔は鉄仮面で隠れており、正体は分からない。

　だが――強い。

　圧倒的に強大な力を、目の前の存在から感じる。

「やる気のようだな」

「加勢するよ！　アデル」

　二人も構えながら俺の横に並ぼうとする。

　俺はそれを両手で制した。

「悪い、こいつは俺に任せてくれ」

「……なぜだ」

「こいつとは、因縁があるんだよ」

　そう、俺はこいつを知っていた。

　だから――。

「俺がやる」

　セイヴァースとエクスダークを構え、俺は目の前の男を睨む。

　鎧よろいの男は手に持った剣をゆっくりと俺に向ける。

　その構えは、俺が剣を一本しか持っていないときと同じ構えであった。

『主……こやつ』

『ふふふ、妾もこれには滾ってしまいますわ』

「行くぞ、お前たち」

　ポーションで回復した分の魔力を全身に漲らせる。

　セイヴァースとエクスダークにも魔力を行きわたらせ、常にもっとも自分の実力が発揮される状況を保つ。

　張り詰めた空気が流れる中、俺は目を見開き、鎧よろいの男に飛び掛かった。

「シッ！」

「……っ！」

　短く息を吐くとともに、俺と鎧よろいの男の剣がぶつかり合う。

　静寂が訪れたのは、その一瞬だけだった。

　剣と剣が擦れ、火花が散る。

　真上を剣が通過し、俺の髪が数本舞う。

　剣が男に触れ、鎧よろいに傷がつく。

　お互いの剣は肉体へと届かない。

　それだけ拮抗しているということだろう。

（いや、俺の方が少し押されてるな……）

　俺の肌に細かな切り傷が増えていく。

　少しずつ、男の攻撃が俺に届きつつあるのだ。

『主！　ペース上げるか？』

「ああ、ちょっと痛いくらいがちょうどいい！」

『うむ！　ついてこれるか聖剣！』

『誰に言ってると思って？　あなたこそ遅れないでくださいまし！』

　体に今まで以上の力が漲る。

　その代わり、筋肉痛にも似た痛みを全身が訴えてきた。

　魔力回路がガタついているせいだ。

　それでも、以前よりだいぶマシである。

　これなら動きに支障はない。

「おおぉぉぉ！」

「っ？」

　男の剣を押し返すと、驚愕の反応が伝わってくる。

　元々多かった俺の手数が、さらに跳ね上がった。

　男を一瞬で防戦一方にし、威力も上がった斬撃が鎧よろいにひびを入れる。

　そしてついに、エクスダークによって男の剣を大きく弾くことに成功した。

　弾き飛ばすのには至らなかったが、今の俺ならこのわずかな隙で十分。

「ここだ！」

　エクスダークを振り切った際に発生した遠心力を利用し、セイヴァースを男の体に叩きつける。

　その一撃は男の鎧よろいへと刃を滑り込ませ、あっけなく切り裂いた。

　しかし、誤算がある。

　確実にとらえたはずの一撃だったのだが、手応えが薄い。

　肉を斬った感触がないのだ。

　いつの間にか、男が俺から距離を取っている。

　跳んだのだ、とっさに。

　剣を弾かれれば、反射的に構えなおそうとするのが人間だ。

　それが隙となる……隙となるはずだった。

　目の前の男は、それを自分の意志で押さえつけて構えを放棄し、距離を取ることを選んだのだ。

　長い間死闘を続けてきた俺でも、いまだに選ぶことができない選択。

　反射的な行動を制御するなど、人としてどこまで成長すればなせるのか――――。

「……やっぱりすごいな、あなたは」

　俺は久しく戦いの中で笑った。

　男は距離を取った後、剣を振り上げる。

　鳥肌が立つほどの魔力が、剣の周りを渦巻いていた。

　今まで戦った相手の中で、ここまで危機を感じたことはない。

　気づけば、俺はエクスダークとセイヴァースにありったけの魔力を注いでいた。

『主……これは』

『魔剣、これはアデル様の意志です。妾たちはそれに従うのみですわ』

『わ、分かっておる！　やるのだな、主！』

「――――ああ！」

　セイヴァースとエクスダークから溢れだしたオーラが混ざり合い、灰色を作り出す。

　その灰色はどちらの剣にも行き渡り、最後は俺すらも包み込んだ。

　さすがに全身が軋きしむが、問題はない。

　俺はセイヴァースとエクスダークを高く振り上げた。

　周りに渦巻いていたオーラが一気に剣に集中し、俺の周りからほんの一時、色が消える。

「――――灰かい燼じんノの剣けん！」

「っ！」

　灰色の斬撃が放たれる。

　同時に、男が剣を振り下ろした。

　彼が放ったのは眩さを持つ斬撃。

　お互いの一撃がぶつかり合い、塔を揺らす。

　床がめくれ上がり、周囲から音が消えた。

　視界を埋め尽くした閃光が徐々に収まると、男は先ほどと変わらない場所に立っている。

　結果は、相殺ということだ。

「はぁ……はぁ……ははは、参ったな……俺の中では一番強力な攻撃だったんだけど」

「……」

　男は息一つ乱していなかった。

　威力は同じでも、彼の方が一歩……いや、それ以上上手だったということだろう。

　男は自分の鉄仮面に手を伸ばし、それを外した。

　中から姿を現したのは、金髪の青年。

　青い目はどこまでも透き通っていて、肌は恐ろしく白い。

　やはり、この男は俺の知っている人物だった。

「参りました――――師匠」

「……いや、腕を上げたよ、アデル。さすがはこのオルフィスの弟子だ」

　そういって俺の師匠、オルフィスから威圧感が消える。

　そこにいるのはただの気のいい青年。

　先ほどまでの殺気などどこにもない。

「知り合いなのかい？」

「師匠と言ったが……」

　戦いが終わったことを察し、レオナとシルバーが歩み寄ってくる。

　俺は二人を連れ、オルフィスのところへと近づいた。

「ああ、この人は俺の師匠。そして、初代勇者だ」

「よろしく」

　オルフィスの挨拶に対し、二人は反応できていなかった。

　仕方のないことだろう。

　俺も二人の立場だったら、きっと言葉を失っていただろうから。
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　勇者は突如選ばれ、そして聖剣セイヴァースを手に取り、戦いの日々へと送りだされる。

　それが人間側のルールで、疑問に思うこともなかった。

　セイヴァースは相手が勇者であれば素直に力を貸し、その戦いを補助する。

　その中で極めて稀なことだが、セイヴァースととことん波長が合う人間がいる。

　それが俺のような存在だ。

　そういう勇者は決まって、セイヴァースの空間へと連れ込まれる。

　俺が意識を失っていた間にセイヴァースと会話をした空間がそうだ。

　しかし初めてあの空間へ行ったとき、セイヴァースの他にもう一人の人物がいた。

「それがオルフィス師匠だった」

「オレはセイヴァースが気に入った人間を鍛え上げる役目を買って出てたんだ。アデルはその一人さ」

　あの空間でオルフィス師匠に鍛え上げられた俺は、驚異的な速さで成長した。

　今の俺があるのは、オルフィス師匠のおかげといって差し支えはない。

「なるほどな」

「はー！　アデルを鍛え上げたってんならあんたの力も納得だねぇ……」

　二人が感心している間に、俺は浮かんできた素朴な疑問を師匠に投げかける。

「そういえば師匠、なんでここに？」

「ふっふっふ……よくぞ聞いてくれた！」

　オルフィス師匠は自慢げに胸をそらし、この場所の中心を指さす。

　そこには、最初に見つけた石碑があった。

　俺たちは改めてその石碑へと歩み寄る。

「これは……？」

「神の墓だよ、アデル」

　オルフィス師匠がそっと石碑を撫でる。

「ここは神が眠る場所。オレは初めに生まれた魔王を倒した後、ここで数百年……いや、それ以上か。ずっとここを守ってきた。あ、安心しろよ。アデルと会っていたオレもここから思念を飛ばしていただけで、ちゃんとオレだから」

「でも……それじゃ」

「……そうだ。神はとっくの昔に死んでたんだよ」

　俺たち三人の間に戦慄が走る。

　今までの常識が覆っていく。

　毎日祈りを捧げていた人間たちは、いったい何に祈っていたんだ。

　勇者に選ばれた俺は、いったい何に選ばれたんだ……？

「……神は眠る直前、すべて見通したんだ」

「え？」

「これからこの世界で起きることのすべてを見通した神は、お告げを残した。それは決まった時間に人間たちへと伝わり、世界はその通りに進んできた。勇者を選んでいたのも、そのお告げのおかげだ。しかし――――」

　オルフィス師匠が俺を指さす。

「お前の存在が、この世界を狂わせたんだ」

「……俺が……え？」

「本来、勇者として魔王イスベルと戦う予定だったのは、リューク・ロイという男だった。そうなるはずの歴史を、アデル、お前が上書きしたんだよ」

「は、はぁ……」

　話が上手く呑み込めない。

　俺自身にそういった自覚がないせいだろう。

「自覚がないのも無理ないさ。神ですらもお前のことは誤算だったんだ。なんせ、お前はこの世界の住人じゃない可能性がある」

「ま――――待ってください！　全然呑み込めなくて……この世界の住人じゃないってどういうことですか」

「お前はチキュウって世界のニホンって国から来た……っていうオレの予想だよ。もちろんそんな世界は知らないし、そんな国だって実在しない。でも、お前の存在だけは歴史のどこを探しても見つからないんだよ。だから、この世界の外から来たんじゃないかって」

「よ、予想……」

「そう、あくまで予想だ。外の世界には本当にそういう国があって、お前は何かの手違いでこの世界に来てしまった――――そう考えると、お前の歴史がない理由に説明がつく。そしてお前がこの世界で勇者となったことで、これからの歴史に狂いが生じた。約一万年後まで書かれていたはずの歴史が、まったく意味を成さなくなったんだよ」

　俺が……歴史を狂わせた？

「オレの役目は、この一万年後までの歴史――つまりは予言を守ることだった。だからここにいたんだけど……その役目も終わってしまったってわけだよ」

　そう言って、オルフィス師匠は愉快そうに笑う。

「まあそれはいいんだ。神に決められていた歴史なんてつまらない。問題なのはこれからさ」

「……」

「さて、このダンジョンを攻略した者たちへは、神の最後の特権で願いを叶えることができる。残念ながら叶えられる願いは一つだけなんだけど……」

　オルフィス師匠がそう言うと、レオナとシルバーが肩を竦すくめた。

「あたしはパス。別に願ってまで欲しいものはないしね」

「同じく。私が求めるものはほとんど手に入っているからな」

「というわけだ！　アデル、さっき言ってた願い事を頼んじゃいなよ」

　俺は二人の方へ向き直る。

　それは何よりもありがたい言葉だった。

　今はもう、難しいことは考えたくない。

　俺はこれからの幸せについて願っていよう。

「じゃあ、一つだけ」

「アデルの願いごとか。叶えるのはオレじゃないけど、言ってみな」

「妻の……イスベルの出産を危険のない、安産にしてほしい」

「ここから下界の様子は見ていたから、お前が魔王と結ばれたことは知っていたよ。分かった、それでいいんだね？」

「ああ、お願いします」

「よし」

　オルフィス師匠は石碑――神の墓石に近づき、触れる。

　すると墓石が輝きだし、さらに天高く光を放った。

「……現実味はないかもしれないけど、これでこの世界はそういう風に造り替えられた。お前の嫁と子供が出産時に危険に晒されることのない世界にね」

「そういう仕組みか……ありがとうございます、師匠」

「ここに残っていた神の権力のおかげさ。オレは何もしていない。ま、お前とイスベルの行く末が幸福であることをオレも祈ってるよ。そして――――オレの役目もここまでだ」

　突然、塔全体が揺れ始める。

　立っていることが困難になり、俺たち三人は床に手をついた。

「神の最後の力が今使用された。それによってこの塔を維持することが困難になり、この塔は崩壊を開始する。早く転移の魔石で地上に戻るといい」

「オルフィス師匠は……」

「オレは自分で下りられる。その後は数百年分ゆっくり世界を見て回るさ」

「そうですか……また、会えますか？」

「子供が生まれた頃、挨拶に顔を出すよ」

　そう言って、オルフィス師匠は俺に笑顔を向けた。

　俺も一つ頷くと、改めてレオナとシルバーの方を向く。

「帰ろう」

「うむ」

「あいよ！」

　俺は転移の魔石を取り出し、砕く。

　光が俺たち三人を包み込み、その視界を塞いだ。

　その光が収まったとき、俺たちは神の塔周辺の森の中にいた。

「見なよ、神の塔が……」

　レオナが指した先には、神の塔がある。

　いや、神の塔だったものだ。

　神の塔はゆっくり、しかし確実に崩壊している。

　結局俺たちは、神の塔が崩れ去り巻き上がった砂埃が晴れるまで、この場所を動けなかった。







　俺たち三人が神の塔を攻略したことは、瞬く間に世間に広がった。

　俺は姿をくらましたものの、シルバーとレオナは大々的に表彰されたらしい。

　これで二人のギルドの評判はさらに良い方向へと上がっていった。

　俺としてもそれは嬉しいことだ。

　そして肝心の俺とイスベルはというと――――。

「よーしよし、いい子だなー」

　俺の腕の中には、新しい命があった。

　頭の片側だけに角があり、生え立ての黒髪を持つ赤子。

　まぎれもなく、俺とイスベルの子供である。

「イデアルの様子はどうだ？」

「大人しいもんだよ。もうだいぶ眠たいみたいだ」

　温かい格好をしたイスベルが、俺の下に近づいてくる。

　俺が寝室のベッドに腰かけると、イスベルも寄り添うように俺の横に座った。

　愛する愛娘、イデアルが生まれてからかれこれ半年が過ぎている。

　子育ては慣れないことも多く大変だが、イスベルと助け合いなんとか最近落ち着いてきた。

　先ほどまで泣きじゃくっていたイデアルをこうして落ち着けるのも、さすがに慣れたものである。

「本当に感謝しているぞ、アデル」

「いきなりどうした？」

「アデルがフェニックスドラゴンの鱗を持ってきてくれて、私の回復は確かに早まった。おかげで、こうして一緒に子育てができる。それがとても嬉しい」

「……俺もだ」

　イスベルの頭が、俺の肩に乗る。

　心地よい重みが加わり、俺は愛おしさのあまり彼女の頭を撫でた。

「アデル」

「何だ」

「二人目はいつ頃にしようか」

「なっ？」

「ふふっ、冗談だ。イデアルがちゃんと育ってから、な」

「あ、ああ……そうしよう」

　イスベルがからかうような笑みを向けてくる。

　いつの間にこんな顔ができるようになったのだろうか。

　旦那としては少し複雑である。

「なあ、アデル」

「……何だ」

「幸せだな」

「――――ああ」

　幸せだ――――。

　俺たちは顔を見合わせて笑い、そのままイデアルを挟んでベッドへと寝転ぶ。

　今このとき、そしてこれからも、俺はずっと欲しかった普通の幸せとともに眠るのだ。

　神も、そして勇者もいないこの世界で。
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